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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　村崎久都
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　痺しびれるような冷気の中、梓あずさは公園のベンチに腰こしを下ろしていた。


　十歩離はなれた位置にある街がい灯とうが、寒さに震ふるえるように明めい滅めつを繰くり返していた。


　早朝五時。公園に人ひと影かげはない。


　昨さく夕ゆうから降り始めた粉こな雪ゆきはやんでいた。だが空はまだ雲に覆おおわれ、陽光の差す気け配はいはなかった。


　風は凪なぎ、動くものもない。


　静かだった。


　梓はベンチに座すわってうつむいたまま、膝ひざに置いた自分の手を見つめていた。


　ほどけた髪かみが両りよう頰ほほを挟はさみ、肩かたから胸むな元もとに落ちていた。


　ロングサイズのダウンコートを着ていたが、その下はパジャマ姿すがただ。わずかにのぞく手首や足首から湿しつ布ぷ薬やくが見えていた。唇くちびるの端はしにはバンドエイドが貼はられ、額ひたいにはネット状の包帯が巻かれている。


　病院を抜ぬけ出したあとだった。


　どこをどう歩いたのか覚えていないが、気がつくと、こうしてベンチに座っていた。


　恐おそろしく寒かった。


　手足の末まつ端たんが火にあぶられているように痛んだ。


　冷気は皮ひ膚ふを貫つらぬいて骨に達していた。寒さで関かん節せつの軋きしむ音が聞こえた。それでも梓は身じろぎもせず、黙だまってその寒さを負っていた。


　膝の上に落ちていた視し線せんが、ときおり意味もなく左右に揺ゆれた。


　梓は素す足あしに履はいたスニーカーを見つめた。そのつま先で虫の死し骸がいが干ひからびていた。


　虫は腹はらを上に向けていた。二本を残して脚あしは千ち切ぎれ、胴どうは外がい殻かくを残して空からっぽになっていた。


　その隣となりには舗ほ装そうのひび割れがあった。


　割れ目には吸すい殻がらが溜たまり、縁ふちは風化して瘡かさ蓋ぶたのようにざらついていた。


　舗装の向こうの錆さびた屑くず入いれが目についた。


　変色した金かな網あみの編あみ目が歪ゆがみ、乾かわいたガムが貼り付いていた。


　屑入れは公こう衆しゆうトイレの出入り口にあった。


　出入り口の電でん灯とうは切れたままで、嵌はめ殺ごろしのガラスは埃ほこりで斑まだらに汚よごれていた。


　梓の目は意志を感じさせない動きで、それらの光景一つ一つを眺ながめて回まわり、最後には再ふたたび自分の手の上に落ちた。


　独ひとりで公園にいると、昔むかしのことを思い出す。


　両りよう親しんの罵ののしり合いから逃にげて、梓はよく公園で遊んだ。


　両親の仲が壊こわれ始めたのは、梓が父親の実じつ子しでないことが判はん明めいしてからだった。母親は過去の過あやまちを痛切に悔くいていたが、その思いは夫おつとに届とどかなかった。罵ば倒とうと暴ぼう力りよくに耐たえ続けたが、やがて押おし潰つぶされ、歪ゆがんでいった。


　真ま面じ目めで不ぶ器き用ような両親だった。二人は真しん剣けんに愛し合っていて、だからこそ壊こわれた愛あい情じように絶ぜつ望ぼうしていた。


　しかも二人の間には梓がいた。梓は父親にとって妻つまの裏切りの象しよう徴ちようであり、母親にとっては罪つみの証あかしであるばかりか罰ばつですらあった。


　両親は梓を直接責せめるほど非ひ道どうでも未み熟じゆくでもなかった。それでも梓は、自分が二人の再さい生せいにとって枷かせであることを、幼おさない心で理解していた。


　やんでいた風が音もなく吹ふき付けた。


　寒い。


　悪お寒かんがする。


　悪寒は身体からだが恐きよう怖ふを感じるほど強いものだった。


　自分は不要な子なのだと、ずっと思っていた。


　誰だれも必要としないのだと、ずっと考えてきた。


　だから自分の側そばにいてくれる子ができたとき。彼が自分を慕したってくれたとき。


　この子を手て放ばなしてはならない、と思った。


　どんなことをしても手放しちゃダメだ、と。


　だから──


　突とつ然ぜん、空からっぽの胸で何かが跳はねた。


　熱い塊かたまりが胸を突ついた。


　梓は「うっ」としゃくりあげ、ぼたぼたと涙なみだをこぼした。それから堰せきを切ったように泣き崩くずれた。


「うっ、うっ、うっ、うーっ」


　次から次に涙が溢あふれ、止まらなくなった。顔中が涙に濡ぬれて何も見えなくなった。しゃくりあげる嗚お咽えつに、為なす術すべもなく身体が揺ゆらいだ。
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　心が張り裂さけそうだった。


　梓は目をきつく閉とじ、歯を食いしばって拳こぶしを握にぎりしめた。


　その拳の中に固い手て応ごたえがあった。


　クロスの飾かざりのペンダントだ。


　それは景けいの持ち物だった。以前景が街がい頭とうで発ほつ作さを起こしたとき、偶ぐう然ぜん居合わせた梓は彼を助けたことがあった。そのときから返すきっかけがなく、いまもまだ梓の手元にあった。


　こんなになった、いまでさえ。


　真っ先に熱を失い、周囲の冷気を吸すい込こんだクロスは、まるで焼きごてのように梓の手のひらに食い込んだ。


　寒さと痛み。


　当然の報むくいだと思った。


　自分はいま、過か去この罪つみに対する至し当とうな罰ばつを受けているのだ。


　だが、どれだけ罰を受けようと、犯おかした罪が消えることはない。未み来らい永えい劫ごう、二度と、絶ぜつ対たいに消えない。この世に生きるどんな人間が、どれほどの改かい心しんをし、どれほどの償つぐないをしようと、過去は取り戻もどすことができないのだ。


　いかなる嘆たん願がんにも揺ゆらぐことのない、それが現実だった。


　少なくとも、この世界では。


　突然浮うかんだある考えに、梓の嗚咽が止まった。


　涙に歪ゆがんだ視し界かいに、氷のようなクロスが映った。


　指先に力を込めると、激げき痛つうが神経を走った。かじかむ指に血が通る痛みだ。梓は指を操あやつることを諦あきらめ、手のひらでクロスを挟はさみ込んだ。上う手まくいかない無ぶ様ざまな動きで、腕うで全体を使ってクロスを固定し、中央から折り曲げた。


　クロスは中が空くう洞どうになっていた。


　中には赤と白のゼラチン容よう器きに包まれたカプセルが詰つめ込まれていた。


　そのカプセルを飲めば、悪あく魔まが現れて願いを叶えてくれるという。


　風がやんだ。


　冷気がピンと張りつめた。


　世界中が自分を見ているような気がした。


　梓は帰国して一つの事実を学んでいた。


　現実と幻げん想そうを分ける厳げん密みつな基き準じゆんは、実はどこにも存在しないということだ。


　世界は梓の認にん識しきの中で結ばれる不完全な像ぞうに過ぎず、同じく認識の中にある幻想と等とう価かである。


　梓はカプセルを口に入れた。


　歯で嚙かむと、覚えのある味が口内に広がった。それを唾だ液えきと共ともに飲み下した。





　梓はこれまで何人ものジャンキーと敵てき対たいし、彼らの多くを見み下くだしてきた。


　健康を損そこなうとわかっていて、法律を犯おかしているとわかっていて、社会から敵視されるとわかっていて、それでもカプセルを常用するジャンキーたちを、梓は理解できなかった。


　知らなかったのだ。





　それはおぞましくも抗こうしがたい──優やさしい毒どくだった。





　　　　２





「そう……あの二人は、そういう関係だったの」


　水みず原はらの長い話の最後に、千ち絵えはため息をついて答えた。


「いじめられっ子とその保ほ護ご者しや。梓さんはいまのまんまね。それとも、もっとやんちゃだったかしら。物もの部のべくんが気弱ないじめられっ子だったっていうのも、なんとなく想像できるかな」


「できるか？」


「できるわよ。梓さんの彼への接し方を見てれば、どんな男の子だったかは、わかる気がするわ」


　千絵はそう言うと腕うでを抱かかえるように組んで壁かべの柱に背中を当てた。


「きっと、いつも二人だけで、ここで遊んでたんでしょうね」


　千絵が室内を見回しながら微び笑しようする。水原はくわえていた煙草たばこの灰はいを、飲み終えた空あき缶かんの口に落とした。


　二人がいるのは、景の旧きゆう家かの離はなれだった。


　古びた室内が天てん井じようから下がる裸はだか電でん球きゆうに照らされていた。室内には寝ね袋ぶくろや食べ終えたゴミ屑くずが残っており、最近何者かがここにいたことを示している。血を吐はいた跡あとが黒い染しみになって、所々残っていた。


　千絵と水原はそれぞれ部へ屋やの壁にもたれながら、誰だれもいない部屋を漫まん然ぜんと見つめていた。電球の丸い明かりに照らされた部屋は、まるで役者のいないステージのようだ。


　水原は煙草をくわえ直すと、深々と吸すって煙けむりを吐はいた。


「……あんま自分のことは話さない奴やつだったからな。いまの話を聞いたのも、梓ちゃんが帰国して、カプセルの騒そう動どうに巻き込まれたあとだ」


「そういえば、あなたが私たちに近づいてきたのも、そのころだったわね。ひょっとして梓さんと物部くんの関係を知ったから近づいたの？」


「んーまあ、そうかなあ。単たん純じゆんに興きよう味みがあったし、いい機会だったから」


「いい機会って？」


「海うみ野の千絵の正しよう体たいを知る、さ」


　と水原は千絵を横目で見た。


「俺おれらがコンビ組んで以来、正義の探たん偵てい少女の話は何度も耳に挟はさんでたもんでね。なんの酔すい狂きようで走り回ってんのか見み極きわめてやろうとしたわけさ」


　煙草をくゆらせてニヤリとする。千絵はそっぽを向いて返事をしなかった。


　室内とはいえ、離れの中は屋おく外がい同様震ふるえる寒さだ。寒がりの千絵はコートとオーバーを重ね着して、いつもより着ぶくれしていた。


　古こ雅がな美び貌ぼうの少女である。物言いやたたずまいには、しなやかでありながら芯しんが通った強さがあった。もう二日間ろくに睡すい眠みんを取っていないため、自じ慢まんの黒くろ髪かみにはつやがない。顔にも疲ひ労ろうが隠かくせずにいた。しかし、年ねん齢れい以上に落ち着きのある瞳ひとみは、いまだ澄すんだ光の奥おくに活力を見せている。


　一方の水原は流は行やりのウィンター・ファッションで、相変わらずの軟なん派ぱな装よそおいに身を包んでいた。しかし、注意深く観察すれば、普ふ段だんとは微び妙みように違ちがっていることがわかる。目立つところがなく、防寒と動き易やすさを兼かねた実用性の高い服ふく装そうに統とう一いつしているのである。


　長身の優やさ男おとこだが、実は意外に運動能力は高い。言動は能のう天てん気きだが、目め端はしが利きき、抜ぬけ目がない。ハンサムな容よう貌ぼうと、それを台だい無なしにする軽けい薄はくさ。油断のならない目つきと、愛あい嬌きようのある泣き黒子ぼくろ。そうした相あい反はんする要素を兼ね備そなえる男だった。


　外見からして合わない二人だったが、事実、性格もほぼ正反対だ。本来なら行動を共にするような仲ではなかっただろう。


　しかしいま、二人はそれぞれ本来のパートナーを失った状じよう況きようにあり、互たがいが互いのことを最も当てにしていた。


　十二月二十五日、午前七時十二分。


　葛くず根ね東ひがし高校で落らく雷らい事じ故こが発生してから、まだ二十四時間すら経過していない。世間を揺ゆるがした事件は、終結するどころか、いまだ始まったばかりだった。


　高校の終しゆう業ぎよう式しき中に起こった、体たい育いく館かんへの落雷事故。ニュースはその日の内に全国に流れた。


　事故発生のあと、葛根東には消防が駆かけ付け、落雷によって発生した火か災さいの消火と、怪け我が人にんの収しゆう容ようを行った。その様子が、損そん壊かいした体育館の映えい像ぞうと共に、集まったマスコミを介かいして全国に流されたのだ。


　落雷後の体育館を写した映像は、視し聴ちよう者しやに衝しよう撃げきを与あたえた。だが、ニュースはこれだけではない。昨日きのう葛根市から報道された事じ件けんは他ほかにも二つある。


　一つは市内を縦横に駆け抜ぬけた暴ぼう走そうバイクのニュース。


　昨日午後、二台のバイクが葛根市内外の幹かん線せん道どう路ろで一時間以上にわたって暴走行こう為いを行い、最後は警けい察さつの制せい止しと追つい跡せきを振ふり切って行方ゆくえをくらましたという内容のものだ。


　もう一つは、市の外はずれにある高こう層そうビル建けん設せつ予よ定てい地ちで発生した乱らん闘とう騒さわぎ。


　暴走族グループ間の抗こう争そうが乱闘に発はつ展てんしたらしく、数十人の若わか者ものが敷しき地ち内で暴あばれ回って器き物ぶつ破は損そんと傷しよう害がいを引き起こした。


　前者は暴走行こう為いの目もく撃げき談だんが紹しよう介かいされ、後者は現場となった建設予定地の惨さん状じようや逮たい捕ほされた未み成せい年ねん者しやについての情報がレポートされた。警察もマスコミも、暴走行為と乱闘騒ぎは何らかの関係があるものとにらんでいる。


　ただし、落雷事件とそれ以外のニュースは、全く別べつ個この事件として伝えられた。いずれも同じ日に葛根市内で起こったため注目を浴あびているが、二つの犯はん罪ざいと一つの自し然ぜん災さい害がいを関連づける要因は考えられなかったからだ。


　しかし、これらの報道は事実の表ひよう層そうを伝えたものに過ぎなかった。


　葛根東高の落雷。二台のバイクの暴走。建設予定地での乱闘。これら一連の事件はすべて、ある一人の少年が画かく策さくしたことなのである。


　その少年こそが、この離れにいた人物、物部景だった。


「実際、えれえ大おお事ごとになっちまったよなあ」


　と、景の使つかい魔まを自じ任にんする水原は、彼特有の軽い口くち振ぶりでつぶやいた。


「当事者の一人が無責任な発言しないでよ。まさか、こうなることがわからないまま事を起こしたわけじゃないでしょ？」


「そりゃまあ考えちゃいたけどさあ。俺おれらって少数勢力じゃん？　あんま、あとのことばっか考えてるとジリ貧ひんになっちゃうんだよ。これまでだって、現状打開のためにとりあえず動いとけ、てなノリで来てたし」


　ぷかぷかと煙草たばこをふかす様子を見ていると、どうやら本心で言っているらしい。千絵は沈ちん痛つうな面おも持もちで首を振った。


　景はかねてより葛根市のアンダーグラウンドで暗あん躍やくしており、カプセルというドラッグを巡めぐって複ふく数すう組そ織しきと対立していた。水原はその活動のサポートを行ってきたのである。景は敵てき対たい者しやや周囲のカプセルユーザーから『ウィザード』と呼ばれ、恐おそれられていた。


　だが、カプセル売買の最大勢力であるセルネットは、ウィザードの正しよう体たいを暴あばきつつあった。すでに景の周囲にも手を伸のばし始めていた。そこで彼は自身の窮きゆう状じようを逆さか手てに取り、セルネットを壊かい滅めつすべく大がかりな罠わなを張った。その結果、情報に踊おどらされたセルネットの幹かん部ぶIXＣナイン・シーが、落雷事故を装よそおって葛根東を襲しゆう撃げきしたのである。


　景は自分を始し末まつしに現れたセルネットの刺し客かくを返り討うちにした。さらに残りの幹部を引きずり出すべく、ドラッグ・ドッグズの甲か斐い氷ひよう太たを挑ちよう発はつしてバイクでの暴走騒ぎを演じる。そして現れたセルネット構こう成せい員いんたちを叩たたき潰つぶしながら、ついには建設予定地での乱闘へとなだれ込んでいったのだ。


「真相が報道されることは、あると思う？」


　と尋たずねる千絵に、水原は難むずかしい顔で、


「『真相』のレベルによるな」


　と答えた。


「バイクのドライバーが景と甲斐の二人だった、というレベルの真相は明かされるかもしれねえ。景がＤＤに付け狙ねらわれてたこととか、カプセルに関かかわってたこともな。それもこれも『真相』には違ちがいない。がまあ、そこまでだ。それと落雷を結びつけられるわけはねえさ」


「つまり、『悪あく魔ま』が絡からむ時点で、それ以上の真相解明はあり得えないということね」


「千絵ちゃんだって、そう思うだろ？　第一、悪魔が絡むと俺たちだってほんとの『真相』がどうなんてわかったもんじゃないぜ。セルネットの連中にしろ、ＤＤの連中にしろ、俺たちはみんな悪魔の存在を『仮か定てい』してるんであって、その奥おくの『真相』なんてものは、誰だれ一人わかってねえのさ」


　水原はうそぶいて両手を広げた。千絵は黙もく然ねんとして何も述べなかった。


　最終的に、セルネットは組そ織しきの存続が困難なほどの大だい打だ撃げきを受けた。従って、景と水原の目もく論ろ見みは達成されたことになる。


　しかし……


「昨日きのう一日の流れはとても複ふく雑ざつだわ。報道された事件は氷山の一角に過ぎず、その水面下では物部くんとセルネットとＤＤが三みつ巴どもえで戦ったという流れが存在する。ネットも甲斐氷太も物部くんを倒たおそうとして戦いを仕し掛かけたわけだけど、それはどちらも物部くんの思おも惑わく通どおりだった。だから筋すじ書がきとしては、彼の筋書きが上う手まく通ったのよね」


「ああ」


「ところが、それだけじゃなかった。世間の目に触ふれた氷山の頂ちよう上じようと、水面下で繰くり広げられた物部くんの策さく略りやく。そのさらに下に、彼の策略を読んだ上で事態の進行を見守っていた、もう一つの流れがあった。──それが『バール』という人の描えがいた流れよ。梓さんはその流れに巻き込まれたんだわ」


　バールとはセルネットの頂点に位置する執行細胞フアースト・セルの構成員だ。本来ならネットの指し導どう者しやたる立場の人物だが、いまの彼はセルネットという組織から独どく立りつして行動している。


　バールの関かん与よを知った水原と千絵は、最後の決戦の場となった建設予定地を訪おとずれた。戦いはすでに終結しており、首しゆ謀ぼう者しやである景の姿すがたはどこにもなかった。現場に残っているのは傷きずついたユーザーばかりだった。


　その中に、梓がいたのだ。


　梓はバールによって乱らん戦せんから保ほ護ごされていた。しかし意識がなく、千絵と水原は二人で梓を運び出さなければならなかった。


　幸い、梓はすぐに手当てを必要とするような外がい傷しようを負っていなかった。そこで千絵は機転を利きかせ、病院ではなく、学校に梓を運んだ。そして、落雷による負傷者たちに紛まぎれ込こませて病院に入れたのである。


　千絵は柱から背中を離はなして、水原に正面から向き直った。


「あなたの知ってる事情。話してくれる？」


　水原はすぐには返事をしなかった。


　何を考え、あるいは思い出しているのか。彼らしからぬ精せい彩さいに欠ける表ひよう情じようで、千絵ではなく、誰もいない室内をぼんやりと眺ながめていた。


「水原？」


「うん……そうだな。とりあえず兄あに貴きの話からしとこうか」


　そう、ぽつりぽつりと口を開ける。


　千絵はじっと水原の横顔を見たが、やがて自分も視し線せんを部へ屋やに向けて、もう一度壁かべの柱に寄りかかった。


　水原はくわえていた煙草たばこを吸すい終えると、その火を揉もみ消してから口を開けた。


「セルネットは兄貴が作ったんだ。ランクでいやあ、執行細胞フアースト・セルのＢだ」


　すでに知っていたも同然の情じよう報ほうだったが、千絵は思わず唾つばを飲んだ。


「あのサイトにあった『ベルゼブブ』ね」


「そういうこと。馬ば鹿かげてるだろ？　仲間内で『バール』だの『ベルゼブブ』だの呼び合って喜んでたんだぜ？　頭いいし、何かするときはスゲエ冷れい静せい沈ちん着ちやくなくせに、妙みようなとこでガキっぽいんだ」


　そうつぶやいた水原の目に、一いつ瞬しゆん、誰か親しい人間を思い出したとき特有の懐なつかしさが浮うかんだ。なるべく余計なことを考えないで、思い付くまま口にしているのだろう。水原の口く調ちようは淡たん々たんとしていたが、無む理りに平静を装よそおうようなところがなく、自然だった。


「兄貴はだいぶ前からオカルトに興きよう味みを持ってた。最初は書しよ誌し学がくの延長だったみたいだけど、だんだん中身の方に入れ込んでったんだ。それで、大学で同じ趣しゆ味みの人間を集めてオカルト研究のサークルを作った。そのメンバーの一人が昨日の四しの宮みやって男さ」


「『バール』ね」


「そ。他ほかにも、ちらほらメンバーはいたみたいだけど、兄貴がつるんでたのは四宮と、あともう一人、緋ひ崎ざきって奴やつ。その二人だけだな。もともと友達とか作んない方だったし。それで、兄貴と四宮、緋崎の三人が、あるとき悪あく魔ま召しよう喚かんの儀ぎ式しきをやって一匹ぴきの悪魔を呼び出しちまうのさ。まあ──なんつうか、こういう言い方するとマンガみたいで俺もやなんだけど」


　水原が言い訳するように千絵を見た。千絵は落らく雷らい事じ件けんでひとまず悪魔の存在を認みとめているが、ではどういう存在かという結論は出していない。


　千絵は水原の視し線せんを受けると、


「いいわ。とりあえず続けて」


　と先を促うながした。


「ああ。それで悪魔を呼び出すまでは成功したんだけど、そいつが兄貴たちの側そばから逃にげ出したみたいなんだ」


「……そして物部くんに取り憑ついた」


「そういや、その辺の事情はウェブサイトで見て知ってるんだよな。こっから先は景の話だが、その逃げた奴は、悪魔っつっても、あいつの〝影かげ〟や甲斐の鮫さめとはだいぶ違ちがうんだ。人の姿すがたをしてて知性を持ってる。カプセルとかは関係なくて、寄き生せいされた人間にだけ姿が見える、ちょうど幽ゆう霊れいみたいなもんだったって言ってた」


「影？　鮫？」


「あ、そうか。千絵ちゃん、見たことないんだっけか？　景や甲斐が操あやつってる悪魔は、そういう見た目してんだよ。昨日説明したろ？　呼び出して使し役えきするって。あんときは召めし使つかいとか言ったけど、正せい確かくには猛もう獣じゆうと猛獣使いみたいな関係なのさ。中には大人おとなしいっていうか、全然タイプの違うのもいるけど」


「…………」


「まあ、そう難むずかしい顔すんなって。ゲームのルールみたいな感じで聞いときな。で、景に取り憑いた悪魔だが、しばらくはなんともなかった。精神的影えい響きようがなかったとは思えねえけど、少なくとも〝影〟のように物理的に動き回ることはなかったんだ。兄貴はこの潜せん伏ぷく期間中に景に悪魔が憑いてることを発見した。兄貴も悪魔が具体的にどんな影響を与あたえるもんかわからなかったから、確たしかめるために景を観察し始めた」


「うん。その辺の経けい緯いもサイトにあったわね。確か、『「宿やど主ぬし」の精神的不満を補おぎなう形で疑ぎ似じ人格を形成した』とか」


「……そうだ」


　と水原はなぜか苦い顔つきになった。それから話を急ぐように先を続けた。


「しばらくはなんともなかった。兄貴は、悪魔というのは人間の内面世界に取り憑いて、宿主に理想の幻げん想そうを提供するものだと考えてた。それは事実その通りで、そのころ景はおそろしくリアルな幻覚を何度も体験したらしい。ところがだ。景に憑いた悪魔は、景に幻覚を見せてるだけじゃ満足しなかった。取り憑いた人間の周囲にいる人間も巻き込み始めたんだ」


「……集団幻覚を見せるようになったってこと？」


「詳くわしくは知らねえ。景はそのときの事情は話さなかった。とにかく、悪魔の力が景個こ人じんから外の世界へと、もれ始めた。あいつの周まわりで妙みような出来事が起こったりな」


「物理的影響力というのも？」


「たぶんな。それでいろいろトラブルがあったみたいなんだが、結局景と悪魔は袂たもとを分かった。景が追い出したのか悪魔が出てったのかは知らないが、悪魔は景の側そばから離はなれたのさ。そして今度は俺の兄貴に憑いた。本来の召しよう喚かん者しやの下に戻もどったわけだ」


「ということは、その悪魔は単たん独どくでは存在できないのね？　常に誰だれかの精神に寄生してなきゃいけないってこと？」


「わかんね。まあ、その話はあとで詳しく説明するとして話を戻すけど、問題の悪魔が兄貴に憑いたころには、もう他ほかでもあちこちで悪魔が召喚されるようになってた。これは〝影〟や鮫と同じタイプの奴で、ようするに悪オ魔ー持ナちーがぼこぼこ現れ始めたんだ。当時の新聞とか、もういっぺん読んでみな。なんだそりゃ、ってな事件やら目もく撃げき談だんがゴロゴロしてるぜ」


　千絵はハッとしたように水原を見た。


「最初にカプセルのことが騒さわがれた時期ね」


「ああ。どれもカプセルの幻覚のせいだと思われたんだな。だから、警けい察さつも重い腰こし上げて最初の手入れを行った。そしたら警察は、自分の正しよう気きを疑うような体験をすることになった。取材したマスコミの中でも、これはちょっと普ふ通つうのドラッグとは違うんじゃねえかと、色めき立つ連中が出てきた。で、このままじゃまずいってんで、兄貴が音おん頭どを取ってカプセルユーザーの暴ぼう走そうを食い止めるための組織を作った。それがセルネットってわけだ」


　言い終わると、水原は重いため息をついた。


　千絵も張りつめていた息を吐はき出した。話を聞いているだけで、どっと疲つかれた気分だ。


「……なんと言ったらいいのか。言葉がでないわ」


　千絵はもう何年もカプセルとセルネットを追ってきた。とはいえ、そのほとんどは末まつ端たんのユーザーを相手に、わずかばかりのカプセル取引を阻そ止ししようと奮ふん闘とうを重ねてきたに過ぎない。ようやくにしてカプセル売買の大元であるセルネットへ調査の手を進めたのは、梓と組んでからのことだ。


　何重にも隠かくされたセルネットの謎なぞを明かすべく、あらゆる情じよう報ほうを収しゆう集しゆうし、検けん討とうし、確かく認にんする作業を繰くり返した。それがいま、自みずからが会長を務める実じつ践せん捜そう査さ研けん究きゆう会かいの会員の口から、セルネット誕たん生じようの秘ひ密みつを聞くことになろうとは。


　言葉のない千絵に水原は、


「吸すう？」


　と煙草たばこのパッケージから一本取り出した。


　驚おどろいたことに千絵は受け取った。動どう揺ようしたまま口にくわえたところへ、水原がライターで火を点つける。


　一口吸い込み、千絵はゴッホ、ゴッホとむせかえった。


「……やっぱ、いい……」


「うん。まあ落ち着きなよ。俺の話も、だいたいそんなとこだから」


「待って。まだ肝かん心じんなことを話してないわよ。その話に、どうして梓さんが関かかわってくるの？　物部くんに悪魔が取り憑ついたのは、彼女が渡と米べいしたあとのはずだわ」


　千絵が質問をぶつけると、水原はわずかに苦く渋じゆうを浮うかべた。


「景に憑いたとき、悪魔は『「宿やど主ぬし」の精神的不満を補おぎなう形で疑ぎ似じ人格を形成した』」


「え、ええ」


「初めに言ったな？　景は昔むかしクラスでいじめられてた。それを梓ちゃんに助けられて、いつも二人でいるようになった。だけど梓ちゃんは、景を残して渡米した。景はまた一人になった」


「……それが何？」


「悪魔が、景の精神的不満を補う形で疑似人格を形成したとしたら、どうなると思う？」


「……え？」


　ぽつん、とつぶやいたあと、千絵の目が大きく見開かれた。思わず身を乗り出して、千絵は愕がく然ぜんと叫さけんだ。


「まさか……！」


「悪魔──兄貴はそいつを特に《夢む魔ま》と呼んでた。そいつは、召しよう喚かんされた段階では幽ゆう霊れいみたいな形のない存在だったが、景に取り憑いて人格と姿すがたを作り上げた。一度、人としての『形』を手に入れてからは、景から離はなれて兄貴に憑いたあとも変化しなかった。兄貴は細さい胞ぼうシステムで組そ織しきを作るとき、あるＳＦ小説に見立てて、自分たちを執行細胞フアースト・セルのＢにした。その小説じゃあ、主人公はＢだったからな。そしてＡは小説同様、人間じゃないものを象しよう徴ちよう的てきに据すえることにした。それがセルネットの『無む慈じ悲ひな女王』。執行細胞フアースト・セルのＡ。つまり『アズサ』だ」


「噓うそ……」


「噓なもんか。兄貴が自殺したあと、《夢魔》はまた何者かに憑いて行方ゆくえをくらました。俺と景はずっと二人で《夢魔》を追ってたんだ。それがどうしたわけか、梓ちゃんに憑いてやがった。だからバールはあんな手て間まをかけて、梓ちゃんの中の《夢魔》が目覚めるのを待ってたんだよ」


「そんな」


「……いつ、どの段階で取り憑いたのかはわからねえ。だが適てき性せいがあれば憑くのは簡かん単たんだ。まして梓ちゃんは、《夢魔》にとって自分のモデルになった人格だからな。同調して当然さ。もっと早く、そのことに気づいていれば……」


　水原は忌いま々いましそうに舌した打うちした。


　対して、千絵は石のように固まってしまった。


　千絵にとっては、全く予想だにしていなかったことだ。しかも、その内容は、あまりに突とつ飛ぴ過ぎる。長年調査を続けてきたセルネットのトップにいるのが、梓の姿をした悪魔だなどと、信じるか信じないか以前に想像することもできない。完全にフィクションの領りよう域いきだ。


　二人とも、しばらく口を利きかなかった。


　水原は混こん乱らんの極きわみにある千絵を、冷れい徹てつな視し線せんで見守っていた。


　千絵の混乱はよくわかる。無む理りもない、というより、当然過ぎる反はん応のうだ。いまの説明をすんなり了りよう解かいするような人間では、逆ぎやくに信用できないだろう。


　しかし、ここで足あし踏ぶみされるようでは、これからの行動の力にはならないのである。


　疑ってかかるのはいい。ただ、前に進んでくれなくてはならない。それができないようなら、水原は自分一人で行動するつもりだった。


　千絵は長いこと押おし黙だまっていた。


　胸むな元もとで腕うでを組んだまま、右手の人差し指を唇くちびるに当てている。彼女が真しん剣けんに思考するときの癖くせだ。その体勢のまま、視し線せんを据すえ、瞳ひとみをぎらつかせていた。必死に頭を回転させて、いま聞いた情報に自みずからの見けん識しきを当てはめているのだ。それは大げさにいえば、世界を再さい構こう成せいする作業なのである。


　やがて、自分の中の相そう克こくになんらかの決着をつけたのか、千絵は煙草たばこの煙けむりで燻いぶされたような表ひよう情じようで顔を上げた。


「わかったわ」


　と一言だけ口にする。


　それがどういう意味での「わかった」なのか、水原はあえて聞かなかった。たとえそれがどんな意味であっても、千絵が「わかった」と言ったのだ。それで十分だった。


「とりあえず昔むかし話ばなしはここまででいいわ。次は今後のことを考えましょう」


　と千絵が背せ筋すじを伸のばして宣せん言げんする。その精せい気き漲みなぎる表情は、すでに実践捜査研究会会長、海野千絵のものだった。


　水原は破は顔がんすると、手のひらを打ち合わせて音を鳴らした。


「ワタクシその言葉を待っておりました。して、何から？」


「物部くんの行方ゆくえを追うわ。同時に、彼の立場を守らなきゃ」


　現時点では各事件の詳しよう細さいは報道されていない。何しろ昨日きのうの今日きようでは詳くわしい調査どころでなく、情じよう報ほうが不足しているのだ。


　そしてまた、いくつかラッキーな要素が重なった。たとえば事じ故この規き模ぼに反し、負ふ傷しよう者しやは軽傷者のみで、死者や重傷を負った者がいなかったこと。また、昨日がクリスマス・イブであり、マスコミ各社ともクリスマス向けに組まれていた特集が放送されたこと。従って、現時点では事件のニュースバリューの高さに比くらべると、世間の関心を引いていないのである。落らく雷らい事じ故こ、というインパクトはあっても、その内容にまでは注目されていなかった。


　警察の調査にしても、まだ開始されたばかりだ。ただ、落雷は事故で片づくだろうが、その直前に、景は全校生徒の前で堂々と「不ふ審しんな行動」を取っている。落ち着けば、その件に関する証言が出てくるはずだった。そして何より、事故のあと行方をくらましているのが問題だ。落雷に事件性がないとしても、警察が捜そう索さくしないわけがない。


　もしこのまま景の行方が知れなければ、いずれは他ほかの事件との関連性、つまりバイクの暴ぼう走そうや、乱らん闘とう騒さわぎに関かかわっている可能性も考こう慮りよされ始めることになる。


「これからは警察が何をどこまで知っていて、どう解かい釈しやくしているのか、常に正せい確かくに把は握あくしておく必要があるわね。この判はん断だんは今後非常に重大な意味を持ってくるはずだわ」


「というと？」


「彼の立場を弁べん護ごするには、警察が事件をどう考えているのか、わかってなきゃならないからよ。ちょっと前にあなたが話した文ぶん脈みやくで言えば、二人にとって少しでも有利な『真相』を提てい示じできるよう行動するの」


　と千絵はまたいつものポーズに戻もどって、得とく意いの講こう義ぎ口く調ちようを披ひ露ろうした。


「いい、水原？　そもそも『事件』というものは、調査によって発見された『事実』の集合なの。点在する『事実』が繫つながって因いん果が関かん係けいのある『事件』ができてるの。でも、複ふく数すうある『事実』の中から、どれとどれをどういう順番で繫げるか──あるいは繫がって見えるかは個こ人じんによって違ちがう。立場が違えば視し点てんが変わるからね。そうやって点を線で繫げて模も様ようを描えがいても、できあがる模様は様さま々ざまだわ。ましてや、基もととなる『事実』にしても、『事件』と関係があるすべての『事実』が発見されているとは限らない。だから当然、『事件』という模様に対して抱いだく感想も、個々人で少しずつ違ってくるの」


「……話が見えねえ」


「うーん、そうね。刑けい事じ訴そ訟しようのことを考えてみて。通常、被ひ告こく人にんを弁べん護ごする人間は、被告人の関わった事件に関して調査し、その中から幾いくつかの事実を取り上げて、被告人の利り益えきに適かなう結論を導みちびき出すわ。被告人にとって不利な証しよう拠こなら提出しないし、不利な事実に関しては黙もく秘ひさせる。自分が本当は被告人の有ゆう罪ざいに気づいたとしても、それを証明する証拠に不ふ備びがあれば、その弱点を突ついて無罪の弁論を進める。これは何も、真実をねじ曲げて、法や正義を欺あざむく行こう為いじゃないの。なぜなら、一つの事件には複数の『真相』が存在するからよ。点を結んだ線からなる模様が『事件』だとすれば、『真相』というのは、その模様に対する感想──解かい釈しやくの仕方だと思うの。だから正せい確かくには『事件の真相』は、『事件』を知る人、一人一人に存在してるわけなのよ。……といっても、これは一つの見解なんだけどね」


　千絵の説明に、水原は「はあ」と生なま返へん事じを返した。いまひとつ頼たよりない返事だが、千絵は気にしないでスラスラと先を続けた。


「特に今回の件けんなんかはオカルトが絡からんでるから、解釈を加える人間次し第だいでは、どんな『真相』だってあり得えるわ。だから、まずは可能な限りの『事実』をかき集めておく。それから、警察が、物部くんにとって少しでも有利な『真相』で納なつ得とくするよう、必要な『事実』を提示していくの。警察が物部くんと暴走騒ぎの関係に気づいた場合。乱闘騒ぎとの関係に気づいた場合。ドラッグ・ドッグズとの関係に気づいた場合。カプセルとの関係に気づいた場合。以前の、松まつ崎ざきさんたちの事件との関係に気づいた場合。ウィザードとの関係に気づいた場合。セルネットやあなたのお兄にいさんとの関係に気づいた場合。そして悪あく魔まの存在に気づいた場合。また、どのケースについても、警察内のどの部ぶ署しよ、なんという人間が気づいて、誰だれは気づいてないのか。気づいた人物はそれをどう解釈するのか。その解釈に基づいてどのように行動するのか。その結果どんな処しよ置ちが執とられることになるのか。そういった、考えられ得うるあらゆるパターンに対処できるよう、最さい善ぜんの対たい応おう策さくを用意しておく必要があるわ」


　立て板に水といった千絵の台詞せりふに、水原は目を回しそうになった。


「……こないだ追つい試し済すませたばっかなんだけどなあ」


「日ひ頃ごろの学問や勉強はなんのためだと思ってるの？　試験のためにだけ勉強してると、人生の本番に適応できないでしょう。知力を鍛きたえる意味は、応用にあるのよ」


「ご立りつ派ぱ。どこまでも付いてきますよ、会長」


「迷めい惑わく千せん万ばん──と言いたいところだけど、今回ばかりは付いてきなさい。コキ使わせてもらうわ」


「ご随ずい意いに」


　と水原は、普ふ段だんの彼らしい、おどけた、しかし不ふ敵てきな仕し草ぐさで敬礼した。


　そのとき、早朝の冷えた離はなれの空気が、携けい帯たい電話の着信音で震ふるえた。


　千絵の携帯だ。千絵は携帯を取り出し、相手の番号に見覚えがないことに首を捻ひねりながら電話に出た。


「もしもし……ああ、おばさま。お早はようございます」


　千絵が携帯を持ったまま頭を下げる。梓の母親だ。梓が病院に移ったとき、看かん病びようのためにやってきていたのである。千絵は梓のマンションに通っていたので、母親とは面めん識しきがあった。


「梓さんが目を覚ましたんですか？」


　期待に弾はずむ声で千絵が尋たずねる。


　しかし次の瞬しゆん間かん、千絵は顔色を失った。


「いなくなった!?　いなくなったって……梓さんが病室から消えたんですか!?」


　千絵の悲鳴に、水原が息をのんだ。





　落雷事故発生から、二十時間。


　物部景が引き金がねとなって動き始めた事件は、まだ始まったばかりだった。





　　　　３





　何一つ家具のない部へ屋や。


　壁かべ紙がみは新しく、フローリングは固く、冷たい。照明器具も取り付けられていなかった。


　そんな部屋の隅すみに、薄うす手でのマットレスが一枚だけ持ち込まれていた。


　マットレスの上には、何枚もの毛もう布ふにくるまれて横たわる長身の男。甲か斐い氷ひよう太ただった。甲斐は身動き一つしていない。死んでいるのかと疑うほど、深くて重い眠ねむりに落ちていた。


　茜はその傍かたわらに、両りよう膝ひざを抱かかえて座すわっていた。


　お下さげ髪がみから髪の毛が幾いく本ほんもほつれて額ひたいにかかっている。黒いセルフレームの眼鏡めがねの奥おくには、隈くまのできた瞳ひとみがあった。


　茜は抱え込んだ膝に顔をうずめながら、動かない甲斐の寝ね顔がおをじっと見つめていた。その格かつ好こうのまま、もう二時間近くも眺ながめ続けている。


　茜は、誰だれかの寝顔を眺めることには慣れていた。彼女の母は病弱で、一年の半分は布ふ団とんで横になっていたからだ。子供の頃ころの茜は、よくこうやって隣となりに座り、母の寝顔を見つめていた。


　母の寝しん室しつは西向きの部屋で、学校から帰ったときは、いつも西日が差していた。茜はカーテンを閉しめようとするのだが、母親はそれを止めて言うのだ。


　夕焼けが綺き麗れいだから──


　茜の名は母がつけたという。夕焼けの色から取ったらしい。昼でも夜でもない黄昏たそがれの時間。光でも闇やみでもない、あいまいな狭はざ間ま。そんな時間が似に合あう人だった。母親はその後、何一つ為なすことなく死んだ。


　それ以来、茜は太陽の痛つう烈れつな日差しを避さけ、宵よい闇やみの畏い怖ふと神しん秘ぴに触ふれず、バランスをとりながら流れるように生きてきた。それが正しいかどうかなど、茜にはわからない。ただ、こうして誰かの寝顔を見つめていると、その人の生き様ざまに思いが馳はせ、やがて己おのれへと翻ひるがえるのだ。


　私はまだ、見る側がわにいる、と。


　突とつ然ぜん背後でキーを回す音がして、茜は弾はじかれたように振ふり向いた。


　ガチャガチャとドアノブの回る音に続いて人が入る気け配はいがする。キッチンを抜ぬけ、部屋のドアから顔を出したのは、レザーキャップをかぶった小こ柄がらな男だった。


「……ビーグル。黙だまって入ってこないでよ」


　現れたのはビーグルと呼ばれている男だった。ドラッグ・ドッグズの古こ参さんメンバーで、甲斐の参さん謀ぼう的てきな役割を果たしている人物である。


　ビーグルは茜の文句に肩かたを竦すくめると、持ってきたスポーツバッグとコンビニの袋ふくろを床ゆかに下ろした。


「暗いな」


「外が曇くもってるからね。でも、無む人じんのはずのアパートに明かりが点ついてるとまずいでしょ？」


「そりゃまあな。……で？　やっぱダメか」


　茜の横に腰こしを下ろし、横たわる甲斐を一いち瞥べつしてビークルが尋たずねる。茜は無言で小さく頷うなずいた。


　ビーグルは腕うで時ど計けいを確かく認にんして、「うん」とつぶやいた。


「正しよう午ご過すぎか。氷太のタフさは折り紙付きだが、あそこまで叩たたかれたのは初めてだしな。まだ回復には早いか」


「……このまま放ほうっていていいのかしら」


「難むずかしいな。とりあえず息はしてるし、もう一日ぐらい様子見てもいいだろ」


　乾かわいた口く調ちようで言うと、ビーグルはガサガサとビニール袋をかき回して、中からおにぎりとお茶を取り出した。


「ほれ。昨日きのうから何も食ってないだろ。あんたにまでへばられても面めん倒どう見れないぜ」


「……そうね」


　気の進まない様子だったが、茜はビーグルが差し出すおにぎりを受け取った。


　食しよく欲よくはまるでないが、こういうときこそ体力は不可欠だ。食事と睡すい眠みんをおろそかにするわけにはいかない。とはいえ、ビニールに包まれた冷たい塊かたまりを胃の中に入れなければならないのかと思うと、どうにも陰いん鬱うつな気分になった。


「外はどんな感じ？」
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「ワイドショー」


　自分もおにぎりの包ほう装そうを破きながら、ビーグルが簡かん潔けつに答えた。


「葛根東なんかちょっとすごいぜ。もっとも落らく雷らいの跡あとを映してるだけで、ニュースの中身はないけどな。そっちの話題が先行してて、バイクや乱らん闘とう騒さわぎが霞かすんでるのは、不幸中の幸いだ」


「……そう」


「ただ警けい察さつは乱闘の方でピリピリしてる。ＤうＤちも完全に目ぇつけられた。もう何人かは別件でしょっ引かれてる」


「なんですって！」


　思わず叫さけび返す茜に、ビーグルはなんでもないように手を振った。


「心配いらねえ。どいつも口割るほど柔やわな連中じゃねえ。氷太のヒの字ももらしやしねえよ。──が、まあ。だから安心とは口が裂さけても言えねえが」


　と厳いかめしい顔でおにぎりを頰ほおばる。


「ただ、いまはセルネットの方が大おお騒そう動どうになってるからな。結けつ構こう上位の細さい胞ぼうが、ぼろぼろしょっ引かれてる。氷太の名前が挙あがるとしたら、むしろあっちからだ」


「ネットはいまどんな状じよう況きようなの？」


「どんなもこんなも。ありゃもう、組そ織しきとしては全く機能してねえよ。乱闘現場でIXＣナイン・シーの一人が泡あわ吹ふいて潰つぶれてるのを見た。それに葛根東に攻せめ込こんだカークとケルベロスの二人。カイムが消えたあとIXＣナイン・シーは五人だったはずだから、残りはたったの二人だ。幹かん部ぶの大半がいなくなったんじゃあ、まともに動かそうって方が無む理りだろうよ」


　淡たん々たんと語りながら、ビーグルは鼻息を吐はき出した。長年の宿しゆく敵てきが傾かたむきつつあるわけだが、その口くち振ぶりに楽しげなところはない。


「本来セルネットは個人主義的な風ふう潮ちようが強い組そ織しきだった。構こう造ぞう的てきにも、上がパクられたからって動きが麻ま痺ひすることはなかったんだが……今回はな。派は手でにニュースが流れたし。見る奴やつが見れば、この事じ件けんがどういう事件なのか、漠ばく然ぜんと理解できる。動どう揺ようしないわけがねえ」


「……つまりセルネットはもう？」


「終わったな。こっから立て直せる器き量りようの人間もいねえさ」


　ビーグルの見解に、茜は「そう……」と頷うなずいた。


　茜はかつてセルネットの構成員だった。『デルタ』というコードネームを持ち、IXＣナイン・シーの一人であるカイムの部下だった。


　あるとき茜はカイムの指示を受けて、葛根東で起こったカプセル事件を調査し始めた。その事件にはウィザードという名うての悪あく魔ま使つかいが嚙かんでいて、彼にカイムを倒たおされた茜は、そのままセルネットを抜ぬけたのである。そして、当時セルネットにスパイとして潜もぐり込み、『ディンゴ』というコードネームを騙かたっていた甲斐を頼たよってＤＤに身を寄せた。


　組織を抜けた身としては、セルネット崩ほう壊かいは朗ろう報ほうである。しかし、ネットが瓦が解かいしたあと何が起こるかを考えると、喜んでばかりはいられなかった。


　これまでセルネットは、マーケットの秩ちつ序じよを維い持じするため、カプセルの謎なぞが公おおやけにならないよう不ふ穏おん分ぶん子しや過か激げきな悪オ魔ー持ナちーを排はい除じよしてきた。また、世間の注目を集めそうな出来事を秘ひ密みつ裏りに揉もみ消してきた。そうすることにより警けい察さつやマスコミの目がカプセルに向くことのないよう、常つねに注意を払はらってきたのである。


　いまその重おもしが外はずれた。ドラッグの向こうに隠かくされていた夜が、陽光の支配する領りよう域いきにまで侵しん食しよくしようとしている。どんな不ふ測そくの事じ態たいが起こっても、おかしくなくなったのだ。


「なんか、こう──ブレーキのイカレたバイクに乗ってる気分だな。ワン・ミスでドカンだ」


　ビーグルは現在の状じよう況きようについて、そのような感想を述べた。


「そういえば、ディンゴの乗ってたバイクはどうしたの？」


「処しよ分ぶんした。氷太が起きたら殺されっかもしれねえけど、さすがにな。仕方ねえ」


　幾いく分ぶんふざけた言い方をして、ビーグルが甲斐を眺ながめる。彼の視し線せんにつられて、茜も再ふたたび甲斐の寝ね顔がおを見つめた。


　この男の寝顔は、もう何回も見ている。見ていて安心する顔ではない。むしろ見ていれば見ているほど不安をかき立てられた。


　この男が抱かかえる不安定さ。暗い陰かげ。破は滅めつのにおい。起きて動いているときには、型破りな覇は気きに隠れて見えない負ふの要素が、眠ねむったときだけひっそりと表ひよう層そうに浮うかび上がるのだ。それはちょうど、古いにしえの星明かりが日にち没ぼつと共に瞬またたき始めるようなものだった。


　そしていま。石せつ膏こうを刻きざんだような甲斐の寝顔には、そうした暗い気け配はいがかつてなく充じゆう満まんしていた。茜は悪お寒かんを感じ、思わず身み震ぶるいした。


「こいつ……喰われたのかな？」


「それを聞きたいのは、こっちなんだ。何しろ、俺おれとか他ほかの奴やつは、ネットの連中とやり合うのに必死だったからな。見てたのは、あんただけなんだから」


　ビーグルが厳しい口く調ちようで問い質ただすと、茜は自信のない動きで首を振ふった。


　甲斐の意い識しきが戻もどらないのは、彼がウィザードとの悪あく魔ま戦せんに破れたからだ。


　二人の力は拮きつ抗こうしていた。いや、本当なら、わずかに甲斐が勝っていた。ところが、ほぼ決着がついたかと思われたとき、ウィザードが堕落クラツシユした。彼の悪魔が暴ぼう走そうしたのである。


　堕落クラツシユした悪魔は、通常時とは比くらべられない力を発はつ揮きする。すでに力を出し尽つくしていた甲斐は、一いつ瞬しゆんにして堕おちたウィザードに切り捨てられた。


「……そう。『切り捨てられた』の。私はいままで悪魔が喰われるところを見たことがない。でも、あれは『喰った』ようには見えなかった」


「……だったら害は少ねえ。待ってりゃ目を覚ますさ」


　自みずから確たしかめるように茜が言うと、ビーグルは肩かたを竦すくめておにぎりを口に放ほうり込こんだ。茜も自分の分を食べ始める。しかし、まだ胸むな騒さわぎは消えなかった。


　悪魔同士の戦せん闘とうには、大きく二通りの決着がある。


　一つは単たん純じゆんに倒たおされること。悪魔かその使し役えき者しやが、戦闘続行が不可能なダメージを受けた場合だ。この場合、悪オ魔ー持ナちーはたいてい気き絶ぜつして、悪魔は主あるじの精神世界に戻もどる。しかし、意識が戻ったあとは元通りに悪魔を操あやつれるようになる。ダメージがひどいときは精神的な傷しよう害がいを負うが、死ぬようなことはまずあり得えない。


　もう一つは、勝者が敗者の悪魔を『喰った』場合だ。この場合だと、悪オ魔ー持ナちーが精神に受けるダメージは深しん刻こくで、回復には長い期間を要する。人格が変わるほどの傷を負うこともある。


　そして記憶が失われるのだ。特に、カプセルに関する記憶がほとんどなくなる。これは悪魔を持たないユーザーの中ちゆう毒どく症しようでも見られる症状で、警察の捜そう査さを妨さまたげる最大の要因だった。


　甲斐とウィザードの戦いの結末。茜が見ていた限りでは、鮫さめの姿すがたをした甲斐の悪魔は、喰われたようには見えなかった。しかし、それをいうならウィザードの堕落クラツシユも、通常の堕落クラツシユに比べて多くの相そう違い点てんがあった。


　ウィザードが堕ちたとき、彼の操る〝影かげ〟の悪魔は、光り輝かがやく騎き士しへとその姿すがたを変化させた。姿が変わること自体は珍めずらしい現げん象しようではない。しかし、あの光の騎士は、暴走しているようにはとても見えなかった。それどころか、ワイヤーで繫つながれた状態でなお荒あれ狂くるっていた〝影〟に比べ、非常に高いレベルでの統とう制せいが取れているように見えた。


　そして、想像を絶して強力だった。


　いかに弱っていたとはいえ、自じ他た共ともに最強を謳うたっていた甲斐の黒鮫を、あいつは一刀で切り捨てた。戦いというよりは作業──主の足あし元もとを清めるために雑草を刈かるかのような、忠実で非情な、機械のような印象だった。これまで茜が抱いだいてきた悪魔のイメージとは、あまりにかけ離はなれている。


　──それに。悪魔の印象なんかより、もっと明快な理由もある。


　もしウィザードが本当に堕落クラツシユしたなら、彼はいまもまだ、あの建けん設せつ予定地で悪魔の力を振ふるっているはずだ。そして彼が顕けん現げんさせた異い常じような現象を、あらゆるメディアが目まの当たりにしていただろう。


　しかしウィザードは甲斐を切り崩くずしたあと姿を消した。あれから現在に至るまで、ウィザードの行方ゆくえは知れない。彼が堕ちたのなら、こんなことはあり得ない。仮かりに第三者が何かを企くわだてているのだとしても、堕落クラツシユしたウィザードの悪魔をどうにかできるわけがないのだ。とすれば、あれはこれまで考えられてきた堕落クラツシユとは異ことなる現象であると考える方が自然だ。


　──なら……


　なら、甲斐は？　甲斐はどうなる？


　茜の視し線せんが、三み度たび甲斐の寝顔に吸すい寄せられた。


　あの、あまりに呆あつ気けない決着。あれは何を意味しているのだろう。甲斐はほんとうに、ただ倒されただけなのだろうか？　もし……もしも、そうでないのなら……


　──こいつが、カプセルの記き憶おくを失う？


　甲斐氷太は根っからのカプセルユーザーだ。葛根市第二勢力──いまや一番の勢力となりつつある、ドラッグ・ドッグズのリーダーである。悪オ魔ー持ナちーとしても他を寄せ付けない力を誇ほこってきた。立場だけの問題ではない。個こ人じんとしても、甲斐はカプセルにすべてを注つぎ込こんで生きていたのだ。その甲斐がカプセルのことを忘れる。そのとき甲斐がどんな変化を見せるのか、茜には想像できなかった。きっと彼を知る誰だれにも不可能であっただろう。


　そしてカプセルに関かかわる記憶を忘れるということは、


　──私のことも忘れるんだ。


　ひやり、と胸が冷えた。


　目を覚まし、隣となりにいる自分を見たとき、甲斐は最初になんと言うだろう。それを想像すると、抑おさえようもなく身体からだが震ふるえるのだ。


　頭の中の冷静な部分は、好都合じゃないか、とささやきかける。


　カプセルに未練はあるが、いつまでも引きずっていい遊びではない。もとより、セルネットに所しよ属ぞくし続けるつもりも、ＤＤのチンピラたちとつるむつもりもなかった。ネットが潰つぶれ、ＤＤの甲斐からも忘れ去られるなら、いっそ後あと腐くされがなく安全だ。ビーグルは追うまい。このまま消えればいい。足を洗う、絶好の機会だ。


「…………」


　胸の奥おくから聞こえてくる声を耳にしながら、しかし茜は甲斐の顔から目を離はなすことがどうしてもできなかった。


「さて……食い終わったら聞いてくれ。話がある」


　と、それまで黙だまっていたビーグルが、突とつ然ぜん切り出した。


「十分後にメンバーの一人が車を持ってくる。ここも安全とはいえねえからな。甲斐は車に寝ねかせて、移動しながら身を隠かくす方法に切り替かえることにした」


「そ、そう。ならすぐ準じゆん備びを──」


「あんたはいい」


「……え？」


　きょとんと茜が聞き返した。


　ビーグルはレザーキャップのつばを下ろした。そうすることで感情をシャットアウトしたのか、まるで他人を見るような暴ぼう力りよく的てきな目で茜を見た。


「あんたとはここでお別れだ。あんたは俺に無む理り矢や理り連れ回されてたってことで口を合わせてある。警察が来たらそう答えな」


　心をのぞかれたかのようだった。的てき確かくに急所を突いたビーグルの台詞せりふに、茜は冷水をかぶったように飛び上がった。


「ちょっと待って！　何よ、それ。そんないきなり……」


「うるせえ！」


　狼狽うろたえる茜の言葉を、ビーグルの酷こく薄はくな怒ど声せいが遮さえぎった。


　茜の息が詰つまり、いとも容易たやすく反論できなくなった。


「いいか。いまＤうＤちは荒あれてる。頭あたまが倒れたんだ。それもそんじょそこいらの頭じゃねえ。落ち着けって方が無理さ。あんたの立場も危あやうい。もともと血の気の多い連中が、とにかく何かに突っかかろうとピリピリしてるんだ。火の粉こが飛んでく可能性は高いぜ」


「でも……！」


「俺は他の古ふる株かぶ連中と、氷太がいない間、なんとか連中を仕切らにゃならねえ。はっきり言って、あんたの面めん倒どうを見てる暇ひまはねえ」


「わ、私は自分の面倒ぐらい自分で見れるわっ」


「だったらＤうＤちから離はなれたって問題ねえだろ。それどころか危険は減へるはずだ」


「ディ、ディンゴの世話はどうするのよ？　人手が足りないんでしょ？」


「氷太の側そばが一番やばいんだ。それがわからねえ、あんたじゃねえだろうが」


　射すくめるような視し線せんを飛ばし、ビーグルは重々しく言い聞かせた。


　ビーグルの言っていることは理解している。現げんにいまこうして仲間から離れて甲斐の回かい復ふくを待っているのも、ＤＤのメンバーを刺し激げきしないためだ。ＤＤの結けつ束そくは固い。甲斐の敗はい北ぼくを好機ととって、実じつ権けんを握にぎろうとする人間はいないはずだ。だが、自分たちが誇ほこるリーダーの負ふ傷しようを目まの当たりにしては、とても大人おとなしく回復を待つ連中ではない。


「いま連中は逆上寸前だ。ウィザードを捜さがし出して復ふく讐しゆうを果たせと喚わめくのやら、横やりを入れたネットを根ね絶だやしにしろと絶ぜつ叫きようするのまで、まさに狂きよう犬けんさながらさ。ちょっかい出されりゃ警けい察さつにだって嚙かみつく。あんた、そんなジャンキー相手に立ち回れるか？」


「…………！」


　茜は目を見開き、唇くちびるを嚙んだ。


　ビーグルの言う通りだ。自分にそんな真ま似ねはできない。茜は改めて自分の思い違ちがいに気が付いた。


　自分が甲斐の側にいるようになって、ＤＤの古株たちは茜に気を遣つかうようになった。自分が甲斐に道理を説とける、数少ない人間だったからだ。だからこそ、その価値を認みとめられ、優ゆう遇ぐうされるようになっていたのだ。


　しかし同時に、茜の立場もまた、甲斐によって保ほ護ごされていたのである。本来茜はＤＤにいられる女ではない。性格も違えば、考え方も異ことなる。共通点など何一つないのだから。


　甲斐がいないなら、茜の居場所はＤＤにはない。


「いいな」


　意識して突つき放はなすようにビーグルが念を押おした。


　茜は返事をすることができない。ビーグルは茜を無む視しして、部へ屋やを出る準じゆん備びを始めた。


　──私は……


　再ふたたび、昨日きのうと同じ感覚が襲おそってきた。甲斐とウィザードの死し闘とうや、ＤＤとセルネットの乱らん闘とうを前にしたときの感覚。あの祭りの中、一人居場所もなく立っていたときの感覚だ。


　本来、茜は面めん倒どう事が嫌きらいだった。セルネットにいたときも、事こと勿なかれ主義に徹てつしていた。人間関係の構こう築ちくが苦にが手てで、生なま身みのぶつかり合いを徹てつ底てい的てきに避さけてきた。しかし一方では他た者しやから孤こ立りつすること、情報やコミュニケーションの網あみから断だん絶ぜつされることを恐おそれていた。だから細さい胞ぼうという居場所が心ここ地ちよかったのだ。


　そして、いま──


　何か大きな事が──昨日の祭りなど足あし下もとにも及およばないほどの、底の知れない事態が進行しつつある。その確たしかな予感があった。自分が立っている地面の地ち殻かくの下で、巨きよ大だいなマグマの流れが地表を目指してその嵩かさを増ましている。それはおそらく、カプセルに関かかわるすべての人間にとって、逃にげることの適かなわない大きな流れだろう。


　そんなものに関わりたくない。もし関われば、自分の未来や生活などは急流に浮うかぶ落ち葉のごとく翻ほん弄ろうされるに違いない。いまなら、まだ間に合うのだ。いまなら、何もかもを放ほうり出し、その流れの外で生きていける。


　夜の世界で得たものを、置き去りにしさえすれば。


　──私は、どうすればいいの……？


　また、茜の視線がすがるように甲斐の顔に落ちた。


　甲斐は動かなかった。





　　　　４





　ようやく雲が晴れたのは、日にち没ぼつの半時間前だった。


　西から差し込む落らく陽ようの日が、白い病室を赤く染そめている。


　部へ屋やに一つしかないベッドには、格こう子し状じようの影かげが落ちていた。窓まど枠わくの影だ。窓は鉄格子でふさがれていて、その影が映っているのである。


　ベッドに横たわるのは、白はく皙せきの青年だった。


　彫ちよう像ぞうのような彫ほりの深い顔つきは、彼にスラブ系の血が流れているためだ。癖くせのある豊かな長ちよう髪はつが秀しゆう麗れいな容よう貌ぼうの周囲で渦うずを巻いていた。


　彼が眠ねむりについて、四年が経たつ。


　病室には彼の他ほかに二つの人影があった。これは稀け有うなことだ。彼の反はん応のうが失われて以来、この病室には彼の生せい命めい維い持じ以外の目的で人が立ち寄ることはない。そして彼の生命維持の九十パーセントは機械が果たしている。残りの十パーセントも病院側の「業務」に過ぎず、仕事や義務以外の理由で彼に関わろうとする者は、これまで一人も現れなかった。


　二つの人影のうち、一つは男だった。部屋にあったパイプ椅い子すをベッドと窓の間に広げ、足を組んで座すわっている。男は夕日を明かりにして文庫本を読んでいた。ときおり頁ページをめくる乾かわいた音がした。他ほかに聞こえる音といえば、部屋の看かん守しゆのような医い療りよう機き器きが立てる、低く単調な作さ動どう音おんだけだった。


　もう一つの人影は、椅子に座った人影に比くらべて異い様ようだった。


　その一人はベッドの脇わきに立ち、身体からだを屈かがめて青年の顔をのぞき込こんでいた。身体をすっぽりと包む大きな衣ころもをまとっていて、屈めた頭部はフードに覆おおわれ、裾すそはベッドに垂たれかかっていた。フードの下に隠かくれているので、顔を見ることはできない。ただ、青年を見下ろす両目が薄うすく開き、かすかに金色の輝かがやきをもらしていた。


　人影は身を屈めた不ふ自し然ぜんな姿し勢せいのまま、ずっと動かない。俗ぞつ界かいを離はなれた隠いん者じやが路ろ傍ぼうの野花を愛めでているようでもあり、魂たましいを刈かり取りに来た死しに神がみが命の火が消えるのを待っているようでもある。


　パラ、と紙のめくれる音がして消えた。


　窓の外では、膨ふくれ上がった落陽の縁ふちが、地平と接して溶とけ始めていた。


　病室は血のように赤く燃もえ上がった。


　黄昏たそがれに相応ふさわしい穏おだやかな時間。そしてどこか現実味の薄うすい不ふ思し議ぎな光景だった。


　と、青年をのぞき込んでいた人影が、衣を揺ゆらして顔を上げた。フードを被かぶったまま滑すべるようにベッドから離はなれる。文庫本を読んでいたもう一人が、本に栞しおりを差し込んで閉じた。


　ピー──


　四年間沈ちん黙もくを守った計器類が一いつ斉せいに電子音を鳴らした。男が椅子から立ち上がってスイッチを切る。そしてまた椅子に座り直し、両手をポケットに入れて、待った。


　青年の顔が歪ゆがんだ。


「……う」


　長く閉とざされていた唇くちびるから呻うめき声がもれた。


　シーツの皺しわが波打つ。まぶたが痙けい攣れんを繰くり返し、規則的だった呼こ吸きゆうが乱れていく。


　そして目が開いた。


　灰はい色いろがかった深い瞳ひとみが、呆ぼう然ぜんと天てん井じようを見つめた。炎ほのおのように赤い天井。彼にとって、四年ぶりの光だ。


「……なんや、これ？」


「夕日だ」


　椅子に座る男が声をかけた。


　隣となりにいる男に気づき、青年がうっそうと身体を起こした。頭痛がするのだろう。手のひらで顔を押おさえて頭を二度三度振ふった。寝ねている間に伸のびた髪かみが、首くび筋すじから肩かたにまとわりついた。


「四年経たったぞ、正しよう介すけ」


　と親しみのこもった声が言う。


　青年は顔を押さえたまま、指の間から目を向けて唸うなった。


「……ベリアルてゆえ」


　緋ひ崎ざき正介──ベリアルは頭痛を堪こらえるように顔をしかめながら、自分の名前を呼んだ男をにらんだ。鼻の頭に皺を寄せ、切れ長の瞳を細めながら凝ぎよう視しする。


「……バール、か？」


「ああ」


「なんや……えらい喰くわれてるぞ、自分。パッと見、誰だれかわからへん」


「仕方あるまい。素そ質しつもないのに長いこと女王を抱かかえてたんだ」


　バールが肩を竦すくめた。


　女王はカプセルの使用者に取り憑つくことができる。だが、適てき性せいのない人間に取り憑いた場合、取り憑かれた人間は、精神に甚じん大だいな負ふ荷かを負おうことになる。


　バールは女王との交こう渉しようにより、それを可能としていた。だが、無む理りを通している分、完全な共存からはほど遠い。バールはベルゼブブが死んだあと女王をその身に背負い続けた。彼の存在が半ば『喰われて』いるのはそのせいであり、彼が持つ「他た者しやの認にん識しきを操そう作さできる」という能力も、いわばその副作用なのである。


　と、ベリアルが唐とう突とつに振ふり返った。病室の隅すみ。窓から差し込む夕日の影かげに、青い衣ころもをまとった何者かが立っていることに気づいたのだ。


「誰や」


　ベッドの上で身み構がまえたベリアルの両目が赤く染そまった。高圧の殺気が迸ほとばしる。さっきまで植物状態にあったとは信じられない精神力だ。


　人影は青い衣を小さく揺ゆらした。


「わたくしです」


　そう言ってフードを取る。


　現れたのは、まだ幼おさなさの残る、十五、六の少年の顔だった。


　少女のように整ととのった顔立ちの少年だ。くすんだ黒くろ髪かみと青白い肌はだが、病的な妖あやしさを醸かもし出している。うっすらと浮うかべたアルカイック・スマイルは、歳としや性別を超ちよう越えつした印象を与あたえていた。そのため素す直なおに「少年」と呼ぶことを躊躇ためらわせた。
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　炯けい眼がんな者が見れば、外見だけは儚はかなそうでいて、その奥おくに火とも毒どくとも取れる得え体たいの知れない力を秘ひめているのがわかるだろう。一目見るだけでいいようのない胸むな騒さわぎを感じずにはいられない容よう貌ぼうだった。


　ベリアルの顔に驚きよう愕がくが浮うかんだ。


「あんたかっ？　しかも、それ……憑ついてるの、あのガキやんか！」


「まあ、そういうことだ」


　バールが椅い子すから立ち上がる。もう人の形を保つことも難むずかしくなった身でありながら、彼の声には確かくたる力があった。


「建けん国こく記きの第二章を綴つづるとしよう。残された者たちでな」


　残照がバールの輪りん郭かくを彩いろどった。ベリアルは逆ぎやつ光こうに立つ彼をまぶしそうに仰あおぎ見た。


　そして日は落ち、夜が来た。
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　──……う。


　どろりとした粘ねん液えきの中から浮うかび上がるような気分だった。


　温かな泥どろの中から目が覚めると、刺さすような外気が梓あずさを苛さいなんだ。梓は悲鳴を上げて泥の中に逃にげ戻もどろうとした。しかし、外界から目を逸そらす直前、自分の身体からだが触さわられている感かん触しよくに気がついた。


　──何？


　何かが──いや、誰だれかが自分の身体をまさぐっている。


　不ぶ躾しつけな手の感触がはっきりと理解できた。何者かの手はダウンジャケットの中に入り込こみ、パジャマとダウンコートの間でもぞもぞと動いていた。下着をつけていない乳ち房ぶさの真上だ。


　その何者かの指が、ぎゅっと胸を押おした。ぬかるみへ戻る欲よつ求きゆうを押おしのけ、女としての本能が梓の意い識しきを瞬しゆん間かん的てきに覚かく醒せいさせた。


「やっ」


　悲鳴を上げたつもりだったが、もれ出た声は弱々しかった。梓は服に入り込んでいた手を振ふり払はらって、コートの合わせ目を押さえた。


　すると、


「うわあっ！」


　コートを探さぐっていた誰かが、急に目を覚ました梓に驚おどろいて悲鳴を上げた。


　女の──それも「女の子」の声だった。


「え？」


　声の主あるじを見る。目の前で、泡あわを食った顔の少女が尻しり餅もちをついて梓を見返していた。


「……あなた？」


「あ、ち、違ちがうよ！　あたし、まだ何もしてないからね！」


「……え？」


　ようやく梓は目を覚まし、周まわりの状じよう況きようを確かく認にんした。


　梓がいたのはオフィスビルが建たち並ならぶ通りの裏うら道みちだった。ビルとビルに挟はさまれた窮きゆう屈くつな路ろ地じだ。当然通行人の姿すがたはなく、背はい後ごには雑ざつ居きよビルの裏口に続くコンクリートの階段が一段あった。梓はその階段と、隣となりに設せつ置ちされたエアコンの排はい気きユニットの間に、挟まれるようにして座すわり込んでいたのだ。


　──いつの間に、こんなところに？


　どうやら幻げん覚かくを見ている間に移動してしまったらしい。梓は時間を確認しようとして、腕うで時ど計けいをしていなかったことに気がついた。相変わらずの天てん候こうだが、それにしても暗い。もう日が落ちているのだろう。


　──ってことは、もう夜？　わたし、一日中カプセルで意い識しきがなかったわけなの？


　確たしかに、起き床しよう時じと同じ、時間が経過したのだという感覚が身体に残っている。それにしても、気がつけば夜とは。


「あ、あははっ。よかった。気がついたみたいね。ダメじゃん、こんなとこで寝ねちゃ」


「あの……あなた──」


「と、とにかく起きてよかったよっ。じゃ、あたしこれでね！」


　少女は半笑いを浮うかべたまま梓から後あと退ずさった。右手をあげてひらひらと振ふる。その一方、左手を隠かくすように後ろに回した。


　しかし、隠そうとする左手がペンダントを握にぎっていたのを、梓は見み逃のがさなかった。


「それっ！」


　梓が叫さけんだ直後に少女が駆かけ出した。彼女が持っていたのは景けいのペンダントだ。梓が握っていた、カプセルの入ったクロスのペンダントである。


　反射的にあとを追った梓だったが、立ち上がった瞬しゆん間かんに目め眩まいを感じた。


　があん、と脳のうみそが締しめ付けられたような気がした。次いで、悪お寒かんと強きよう烈れつな頭痛が襲おそってくる。こめかみに錆さびた釘くぎを打たれたようだ。


　──くそっ。風か邪ぜ引いてる。


　あらためて自分の服ふく装そうを思い出した。真冬の十二月に一日中こんな格かつ好こうのまま外にいたのだ。風邪を引くのも当然で、肺はい炎えんになっていてもおかしくない。さっきの場所は風がない場所だった。無む意い識しきのうちに少しでもマシな場所を求めたのだろう。排はい気きユニットに身体をもたれさせていたので、作さ動どう熱ねつで凍こごえずに済すんだのだ。


　梓は波打つ平へい衡こう感覚を叱しつ咤たして、少女のあとを追った。さっき彼女がコートをまさぐっていた理由がわかった。倒たおれている梓を看かん病びようしようとしたわけではなく、意識のないカモから金品を奪うばおうと物ぶつ色しよくしていたのだ。


　他ほかの何を取られても構かまわない。しかし、あのペンダントだけは。


　──返せっ。それは景ちゃんの……


　気合いを入れるよう歯を食いしばったとき、どっと記き憶おくの波が打ち寄せた。


　一瞬怒いかりに燃もえ上がった瞳ひとみから光が消え、梓の足が止まった。すべてを思い出すと、足を動かす力はおろか、息をする気力すら抜ぬけ落ちていくようだった。


　──そうだった……


　すべては終わっているのだ。いまさらペンダントを取り戻もどして何をするというのか。


　手足が鉛なまりになったように、梓は路ろ地じ裏うらで立ち止まった。薄うす汚よごれた地面に視し線せんを落としたまま、自じ嘲ちようの笑えみが勝手に浮かんだ。


　──いっそ、このまま風邪をこじらせてしまえばいい。


　そうすれば少しは罰ばつになるだろう。パジャマにコート。身体中に湿しつ布ぷ薬やくや包帯。間ま抜ぬけな姿すがたのまま風邪をこじらせてのたうつ姿は、自分に相応ふさわしい。病院を抜け出してドラッグをキメ、ラリったままあちこちうろついて、最後には風邪で死ぬ。滑こつ稽けい極きわまりない最さい期ごだ。みんな腹はらを抱かかえて笑うか、眉まゆをひそめて侮ぶ蔑べつするに違ちがいあるまい。自分はそうされて然しかるべき人間だ。


　梓は肩かたを落としたまま踵きびすを返し、のろのろと元いた場所まで戻った。それから階段と排気ユニットの狭はざ間まに腰こしを下ろし、膝ひざを抱え込んで顔をうずめた。


　──ペンダントもなくなっちゃったか……


　こんなになってもまだ、頭に浮うかぶのは景のことばかりだった。


　帰国し、再会してから、いろんなことがあった。


　離はなれで七年ぶりに会ったときの、景の驚おどろいた表情。つれない態度。いまにして思えば当然だ。忘れかけていた過去の思い出を掘ほり返されたのだから。かつてあんな仕打ちをしていた自分が気安い素そ振ぶりで近づいたとき、彼はいったいどんな思いをしただろうか。


　図書室の書庫に押おし掛かけたときの、景の冷ややかな口くち振ぶり。厚かましくも保ほ護ご者しやぶる自分を、さぞ苦にが々にがしく感じたに違いない。思えば自分はあのとき、景からはっきりと拒きよ絶ぜつされたのだ。それなのに勝手に動き回って……しかも、彼の立場を悪くするばかりだった。


　そのあとも、ずっと変わらない。


　悪あく魔まの世界に足を踏ふみ入れた自分は、何も知らない分ぶん際ざいで景を助けようとした。そして逆ぎやくに、幾いく度どとなく彼の足を引っ張った。麻ま里り奈なのときも。『テアー・チェイン』のときも。カイムのときだって。


　そして昨日きのうだ。


　梓が最後に見た景は、ＤＤの甲か斐い氷ひよう太たと戦って、いまにも死にそうになっていた。それを助けようとして、そして……《彼女》と景を会わせてしまった。


　──あれは……


　あれは一体なんだったのだろう？


　いつから自分の中にいたのか、あんなになるまで気づきもしなかった。ただ、いまになって振り返れば、いつも誰だれかに見られていたような気はする。それが《彼女》だったのかもしれない。


《彼女》はいつも、建たて前まえの裏うらにある梓の本ほん音ねを、冷れい徹てつに眺ながめていた。自分自身に対してさえ綺き麗れい事ごとを並ならべる梓の、本質の部分を。


　親友だった松まつ崎ざき祐ゆう子こを貶おとしめ、形だけの反省をしていた自分。


　助けを求めていた新につ田た菫すみれを見殺し、済すんだこととして思い出しもしなかった自分。


　清きよ井い美み加かやクラスメイトを突つき放はなし、自身の幼よう稚ちな欲よく望ぼうに舞まい上がっていた自分。


「景のため」という免めん罪ざい符ふを振りかざし、献けん身しんを気取って他人を踏ふみにじってきた。その傍ぼう若じやく無ぶ人じんな自じ己こ満まん足ぞくを、《彼女》はすべて見み届とどけたことだろう。見み下くだすでも、嘲あざけるでも、敵てき視しするでもなく、ただ冷徹に。


《彼女》が自分の身体からだを操あやつって景に取り憑つく瞬しゆん間かんを、梓は物語の中の出来事のように、どこか遠くから眺ながめていた。最後の最後まで、自分は疫やく病びよう神がみだった。


「景ちゃん……」


　うずめた顔からくぐもった声がもれた。


《彼女》が乗り移る直前、景は「梓を放せ」と言った。おかげで自分は、いまこうして自みずからの意志で己おのれの身体を動かせている。あんなにボロボロになってまで、景は自分を助けようとしてくれた。どうして？


　もう……かまわない方がいい──


　夢ゆめも現実も、すべては君のものだ──


　あの女は、君を喰くおうとしやがったんだぞ！──


　君のことは、絶対に守ってみせる──


　梓ちゃん──


　肩かたが小こ刻きざみに震ふるえた。


　自分には泣く資格などないと、きつくきつく言い聞かせても、わがままな心は言うことを聞かない。


　恥はじ知しらずのろくでなしと、どれほどなじっても、心は景に会えない寂さびしさで震えているのだ。


　自分でもどうしようもないのだ。


「景ちゃん……！」


　再び冷気が忍しのび寄ってきた。酷こつ寒かんが身体中の細さい胞ぼうを破は壊かいしようと侵しん食しよくしていく。それでも梓はそこから動かず、丸くなって震えていた。


　と──


「……ねえ」


　すぐ側そばから声がした。


　梓が涙なみだと鼻水で汚よごれた顔を上げると、さっきの少女が膝ひざに手を当てて梓をのぞいていた。


　戸と惑まどうような、気まずいような、ばつの悪い表情を浮うかべている。梓と目が合うと、少女は恐おそる恐るといった感じで声をかけた。


「これ……やっぱ返すわ」


　口を微かすかに尖とがらせながら、少女はペンダントを差し出した。


　梓は目の前で揺ゆれるクロスと、ちらっちらっと視し線せんを合わせる少女とを交こう互ごに見み比くらべた。


「……いいの？」


「いや、『いいの？』って、これもともと、あんたのだし。それに……その、ごめんね。あんたがそんなにテンパってると思ってなかったからさあ」


　と謝しや罪ざいを言う。梓はペンダントを受け取り、少女をまじまじと見つめた。


　おそらく中学生だろう。自分より二つか三つ下ぐらいの少女だった。赤くカラーリングした髪かみをツイストパーマにしている。制服の上に紺こん色いろのピーコートを着て、ビニール生き地じのバッグを肘ひじにひっかけていた。化け粧しようもきっちりとしていて、いわゆるコギャル風ふうのファッションが実にしっくりきている。


「なんつーかさあ。あたしもいま結構ピンチで金とか欲ほしいわけなんだけど、やっぱ自分よりジャクシャからぶんどるのって良くないじゃん？　さっきはあんま考えないで、チャーンスとか思って盗とっちゃったけどさ。よくよく考えたら、あんた変よね。クリスマスにそんなカッコでさ。しかも怪け我がまでしてるのに、こんなとこでうなされててさ。これはどう見たって、あたしよかヤバイっしょ？　だからさ。その……元気出しなって」


　少女はそう言って無む理り矢や理り笑顔を作った。なんと慰なぐさめているらしい。


　梓はぽかんとしたが、やがて鼻をすすりあげて、


「……とう」


「え？」


「……ありがとう」


「いや、だからさあ。あんたが謝あやまることでもないし。てか、そもそも、あんた年上っしょ？」


　少女は面めん食くらった様子だったが、少し照れながらもう一度笑った。そして梓の前にしゃがみ込み、興きよう味み津しん々しんと目を輝かがやかせ始めた。


「どーしたの？　親？　男？」


「それは……」


　梓が答えようとしたとき、喉のどの奥おくを咳せきが突ついた。


　梓は激はげしく咳せき込こんだ。咳に誘ゆう発はつされたように、頭痛がぶり返し、全身の悪お寒かんが戻もどってきた。


　──寒い……！　それに、痛い！


　特に頭痛がひどい。鼓こ動どうに合わせて杭打ち機パイル・ドライバーを打ち下ろしているようだ。頭ず蓋がい骨こつが割れそうなほどの激げき痛つうである。


　少女は顔を歪ゆがめる梓を見て、


「うわ。あんたマジそれヤバくない？」


　と自みずからも痛そうに顔をしかめた。


　それから、気がかりな目を向けて、逡しゆん巡じゆんするように口を曲げる。ずいぶん迷まよった末、少女はため息をついて立ち上がった。


「仕方ないなあ。一回盗っちゃったのも責任感じるし。いいや。一いつ緒しよに来なよ」


　予想外の提てい案あんに、梓は咳で涙なみだぐむ目で問いかけた。


　少女はニヤリと笑ってみせた。


「どうせ訳ありでしょ？　いいよ。ちょうどいいとこあるから。一緒に来なよ。ここよか、だいぶマシだしさ」


「でも……」


「ヘーキだって。怪あやしいとこじゃないから。あ、そうそう──」


　と梓を立たせながら、少女は自分を指さした。


「あたし、久く美み子こ。よろしくねー」





　　　　２





　久美子が梓を連れて行ったのは、深夜営業のカラオケボックスだった。「やっほー」と顔見知りらしい店員に挨あい拶さつしてカウンターを素す通どおりすると、梓の手を引いたまま一番奥おくの部へ屋やに入った。


「よーっス」


「うぃーっス……って、クミ！　何っ？　なんなん、それ？」


「えへへ。こちら、梓ちん。高二」


「なこと聞いてないわよ、バカっ。誰だれなのかって聞いてんの！」


「だから、梓ちん。高二」


「あのねえ、クミぃ～！」


　部屋には先客が二人いた。


　一人は桜さくら色いろの肌はだにナチュラルメイクをした茶ちや髪ぱつの少女。制せい服ふくの上に白いセーターを着て、プリーツスカートの裾すそをぎりぎりまで折り返して短くしていた。まつげのくっきりした二ふた重えまぶたといい、瑞みず々みずしい小ぶりの唇くちびるといい、一目見て、可愛かわいい、と思わせる容よう姿しだ。


　もう一人は化け粧しよう気つけのない、ひょろりとした少女。梳くしけずっただけの黒くろ髪かみを肩かたまで伸のばし、一ひと房ふさだけ編あんでビーズの飾かざりを結んでいた。潑はつ剌らつとした感のある久美子やもう一人と対照的に、大人おとなしい、どこか怯おびえて縮ちぢこまっているような印象があった。


　二人とも制服姿すがたで、久美子と同年代に見えた。おそらくどちらも中学生だろう。


　久美子は梓を部屋に入れると、まず白いセーターの少女を指し、


「こっちがユキで」


　次に、おずおずと梓を見つめる少女を指し、


「こっちがカナ」


　と紹しよう介かいした。


　なぜか機き嫌げんのいい久美子に対し、由ゆ紀きは不機嫌そうに目をつり上げた。スラリとした太ふと股ももを惜おしげもなく晒さらしながら、イライラと足を組み替かえる。


「クミ。説明してもらうわよ。何よ、そいつ。あんたのダチなわけ？　どんな関係か知らないけど、急にここに連れてくるなんて反則じゃない」


「えー、いいじゃん。別に」


「よくない！　だいたい高二って、どういう関係なのよ」


「そこで拾った」


「はあ？」


　惚とぼけた答えに、由紀はきれいにカットしてある眉まゆ毛げを跳はね上げた。


　久美子は「詰つめて詰めて」と緊きん張ちようして口を結んでいる香か苗なえを押おしのけ、自分と梓の座すわるスペースを確保した。


　梓は押おし黙だまって立っていたが、久美子が強ごう引いんに横に座らせた。由紀はそんな久美子をにらみつけて唾つばを飛ばした。


「説明しなさいよっ。クミ」


「んなピリピリしないでよ。梓ちん、怪け我が人にんの病人なんだかんね」


　険けんのある由紀をやんわりなだめ、久美子はついさっきのいきさつを説明した。どうにも要よう領りようを得えない説明で、聞いていた由紀は何度も反問して、ようやく理解したようだった。


　聞き終えたときには、由紀は大きく天てん井じようを仰あおいでから眉み間けんに皺しわを寄せた。
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「ほんっっっとにバカだね、あんたはっ。盗とった相手に同情して獲え物ものを返した上、そいつ連れてくるなんて。犬や猫ねこじゃないんだよ！　だいたい、そんないい加か減げんなやり方で稼かせげるとでも思ってんの？」


「でもさあ。ユキにばっか負ふ担たんかけてるから……」


「あんたはそんなこと気にしなくてもいいの。いつも言ってるでしょっ」


　由紀は、ふんっ、と鼻を鳴らして文句──というより説せつ教きようを打ち切ると、あからさまに非ひ友ゆう好こう的てきな眼まな差ざしを梓に向けた。


　頭のてっぺんから足の先まで、じろじろと無ぶ遠えん慮りよに眺ながめる。ただ、最初は野の良ら犬いぬを見るペルシャ猫のような顔をしていた由紀だったが、梓がコートの下にパジャマを着ていることに気づいたり、あちこちに巻かれた包帯や湿しつ布ぷ薬やくを見つけるたびに、表情を軟なん化かさせていった。


　最後はもう一度久美子をにらんで、


「まったく」


　と嘆たん息そくする。


　ＯＫと取った久美子が歓かん声せいを上げて梓に抱だきついた。


　──なんか妙みようなことになってる……


　梓は熱でろくに働かない頭をなんとかしっかりさせようとした。


　三人の少女たちはクラスの友人グループという風ふうには見えなかった。まず制服が違ちがう。久美子がピーコートの下に着ているのはモスグリーンのブレザーだし、香苗が着ているのはオーソドックスなセーラー服だ。由紀が着ている制服も、白いセーターからのぞく襟えりのデザインが他ほかの二人と違っていた。


　それに何より、三人のタイプがずいぶんと違っている。


　まだ会ったばかりだが、久美子という少女の性格はよくわかった。良くも悪あしくも無む邪じや気きで単たん純じゆん。決して自分が大人おとなびているとは思っていない梓から見ても、いかにも未み成せい熟じゆくな子供っぽい性格をしている。


　対して由紀は一見清純で可愛かわいらしい少女に見えるが、さっきまでの問答を聞くだけでも、久美子よりずっとしっかりした性格であることがわかる。おそらく美び少しよう女じよ然ぜんとした服ふく装そうやメイクも、自分の容よう姿しを知っていて、その魅み力りよくを十分に活いかすために選んでいるのだろう。


　最後の香苗も、久美子や由紀とは明らかに違うタイプだ。何しろ梓が現れてから一言も口を利きいていないのである。これだけ喋しやべる二人と一いつ緒しよにいること自体、違い和わ感かんがあった。


「あの」


　と、梓は思いきって話しかけてみた。


　全員の視し線せんが梓に集まった。由紀は無言のまま腕うでを組み、何？──と先を促うながす仕し草ぐさをする。中学生らしからぬ高たか飛び車しやな態度だったが、よくよく見れば、腕をつかむ指先が固くなっている。内心は緊きん張ちようしていながら、それを隠かくそうと強がっているらしい。


「あなたたちは、その……どういう？」


「あー、わかるわかる。確たしかにあたしらって変な集まりだよね。見た目とかバラバラだし」


「クミっ！　あんたは黙だまってなっ。……梓っていったっけ？　私らのことは、あんたに関係ないでしょ。余計な詮せん索さくしないでくれる？」


「ちょっとお。ユキってば、それは冷たくない？」


　思わず梓を庇かばおうとする久美子を、由紀は「黙ってなって言ったでしょっ！」と鋭するどく叱しかりつけた。久美子は口を尖とがらせながらも大人おとなしく引き下がる。やはり、この由紀という少女が、三人のリーダー格かくらしい。香苗はといえば、自分が怒おこられているかのように、ソファの隅すみでおろおろと二人を見み比くらべていた。


「梓さんさ。あんたはどうしてそんなカッコで外うろついてるわけ？　いかにも、病院抜ぬけ出してきました、ってカッコじゃん。親とかどうしたのさ。誰だれか、あんたのこと捜さがしてんじゃないの？　そっち、放ほっといていいわけ？」


「それは……」


　梓は口を濁にごした。うかつにも、自分より年下の少女に指し摘てきされるまで、そんな当たり前のことすら考えていなかったのである。


　とっさに浮うかんだのは両親の顔。それに、千絵と水原の二人だった。自分がどんな状じよう況きようで病院まで担かつぎ込こまれたのか、梓は詳くわしく知らない。しかし、病院を抜け出したのは夜明け前だ。自分の失しつ踪そうは知れ渡わたっているだろう。みんな必死になって自分のことを捜しているはずである。


　──そんな価か値ち、ないのに……


「あんたも結構きつそうな状況みたいだし、ここにいる分には構かまわないよ。ここ、二十四時間借り切ってるから。まあ、そうね。その風か邪ぜが治るまでぐらいは居させたげる。でも、だからって仲なか間ま面づらされたくないわけ。わかるよね？」


「……ええ」


　神しん妙みように頷うなずく。従順な態度を見せると、由紀も幾いく分ぶん肩かたの力を抜ぬいたようだった。


　──悪い子たちじゃない。


　梓はそう判断した。まるで野生の猫のように部外者に対する警けい戒かい心しんが強いが、それは外がい敵てきに対する恐きよう怖ふに根ざした敵意だ。


　──ひょっとして、この子たち……


　梓がうつむいて黙ると、久美子が慌あわてて肩を叩たたいた。


「あ、ほらほら。んなブルー入れないでってば。ユキも、もういいっしょ？　あたし、お菓か子しと飲みもん持ってきたからさ。ほらほら」


　持っていたバッグを掲かかげると、久美子はその中からテーブルの上にスナック菓子やペットボトルを並ならべ始めた。


　由紀がまたも眉まゆをひそめ、


「……それ、どしたの、クミ？」


「ひひひっ。パクった」


「なっ。また、あんたはあ～」


「まあまあ、ユキ殿どのもお一つ。ほら。こんなんあるよー」


　久美子が得とく意いそうに取り出したのはサワーやカクテルといったアルコール飲料だ。万まん引びきに渋しぶい顔をした由紀だったが、それを見ると「お、でかした」と相そう好ごうを崩くずした。あまり口くち幅はばったいことばかりも言いたくないのだろう。なんとなく、出来の悪い妹に接する姉のようだ。


「でしょー？　誉ほめて誉めて──あ、カナにもちゃんと炭たん酸さんあるからね。梓ちんはどれにする？」


「わたしは……」


「……クミちゃん。この人、風邪引いてるから」


　梓に瓶びんを渡そうとする久美子の腕を引っ張り、初めて香苗が口を利きいた。梓が驚おどろいて香苗を見ると、慌てて顔を伏ふせる。


「あ、そっか。しまったー。風邪薬とかパクってくればよかった」


「風邪薬なら受付にあるわよ。シンヤに言えば貰もらえるんじゃない」


「ホント？　さすがユキ。じゃ、あたし取ってくるね」


　言うが早いか飛び跳はねるように席を立って部へ屋やを出た。羨うらやましいほど元気な少女だ。


「ありがとう」


　と梓が礼を言うと、


「別に。私の薬じゃないし」


　由紀はまだ打ち解とけない態度のままぶっきらぼうに答えた。そのまま意い識しき的てきに梓を無む視しして、飲み物の物ぶつ色しよくを始める。


　梓が言うことを探さがして黙だまっていると、「あの……」と声がした。振ふり返れば、香苗が縮ちぢこまったまま梓の隣となりに座すわっていた。


「包帯──取れかけてるみたいだから。私、巻き直します」


「え、いいよ。そんなの」


「いいんです。そういうの、自分じゃ巻きづらいでしょうし……」


　そう言って上うわ目め遣づかいに梓を見る。


　香苗の申し出を受けるか迷まよった梓だったが、結局「じゃあ」といってコートを脱ぬいだ。香苗はほっとしたように梓の怪け我がの具合を調べた。


　しばらくは口を開ける者もなく、香苗が包帯を巻き直す衣きぬ擦ずれに似にた音だけが、部屋のＢＧＭに混まざって流れた。


　と、唐とう突とつに、香苗が独ひとり言ごとのようにもらした。


「……私たち、みんな家出してるんです」


「え？」


　思わず梓が聞き返す。香苗は梓の顔を見ないまま、包帯に打ち明けるように言った。


「最初は見ず知らずの他た人にん同どう士しだったんだけど、偶ぐう然ぜん知り合いになって……それでみんな同じ境きよう遇ぐうだったから一いつ緒しよにいるようになったんです」


「カナ！」


　咎とがめるように由紀が香苗を注意する。しかし香苗は小さく首を振ふった。


「ごめんね、ユキ。でも、この人、もう気づいてるよ。それに警けい察さつには通報しないと思うの」


　と確かく認にんするように梓の目をのぞき込む。あまり目立ったところのない顔立ちの少女だが、梓を見つめる瞳ひとみは、透とう明めいに澄すんで美しかった。


　梓は無む言ごんで頷うなずいた。香苗はいよいよ安心した嬉うれしそうな微び笑しようを見せた。


　──やっぱりね。


　どうもそんな雰ふん囲い気きはしていたのだが、図ず星ぼしだったらしい。それでタイプの違ちがう三人が一緒にいる理由もわかった。


「クミちゃんはお母かあさんが家を出ちゃったんです。お父とうさんはもともといなくって。それで親しん戚せきの方に引き取られたんだけど、そこで色々あって家を出たって。ユキはクラスの女子からにらまれて、嫌いやがらせとかされて……反はん抗こうしたら今度は教師とか両親までユキのこと悪く言うようになって。それでもう、どうでもいいようになっちゃったから家出を……私は私で、その……ちょっと嫌なことがあったから」


「…………」


　香苗はなぜか謝あやまるような、また照れているような気弱な話し方で、ぼそぼそとつぶやいた。梓はそんな彼女をそれとなく観察したが、ふと、彼女も左手首に包帯を巻いているのを見つけた。香苗は梓が自分の手首を見ていることに気づくと、慌あわてて袖そでを引っ張って包帯を隠かくした。


「……悪いことしてるってわかってるんです。でも仕方ないんです。家や学校にはどうしても帰りたくないし……他ほかに行く場所なかったし……助けてくれる大人おとなもいないし。特に私なんか、ユキやクミちゃんに会えなかったら、いまごろどうなってたか」


　意外にも、香苗は聞いてもいないことまでスラスラと告白した。こうしてみると、もともとは無む口くちな子ではないのかもしれない。ずっと水底に沈しずんでいた者が息いき継つぎをするように、香苗は小声のまま、しかしどこか必死な様子で身の上を語った。


　由紀は舌した打うちして香苗の言いたいように話させていたが、彼女が言葉を途と切ぎれさせたとき、強い口く調ちようで釘くぎを差した。


「梓さん。言っとくけど、あんたまで仲間に入れる気はないからね」


「ユキ……」


「いいから。──あのね、梓さん。クミがあんたを拾って来たり、カナがあんたの世話を焼いてるのは、何もあんたにシンパシー感じたからじゃないわよ。人間、自分が弱ってるときは、もっと弱い人間の面めん倒どうを見ると安心できるの。だからあんたに構かまってるんであって、同情はしてても、友情感じてるわけじゃないの。勘かん違ちがいしないでね」


　由紀は冷たく、怒おこったように言い放はなった。香苗は「私は、そんな……」と口ごもったが、はっきり意見は述べず、そのまま包帯の巻き直しを続けた。梓も反論できなかった。


　──『人間、自分が弱ってるときは、もっと弱い人間の面倒を見ると安心できるの』


　由紀の一言は鉛なまりのように梓にのしかかった。


　かつて、梓もまた同じ事をしていたのではなかったか。家に居い場ば所しよのない梓は、クラスに居場所のない景を助けた。それは、両親に必要とされない自分があまりに惨みじめで、その現実から目を背そむけるための行こう為いだったのではないか。そして、いじめに遭あう景を保ほ護ごしてやることで、心の安定を得えていたのではないだろうか。


　彼と知り合い、彼を得て、梓はそれまでに感じたことのない満足感を得た。彼の隣となりに居場所を得たと思った。しかしそれは、現実からの逃とう避ひに景を利用しただけのことだったのかもしれない。


　──……そういえば、家出に誘さそったこともあったっけ。


　梓は重たい視し線せんであらためて部へ屋やの中を見回した。


　壁かべに添そって並ならぶソファ。その奥おくに、大きな紙かみ袋ぶくろが二、三袋押おし込こめられていた。中に入っているのは着き替がえや洗せん濯たく物もののようだ。反対側には読み終えた雑誌の山。ゴミの入ったコンビニの袋がいくつも転がっている。


　妙みような既き視し感かんがある気がした。


　──そうか。


　景の離はなれだ。あそこに似にている。それも、いま現在の離れではなく、梓のよく知る、かつて二人が秘ひ密みつの遊び場として占せん有ゆうしていたころの離れを、強く連想させるのだ。


　梓と景も、両親や、クラスメイトや、それ以外の二人を取り巻くあらゆることから逃避して、あの離れに籠こもっていた。あの離れの中だけは、現実から逃のがれられる聖せい域いきだった。あそこにいる間だけは楽しかった。幸せだった。


　きっとこの三人も同じだ。いまは異い分ぶん子しである自分がいるから、こんなにも重苦しいが、普ふ段だんの彼女たちは、さっき久美子が飲み物を広げたときのように、明るく楽しげに笑い合っているに違ちがいない。


　──そうか。そうなんだ。


　と梓は理解した。


　ここもまた、「王国」なのだ。


　彼女たちは互たがいに同どう胞ほうで、異国から逃れて、このカラオケボックスの一室に彼女たちの王国を建たてたのだろう。そしてその国で暮くらしているのだ。かつての自分と景のように。


　夜の森でたき火を囲み、闇やみに背を向けて談だん笑しようする子供たち──


　熱でぼんやりと痛む物思いの中、梓は束つかの間まそんなビジョンを見た気がした。


　バンッ


　と梓の物思いをうち破って、ドアを叩たたき開けた久美子が部屋の中に飛び込んできた。


「ちょっと、ちょっと、ユキ！　聞いたわよっ！」


「何よ、うるさいね。あんた受付行くのに、何分かかってるわけ？」


「だって、シンヤが風か邪ぜ薬ぐすり切れてるなんて言うから、あたしがお金もらって買いに行ってたんだもんっ。そんなことよりぃ！　聞いたわよっ。ユキってば、とうとうネットの細さい胞ぼうになれるんだって？　スゴイじゃーん！　なんですぐに教えてくれないわけぇ？」


　久美子は興こう奮ふんしてぴょんぴょん跳とびはねた。


　由紀が赤くなって「ば、バカっ」ともらし、香苗も素す早ばやく「クミちゃん、しっ」と指を口に当てる。しかし久美子はどちらの反はん応のうも見ていなかった。


　──なんですって！


「細胞になる!?」


「あれ、梓ちん、細胞って知ってるの。ヤルじゃん。案外不良だったりして」


「あなたたちこそっ。セルネットの細胞がどういうものだか知ってるの？　ドラッグ・ディラーなのよ。あなたたちカプセルの売ばい人にんになろうっていうの!?」


　それは、梓自身も予期せぬほど激はげしい怒ど声せいになった。


　それまで梓に馴なれ馴なれしかった久美子や、だいぶ打ち解とけつつあった香苗は、打たれたように硬こう直ちよくした。由紀でさえ息を止めて顔を青ざめさせた。


　梓は一瞬で我に返った。


「ご、ごめん。大声出す気はなかったんだけど」


　部屋の中が場ば違ちがいに静まった。


　三人の少女は互たがいに様子を窺うかがうべく、ひそひそと視し線せんを交かわし合った。ヒットチャートのＢＧＭが白しら々じらしく流れる中、気まずい時間が過ぎ去っていった。


　一番早く立ち直ったのは久美子だった。久美子は硬直していた顔を、ゆるゆると戻もどして感かん嘆たんした。


「……うひゃー。コっワー。梓ちんて怒おこると迫はく力りよくあんのねえ。あたしいま、マジビビったよぉ」


「ご、ごめんね。ついその……あ、カナちゃんも、おどかしてごめん。包帯、もういいよ。ありがとう」


「……いえ」


　梓がばつの悪い笑え顔がおを向けると、香苗は痙けい攣れんするように頷うなずいて彼女から指を離はなした。しかし、怯おびえさせたかと思いきや、香苗は理知的な光を目の奥おくに点ともして、何事かを思案していた。


　由紀は梓に圧あつ倒とうされたのが悔くやしいのか、無言のまま唇くちびるを嚙かんでいる。


「ひょっとして梓ちん、ネットの関係者だったりするの？　まさか元細胞とか」


「そ、そういうわけじゃないけど」


「えー、でもでも、いまの反応は絶対なんか知ってるじゃん。あ、そっか。カプセルのんだことあるとか？　そんでひどい目に遭あったりしたんだ？」


「…………」


「あ～っ、図ず星ぼしぃ～。そんでネットとか嫌きらいなんでしょ～。あっ、わかった！　さっき梓ちんが道みち端ばたで寝ねてたの、カプセルのんで悪酔いバツド・トリツプしてたんじゃない？　ダメじゃん、一人でキメたりしたら。あれって幻げん覚かくとかキツイんだからね」


　久美子は本当に気がかりそうに梓の手を、ぽんぽんと叩たたいた。もうすっかり、いつも通りの屈くつ託たくのなさを取り戻もどしている。


「それより、その……細胞になるって本気なの？」


「……まだ決まったわけじゃないわ」


　久美子が答えるより先に、由紀が苦々しく梓に告つげた。


「とにかく、それは私ら内輪のことだから。あんたは首突つっ込こまないでちょうだい」


「またそれだ。いいじゃん、ユキ」


「クミ！　あんたベラベラ喋しやべりすぎよ。どうせシンヤが吹ふき込んだんでしょ。あいつ、おこぼれに預あずかろうって、ウザイことしてきてんだから、あんまりいい顔見せんじゃないよ」


「何よ。ユキってば最近トンガリすぎじゃない？　考えてもみなよ。もしユキが細さい胞ぼうになったら、ユキは自分の細胞に三人入れられるんでしょ？　だったらさ。あたしら二人と梓ちんで、ちょうど三人になるじゃない？　ユキがリーダーで一つ細胞ができるでしょ？」


「クミっ！　何バカなこと言ってんのよっ。そんなことできるわけないでしょ！」


「えー。なんでえ？　だって他ほかに誰だれもいないじゃん」


「とにかく、そんなのはダメ！　細胞ってのは、秘ひ密みつを共有する仲間同士なのよ。そこらで拾ってきた人間なんか、入れられるわけないでしょうが！」


　由紀は真まっ赤かになって久美子を怒ど鳴なりつけた。さすがの久美子もムッとしたようにむくれ顔をする。


　細胞とは、セルネットを構こう成せいする最小単位のグループのことだ。四人で一個の細胞を構成し、一人がリーダーで三人がその部下となる。


　細胞は、各メンバーを頂ちよう点てんに据すえた三さん角かく錐すいを形作り、頂上の一人は異ことなる三人と組んで一世代上位の細胞を作る。他た方ほう、底辺の三人はそれぞれがリーダーとして計三つの下位細胞を形成するのである。そうやって上下へ広がりながら巨きよ大だいな組そ織しきとなっていくのだ。


　一つの細胞に属ぞくする者は、自分がリーダーとなって新たな細胞を作らない限り、その細胞仲間の情じよう報ほうしか持たない。これはネット全体から見れば、組織内の情報が外部にもれることを防ぐ効果を持つ。だが逆ぎやくに言えば、一つの細胞に関しては、それを構成する四人は運命共同体になるということだった。


　久美子と由紀がにらみ合ったまま、険けん悪あくな時間が流れた。


　正しいか否いなかは別にして、梓は強い罪ざい悪あく感かんを覚えた。異い邦ほう人じんたる自分が、彼女たちの楽園に入り込み、その平和を乱している気がしたのだ。


　しかし、梓が何か言う前に、


「梓さん……セルネットに詳くわしいんですか？」


　香苗が真しん剣けんな眼まな差ざしで問いかけた。


「カナっ。あんたまで！」


「ねえユキ、聞いて。細胞になるのに反対はしないけど、私、不安なの。ほんとはあなたもそうでしょ？　だって私たち何も知らないもの……もし梓さんが知ってることがあるなら、教えてもらおうよ。どんな些さ細さいなことだって、知っておいた方が絶対にいいと思う」


「でもっ……」


「ユキ。私たちには、他に話を聞ける人なんかいないのよ。そもそもタダで教えてもらえるような情報じゃないもの。これってすごい幸運だと思う。あなたが私たちのこと守ろうとしてくれる気持ちは、ほんとにほんとに嬉うれしいの。私もクミちゃんも、ユキがいなかったら何もできない。すごく頼たよりにしてるよ。でも、だからこそ、あんまり頑かたくなにならないで。ね？」


　香苗はゆっくりとした丁てい寧ねいな口くち振ぶりで由紀に言い聞かせた。第一印象からは想像もできない、整然とした、そして優やさしい説せつ得とくだった。


　不安があるというのは本当なのだろう。由紀もそれ以上反対しなかった。香苗は、思わぬ展てん開かいに目を輝かがやかせている久美子を余よ所そに、もう一度梓と向き合った。


「お願いします。私たち、知り合いの人から細胞にならないかって誘さそわれてるんだけど、正直言って、その人信用できないんです。梓さんは、ここにいつまで居てくれてもいいですし、なんだったらクミちゃんが言ったように、私たちの仲間になってくれても構かまいません。ですから、あなたが知ってること、教えてくれませんか」


　梓はとっさに誤ご魔ま化かそうと思ったが、香苗の態度は曖あい昧まいな返答を許してくれそうにはなかった。


「……どうして？」


「え？」


「どうして細胞なんかになりたいの？　セルネットは犯はん罪ざい組そ織しきだよ。家出してお金がないから？　カプセルの売ばい人にんになってお金を稼かせぐつもり？　それは、家出なんかとはわけが違ちがうわ」


　痛いところを突つかれたのか、香苗は狼狽うろたえて口ごもった。


　すると、


「カプセルが欲ほしいんだよ」


　と久美子が笑いながら助け船を出した。香苗と由紀は、ぎょっとしたが、久美子は構わずに屈くつ託たくなく続けた。


「カプセルのんだらさ。やなこと全部忘れられんじゃん？　梓ちん、まだ知らないかもしれないけど、あれってほんとに夢ゆめが叶かなう幻まぼろしが見えるんだよ。マジ、気持ちいーんだから」


「……ドラッグよ？　わたしは常じよう用ようして精神に傷きずを負った人間を何人も知ってる」


「だったら、梓ちんは、どうしてのんだの？」


　わかってんだから、と言いたげな顔で、久美子は無む邪じや気きに笑った。


　何気ない一言だったが、その一言は梓の胸にぐさりと突き立った。突とつ然ぜん、ポケットの中のクロスのペンダントが、氷のような感かん触しよくと共に脳のう裏りに浮うき上がった。


「ほら」


　と久美子は梓の顔の前に手をかざした。


　指につままれているのは、紛まぎれもないカプセルだ。


「……！」


「そんな緊きん張ちようしないのっ。大だい丈じよう夫ぶ。あたしらが一いつ緒しよにいるから、バッド・トリップしそうだったら起こしたげる。試してみって。ほんと、すごくイイから」


　と久美子は遠い目になって言った。


「あたしさあ。最近思うんだよね。こう、ハッピ～な夢から覚めて、ぽつんとここで横になってるのに気がつくとさ。なんか、ここにいる自分の方がすっごく現実感なくてぇ。ひょっとして、いま見てた夢の方が、現実なんじゃないかなあ──って。ううん。ほんとは、どっちが現実なのかなんて関係ないんだよね。だって、大だい事じなのはハッピーになることでしょ？　それがハッピーなら、こっちだろうとあっちだろうと、どっちでも構わないんじゃん？　てさ……」


「…………」


　久美子がスッとカプセルを近づけた。


　梓は蒼そう白はくになりながら上半身を後ろにそらせた。しかし視し線せんはカプセルに釘くぎ付づけになったまま動かせなかった。


　梓の反はん応のうに「うーん」と唸うなった久美子は、突然手の中のカプセルを躊躇ためらう様子もなく口にした。


　梓が、そして見ていた由紀や香苗が、息をのむ。


　久美子はしばらく目を閉とじていたが、カプセルをのみ干ほすと息をつき、


「ほら、平気でしょ？」


　と、うっすら笑った。そして二粒目のカプセルを取り出し、手のひらにのせて梓の鼻先に差し出した。


「梓ちんも一緒だよね？　あたしらと一緒だよね？　嫌いやなこと、あったんでしょ？」


　視し界かいを埋うめるカプセルの向こうから、久美子の声が殷いん々いんと響ひびいた。


　再ふたたび耐たえ難がたい頭痛と悪お寒かんがやってきた。汗あせが背中を濡ぬらすのがわかった。


「さ、のんで」


　震ふるえる梓に久美子がささやく。その声は優やさしく梓を撫なでた。





　　　　３





「そう……わかったわ。ううん。いいの。ありがとう。もし連れん絡らくがあったら……うん。お願い。それじゃあ」


　重苦しい声で携けい帯たいを切ると、千絵は悲ひ痛つうな表ひよう情じようで目を閉じ、ぐったりと椅い子すに座すわった身体からだを崩くずした。うなだれた頭から黒くろ髪かみがテーブルに広がり、斑まだらの模も様ようを描えがいた。


　テーブルを挟はさんで座る水原は、千絵の態度からわかりきった答えを、それでも確かく認にんせずにいられなかった。


「やっぱ、ダメか？」


「…………」


「実じつ家か。景のマンション。離はなれ。パンドラここ。千絵ちゃん家ち。この上、美加ちゃんにも連絡がないとなると、もう考えられるところは残ってないな」


「…………」


　水原の台詞せりふに、千絵は反応すら示さなかった。二人とも、椅子に座っているだけで拭ぬぐいきれぬ疲ひ労ろうに打ちひしがれているようだった。まるで重たいタールを全身に浴びて喘あえいでいるようだ。


　二人がいるのは『パンドラ』という店だった。千絵の実じつ践せん捜そう査さ研けん究きゆう会かいが、その活動拠きよ点てんとしている半地下の喫きつ茶さ店てんである。相変わらず客入りの悪い店で、店内にいるのは千絵と水原の二人だけだった。


　梓が病院から失しつ踪そうしたと聞かされた二人は、思い付く限りの場所を当たり、梓が立ち寄りそうな場所を幾いく度ども走り回った。しかし結局はなんの手がかりもつかめないまま日ひ暮ぐれを迎むかえることになった。二人は片かたっ端ぱしから知り合いに声をかけ、梓に関するどんな些さ細さいな情報でもいいから、何かわかったら知らせてくれと頼たのんで回った。そして家に戻もどる気にもならず、ここで知らせを待っているのである。


　帰国子女の梓は知り合いが少ない。まして、病院から抜ぬけ出したあと頼たよるような人間となれば、家族の他ほかには千絵や水原を除のぞけば皆かい無むといっていいだろう。いまさっき電話した清きよ井い美み加かは数少ない例外で、かつて梓と親しい友人だったクラスメイトだ。


　実は彼女には、意い識しきのない梓を学校に連れ戻したとき、いろいろ口くち裏うらを合わせてもらっている。詳くわしい事情は話していないが、それでも全面的に協力してくれる、ありがたいクラスメイトだった。


　だが、美加もまた、梓の行方ゆくえは知らないし、連れん絡らくもないという。他からもまだ連絡はない。そもそも、真っ先に千絵に連絡がない時点でおかしかった。


　いま二人が最も危き惧ぐしているのは、梓が千絵に連絡することもできない深しん刻こくなトラブルに巻き込まれている可能性である。落らく雷らい事じ故ことその他二つの事じ件けんの影えい響きようで、いま葛根市内は浮き足立っている。それはアンダーグラウンドでも同様だ。突とつ然ぜんのセルネット崩ほう壊かい劇げきは、まだ一いつ般ぱんユーザーの知るところではないにせよ、急速に、何かおかしいという疑ぎ惑わくと不安の影かげが広がりつつあった。


「……ってたの」


「何？」


「『ごめんなさい』って言ってたの。梓さん。病院に入ってからもずっとうなされてた。苦しそうに、『ごめんなさい。ごめんなさい』って」


　千絵はうつむいたままくぐもった声で言った。テーブルの上の両手が二つの携帯電話を握にぎりしめる。片方はいまさっき使っていた千絵の携帯。もう一つは病室に置きっぱなしにされていた梓の携帯だ。


　水原は煙草たばこの煙けむりに表情を隠かくしたまま、「……そっか」と乾かわいた返事を返した。


　梓はどうやら自分から病室を抜ぬけ出たらしい。あとになって、ダウンコート姿すがたの梓が廊ろう下かを歩くのを見たという看かん護ご婦ふの証しよう言げんが聞けた。夢む遊ゆう病びよう患かん者じやのような足取りで、声をかけても返事がなかったという。


　そして梓は、それきり姿を消した。


「あのあと病室についてれば。いえ、もっと早く梓さんの悩なやみに踏ふみ込こんでれば、こんな事態は避さけられた。……情けないわ。こんなときに力になれないなんて」


　千絵はうなだれたまま唇くちびるを嚙かみしめた。水原は気がかりそうな目を向けたが、あえて慰なぐさめは口にしなかった。


「……それぐらいにしとけよ。キツいこと言うけど、いまは後こう悔かいしてる場合じゃないし、自じ己こ嫌けん悪お入れてる場合でもない」


「わかってる」


　千絵は伏ふせていた顔を上げて、隈くまのできた瞳ひとみに力を込めた。


「もう……もう失敗はできない。私の感かん傷しようなんて下水にでも捨てればいいわ。いま梓さんに必要なのは、めそめそ悩む友達じゃなくて、力のある相あい棒ぼうだもの」


「……よし」


　千絵の台詞せりふが自じ暴ぼう自じ棄きによるものではないと見て、水原は吸すっていた煙草を灰はい皿ざらに揉もみ消した。


「なら、とりあえず飯めし食っとけ。気力だけで動くほど、身体からだは都合良くできてない。それから交こう替たいで睡すい眠みんだ。いま俺おれたちにできることは他にない」


　千絵だけでなく、水原も日中はかけずり回っていた。現在彼の持つ情じよう報ほう網もうはフル稼か動どうしている。


　通常、一部地ち域いきに根付く情報ネットワークでは、情報収しゆう集しゆうの際にも慎しん重ちような動きが要求される。ネットワークにアクセスする者の数が限られているため、すぐに身元が割れるからである。従って、情報を収集するならネットワーク上に流れる情報を受動的に受信するのが基本であり、能動的に情報を求める場合は、相応のカモフラージュを施ほどこさねばならない。


　今回、水原はその常じよう道どうを無む視しして、情報取しゆ得とくを最さい優ゆう先せんに行動している。おそらくこれで彼が持つネットワークの優位性は失われることになり、その回かい復ふくには再ふたたび長い時間と手て間まを必要とするだろう。


　だが、にもかかわらず、まだ有ゆう益えきな反はん応のうはなかった。どうやら、セルネット崩ほう壊かいの煽あおりを受けて、ネットワークそのものが立ちゆかなくなりつつあるらしい。


　せめてビーグルに連れん絡らくがつけば、と水原は苦にが々にがしく思う。どうやらＤＤはリーダーである甲か斐いが、景との戦いで重じゆう傷しようを負っているらしい。現在も意い識しきが戻もどらないようで、表おもてに出てこないのである。


　おそらくビーグルは、意識のない甲斐を抱かかえたまま地下に潜もぐっているのだろう。となると、こちらから呼びかけても無視されるのがオチだ。ビーグルに頼たよればＤＤの人手を動かせるかもしれないと期待していただけに、彼と連絡がつかないのは痛いた手でだった。


「せめてもの救いは、いま梓さんを積せつ極きよく的てきに付け狙ねらう勢力はいないということね。セルネットにせよＤＤにせよ、組そ織しきの存続自体が危あやぶまれる状態でわざわざ梓さんを確かく保ほするメリットはないもの。これは組織のトップに近い位置にいる人間ほどそうよ。末まつ端たんの人間にしても、マスコミが行き交かう状じよう況きよう下かで事件を起こすのは愚ぐ策さくだわ。一番恐こわいのは、そういった状況判断がまともにできない人間──そういう人間に運悪く遭そう遇ぐうすることでしょうね」


　そのためにも、一刻も早く、梓を見つけだす必要がある。


　が、そもそも梓はなぜ姿すがたをくらましたのか。


　病院には梓の持ち物がそのまま残されていた。いま千絵の手にある携けい帯たいもそうだし、財さい布ふも置いてある。着ていた制せい服ふくも残っているのだ。なくなっているのは、あとから梓の母親が持ってきていたダウンコート一着のみ。つまり梓は、パジャマにコートをかけただけの、着きの身み着のままの姿でいなくなってしまったのである。しかも何かから逃にげ出したわけでもなく、ぼんやりと歩きながら。


　あるいは、梓の自由意志ではなかったという可能性も考こう慮りよできるが──


「やっぱり、あのバールが嚙かんでるのかしら」


「……いや、それはないな。あいつは一度梓ちゃんを放ほうりだしている。もしまだ利用する気なら、あそこで俺たちに梓ちゃんを返したとは思えねえ」


「そう」


　千絵はつぶやいて目をきつく閉とじ、眉み間けんに皺しわを寄せた。


「でも何かあったのよ。私たちと会ったとき、バールは意識のない梓さんに対して『身体からだの方はすぐに良くなる』って言ったわ。あのときは気にしてなかったけど、よく考えてみれば『身体の方は』なんて言い方は不自然よ。それに梓さんの寝ね言ごと……『ごめんなさい』って。あれはたぶん、物もの部のべくんに謝あやまってたんじゃないかしら？」


「なぜ？　なんで梓ちゃんが景に謝るんだ。女王に憑つかれてたからか？　そんなの梓ちゃんが責任感じることじゃないぜ」


　水原が問い返すと、千絵は「わからないわ」と首を振ふった。


「謝ってた理由は他ほかにあるのかもしれない。あるいは、意味のない単なるうわごとだったのかもしれない。ただ、気になるのよ」


　景の行方ゆくえも、杳ようとして知れなかった。だが、あれだけの手間をかけて女王を復活させたのだ。バールがこのまま大人おとなしくしているはずはない。できれば、彼がなんらかのアクションを起こす前に、梓を無事保ほ護ごしたかった。


　と、そこへ、カララン、とドアチャイムの鳴る音が響ひびいた。


　二人が弾はじかれたように入り口を振り返る。現れた人物を見て、千絵は一つ頷うなずくと椅い子すに座すわり直したが、水原はぽかんとし、次いで狼狽うろたえた。全く予想だにしていなかった人物だったのだ。


「あ、あんた確たしか葛根署しよの……」


「上うえ田だ刑けい事じよ。松まつ崎ざき祐ゆう子こさんの取り調べをされた刑事さん。あなたは直接会ったことはないはずよね」


　店にいる客は二人だけだ。上田は真まっ直すぐ千絵たちのいるテーブルに近づくと、千絵に対し渋じゆう面めんを作った。


「困るよ、こういう呼び出しは。いま署がどういうことになってるかぐらいわかるだろう」


「すみません。こちらもどうしても譲ゆずれない状じよう況きようだったんです」


　千絵が頭を下げると、上田はブツブツ言いながら、彼女の連れに目を向けた。


「君は？」


「あ、や、俺は……」


「彼は水原くんといって、実践捜査研究会の一人です」


「ああ。そういえば一人男子生徒もいると言ってたな。どうでもいいが、その灰はい皿ざらは何かね。君は未み成せい年ねんだろ？」


「え──とっ。すんません……」


　まだ驚おどろきの消えない水原は慌あわてて吸すい殻がらの溜たまった灰皿をどけ、自みずからも席を一つズラした。そして千絵に困こん惑わくした視し線せんで問いかける。


　聞いてないぞ、と言いたげな水原に、千絵は何でもない様子で肩かたを竦すくめた。


「上田刑事とは、これまでも何度か個こ人じん的てきに情じよう報ほうを交こう換かんし合ってるの。こんな風ふうに会うことは滅めつ多たにないけどね」


「……マジかよ。それで、何を話したんだ？」


「主おもにカプセル売ばい買ばいに関かんしてよ。あとはセルネットに関かかわる情報。互たがいに知ったことを必要な範はん囲いで取り引きしてたの」


　千絵が説明すると、上田も同意して頷うなずいた。


「そういうことだ。何しろカプセルはティーンエイジャーの間でしか出回らない代しろ物ものだからね。海うみ野のくんのような人間は、僕にとってもありがたいのさ。もっとも──」


　と苦笑し、


「やっかい、という部分の方が、遥はるかに多いがね。そうそう。テレビ見たよ。大変だったようじゃないか。君らも式に参加してたんだろ？　災さい難なんだったな」


「それはお互たがい様さまですね。あんな大だい事じ故こがあったその日に、暴ぼう動どう騒さわぎがあったんですもの……偶ぐう然ぜんとはいえ、運が悪いですね」


　最後の、偶然──という台詞せりふを口にする際、わずかに千絵が反はん応のうを探さぐる目つきをした。水原はそのことに気づいたが、上田は全く気づく様子もなく、


「まったくだよ。バイクの一件といい、昨日きのうはせっかくのクリスマス・イブが台だい無なしだ。もちろん今日クリスマスもだがね」


　上田の返事を聞いて、千絵は素す早ばやく水原と目め配くばせを交かわした。当然といえば当然だが、上田は落らく雷らいと暴動を結びつけて考えていないようだ。


「それで署の方は、いま大わらわなんだ。たぶん年内ずっとだぞ。クリスマスどころか正月もどうなるか。まったく勘かん弁べんして欲ほしいよ」


　そう大げさに嘆なげいてみせると、今度は羨うらやましそうに千絵と水原を眺ながめた。


「君らはもう冬休みかね？　いいなあ、学生は。ただし、暇ひまだからって余計な面めん倒どうごとを起こすなよ。特に海野くん。いまの状じよう況きようは君に取って、美お味いしそうな事じ件けんがゴロゴロしてるように見えるかもしれない。自じ重ちようしたまえ」


「私が興きよう味みを持つ状況だとお考えなんですね」


「ふん。どうせ感づいてるんだろう。一応オフレコだが、例の暴動。あれはカプセルユーザーの仕し業わざだ」


「間ま違ちがいないんですか？」


「ああ。実はもう何人かしょっぴいてる。といっても下したっ端ぱばかりだがな。そいつらの話によると、あの暴動はセルネットとドラッグ・ドッグズ──は知ってるよな。この二つの集団がカプセルでぶっ飛んだ状態のまま乱らん闘とうしでかしたという、とんでもない一ひと幕まくだったらしい。これがマスコミにもれでもしたらエラいことだよ。それも、下っ端だけじゃなく、結構上層部の人間も参加してたというじゃないか。傷しよう害がいでとりあえずでもしょっぴく絶ぜつ好こうのチャンスだからな。うちはかなり躍やつ起きになってる。君が下へ手たに近づけば、一いつ緒しよくたになって連れてかれるぞ。俺も今回は弁べん護ごできない。頼たのむから大人おとなしくしててくれ。今日きようはそれを言いたくて呼び出しに応じたんだ」


　上田の忠告に、千絵はすぐにはなんとも返さなかった。その普ふ段だんと違ちがったしおらしい態度が気にかかるのか、軽く咳せき払ばらいして、上田が先を続けた。


「警察だけじゃないぞ。当事者たちだって、みんな神経を尖とがらせてるんだ。こういうときは衝しよう動どう的てきな諍いさかいが起きやすい。つまらない喧けん嘩かで怪け我がしたくはないだろ？」


「……なら、なおのこと放ほうっておくことはできません」


「何？」


　上田が聞き返すと、千絵はしっかりとした声で言った。


「姫ひめ木き梓あずさのこと、覚えてますか？」


「ああ。松崎祐子の事件で取り調べをしたとき、部へ屋やにいた子だろ。君の研究会に入ったんじゃなかったか？」


「彼女、落らく雷らいで病院に連れ込まれました。でも、今け朝さ病室から消えて行方ゆくえが知れないんです」


　上田の表情から気さくな感じが消えた。一いつ瞬しゆん、他ほかに誰だれもいないはずの店内を見回し、声を低くして、


「カプセル絡がらみか？」


「わかりません。でも彼女は私との活動で不良連中の恨うらみを買ってます。何に巻き込まれるかわからないんです」


　そして千絵は梓が消えたときの状況を詳くわしく説明した。


　上田はメモを取り出し、素す早ばやく要点を書き留めた。そうした仕し草ぐさが様さまになっているのは、さすが一いつ端ぱしの刑けい事じだ。細かい質問を重ねて概がい要ようを把は握あくすると、ボールペンの先でトントンとメモ帳を叩たたきながら難むずかしい唸うなり声をもらした。


「自分から、ね。なるほど。……彼女が自分から行方をくらます理由に心当たりは？」


「ありません」


　辛つらそうに言って、千絵はあらためて頭を下げた。


「上田さん。上田さんの方でも梓さんを捜さがしてもらえませんか。私たちも必死になって見つけようとしてるんですが、まだ手がかりもないんです。いま上田さんがお忙いそがしいのは承しよう知ちしてます。でも、どうかお願いします」


　メモをしまいながら、「わかった」と上田は請うけ負おった。それから不ふ意いに厳きびしい眼がん光こうを光らせて、千絵と水原をにらんだ。


「君らは昨日の暴動事件に、何か関かかわっているな」


　千絵がびくりと身体からだを震ふるわせた。なんの脈みやく絡らくもないタイミングでの断定だったため、はぐらかす演えん技ぎが間に合わなかった。


「な、何を急に──」


「姫木くんが失しつ踪そうしたこととも無関係ではないだろう。これは言うつもりはなかったが、あの落らく雷らい事じ故こ。あれについて奇き妙みような証しよう言げんがある。『ある生徒が落雷を予知していた』という証言だ。それも一つや二つじゃないぞ。多くの目もく撃げき者しやが、ある一人の生徒が停電後から落雷までの間に、席を立って不ふ審しんな行動を取ったと証言しているんだ」


　動どう揺ようを隠かくすことは、千絵にも水原にもできなかった。二人がそろって息をのむのを見て、上田は両目を一層鋭するどくした。


「その生徒は、二年Ｂ組の物部景。あの松崎祐子の取り調べにいた少年だ。一時はセルネットの売ばい人にんと見られていた。彼もまた事故のあと姿すがたを消したままだ。そして、彼は確たしか、姫木くんの幼おさななじみじゃなかったかい？」


「…………」


「あの取り調べで、彼女は彼を庇かばおうと必死だった。あのあと君らが彼と親交を結んだかどうかは知らない。しかし、少なくとも姫木くんはつき合いがあったんじゃないか？」


　上田はわずかに身を乗り出し、何一つ見落とすまいとする執しつ拗ような視し線せんを向けて、千絵と水原を問い詰つめた。


　二人は沈ちん黙もくを守った。千絵は重たい表ひよう情じようのまま、しかし断固として懐かい柔じゆうされる気け配はいを示さなかったし、水原は開き直ったかのようにとぼけた顔であらぬ方向を向いていた。


　無む言ごんの綱つな引ひきは三分近くも続いたが、やがて上田は力を抜ぬいて、もとの気安い態度に戻もどった。


「僕は捜そう査さ陣じんの中じゃ若手だ。捜査の指し揮きを執とれる立場じゃないし、その責任もない。それに海野くんに対する義理もあるから、いまこれ以上追つい及きゆうするのはよそう。けど、どうやら君らは手に余る問題を抱かかえてるように見えるぞ。実際の被ひ害がいがでてから後こう悔かいしても遅おそい。すべて話して警察に協力しないか？　及およばずながら便べん宜ぎは図はかる」


　こういうとき意い識しき的てきにでも強制的な口くち振ぶりを取らないところが、上田の変わったところだろう。彼は若い二人に十分考える時間を与あたえるように、わざと身体の向きを変えて椅い子すの背に腕うでを回した。


　水原は千絵の横顔をのぞいた。彼は警察と共に行動できる立場ではない。そんなつもりもない。しかし千絵は違う。少しでも早く梓を見つけ出すためなら、千絵だけ別行動を取るのも選せん択たく肢しとしてあり得えることだ。


　ところが、千絵は黙もつ考こうの末、思わぬ台詞せりふを放はなった。


「上田さん……『悪あく魔ま』のこと、どう思いますか？」


「な、何？」


　上田は明らかに意表を突つかれたようだった。


「『悪魔』って……あのカプセルをのむと願いが叶かなう、っていう謳うたい文句のことか？」


「上田さん、松崎さんの取り調べで怪け我がをされましたよね。あれについて、あなたはどう思ってますか？」


　今度は上田が沈黙する番だった。


　以前上田は、松崎祐子の取り調べ中、原因不明の現象で負ふ傷しようした。祐子の使し役えきした悪魔の攻こう撃げきを受けたのだ。


　水原の説明を受けたいま、千絵にはその理由が知れた。しかし上田は？


　千絵が静かに見守る前で、上田の目の奥おくに恐きよう怖ふが浮うかんだ。


　それは彼が目を背そむけてきたことだった。上田とてカプセルを追う過程で悪魔の噂うわさぐらい耳にしている。しかし、それはあくまで噂だ。虚きよ言げんである。虚言でなくてはならない。だから、現実に痛みを伴ともなう傷きずを負ったあのときも、感情が叫さけぶ疑問を押おし殺して、そこから目を逸そらさざるを得なかった。


　警察の一員たる刑事として──いや、社会を構こう成せいする成人の一人として、そんなものに目を向けるわけにはいかないのだ。


　上田の沈黙を受け取り、千絵は真まっ直すぐに目を合わせた。


「ごめんなさい。私は警察と一いつ緒しよには動けません。いま私たちが抱かかえてる問題は、そこに根ざしたものなんです。だから……」


　上田の申し出を断った千絵は、もう一度頭を下げた。





　　　　◆◆◆◆◆





　茜が知っている情じよう報ほうはわずかなものだった。


　本来自分の所しよ属ぞくする細さい胞ぼう以外の構成員いん情報は、本人がそうと望まない限り厳げん重じゆうに守られる。しかしセルネットには、組そ織しきの人じん的てき構こう造ぞうを形成する細胞システム以外に、より情報伝でん達たつに向いたノーマルな情報網もうも存在する。ネット運営のサイトや掲けい示じ板ばんがそれだ。こうした情報部門には、情報収しゆう集しゆう専せん門もんの実働細胞アクト・セルやシンクタンク的な役割を果たす細胞といったものまで含ふくまれている。


　この情報網を常つねから利用していた茜あかねは、内部の繫つながりに詳くわしく、彼ら自身に関かんする幾いくつかの情報を握にぎっていた。茜が目指しているのは、この情報網を統とう括かつする立場にいる人物だった。


　目もく標ひようが深しん夜や営えい業ぎようのファミリーレストランに入ったのを確かく認にんすると、茜はサングラスをかけてあとを追った。


　声をかけてくる店員を手で断って奥おくに進む。


　喫きつ煙えん席せきの一番奥。コの字形の席に目標がいた。


　同席者はいない。一人でテーブルに座すわり、モバイル仕し様ようのノートパソコンを広げて細い指を走らせている。茜はそのテーブルに近づくと、声もかけずに彼女の前のソファに滑すべり込こんだ。


　驚おどろいて顔を上げる彼女に、茜はせいぜい不ふ敵てきに見えるよう祈いのりながら微び笑しようを返した。


「初めまして。真しん報ぽう放ほう送そうの榊さかき原ばら忍しのぶさん──でいいんですよね」


　茜の不ふ意いを突ついた先制に対し、目の前の女性は全く動じた気け配はいを見せなかった。内心がどうであれ、それを表おもてに出すことは、ほぼ完全に制せい御ぎよした。


　──人ひと違ちがい？


　一いつ瞬しゆん、自分の誤あやまりかと思ってせっかくの演えん技ぎを台だい無なしにしかけた茜だったが、テーブルに置かれた真報放送のロゴ入り封ふう筒とうを確認し、危あやうく自じ滅めつを免まぬがれた。


「あなたは？」


　言葉少なに、相手が切り返す。


　二十五、六と見られる艶つやのある女性だった。軽くブリーチされた褐かつ色しよくの髪かみは、シャギーの入ったショートカットだ。耳にピアスを付けていたが、それ以外の装そう飾しよくはない。服はシンプルな砂色のスーツ。機能的だがセンスが良く、洗せん練れんされていた。


　彼女は、知的なくせになぜか物もの憂うい感じのする黒い瞳ひとみを茜に据すえた。


　茜は怯ひるみそうになる自分を感じたが、サングラス越ごしに彼女の視し線せんを跳はね返した。


「『デルタ』です」


　今度は、相手にもはっきりと動どう揺ようが走った。


「少し伺うかがいたいことがあったので、方ほう針しんを曲げて参さん上じようしました。名前で呼んだ方がいいですか？　それともコードネームで？」


　もう一度、さっきよりさらに強気な微び笑しようを見せる。


　彼女は薄うすくルージュのひかれた唇くちびるを嚙かんだ。


「……ネットでは名前は伏ふせるのが礼れい儀ぎでしょう」


「では『クリスタル』。あらためて、初めまして。お会いできて光栄です」


　茜が親しげに挨あい拶さつすると、クリスタルは足を組んでソファに背中を傾かたむけた。


「どうして──と聞くのは悔くやしいんですけど、聞かないわけにはいきませんわね。どうやって私のことをお調べになったのかしら？」


「さらりとお聞きになるんですね。生あい憎にくですが、お教えするには条件があります」


「条件？」


「言うまでもないでしょう。情じよう報ほうのギブ・アンド・テイクは、あなたにとっても鉄てつ則そくのはずですよ」


　クリスタルの柳りゆう眉びが忌いま々いましそうに動いた。同時に、茜に対する姿し勢せいが鋭するどさを増ました。油断ならぬ交こう渉しよう相手と見たのだ。


　セルネットが葛くず根ね東ひがしに奇き襲しゆうをかける直前、ＤＤにいた茜の下には、「『デルタ』がウィザードの正しよう体たいをIXＣナイン・シーにたれ込んだ。どういうつもりなのか」というメッセージが、ビーグル経けい由ゆで水原から届とどいた。身に覚えのなかった茜は、誤ご解かいを解とくため慌あわてて葛根東に乗り込み、例の落らく雷らい騒さわぎに居合わせることとなったのだ。




[image: ]


　その後の経けい緯いから推すい測そくして、あのメッセージは甲か斐いを誘おびき寄せるために水原がわざと知らせてきたものだろう。しかし、メッセージの内容自体は誤あやまりではなかった。つまり水原は、デルタのコードネームを騙かたって、IXＣナイン・シーに対し「ウィザードの正体は物もの部のべ景けいである」と密みつ告こくしたのである。


　IXＣはこの密告を真実と判断し──事実、真実だったのだが──葛根東の奇襲と物部景の『事じ故こ』を決定した。そして後に、これがIXＣを誘き寄せるための罠わなだったと思い知らされた。従って、IXＣにとり『デルタ』というコードネームは無む視ししかねる意味を持っているのだ。


　しかもいまクリスタルは、正体不明の『デルタ』に己おのれの個こ人じん情じよう報ほうを知られた上、なぜバレたのかすらわからないという立場にある。このままにしておくことは、保ほ身しん上じよう、決してできない。不利なスタートと承知しつつも、交こう渉しようを受けるしかないはずだった。


「質問は私から始めます。構かまいませんね、クリスタル？」


「……わかりました。いいでしょう。情報交こう換かんに応じますわ。どうぞ、デルタ」


　クリスタルの声は、静かながらも戦意に満ちていた。相手の心理に圧力をかけんとする力がある。


　茜は気づかれないよう、慎しん重ちように呼こ吸きゆうを落ち着けた。


　茜の知りたいこと。それは「いま何が起きているのか？」ということだった。


　昨日きのう、セルネットおよびＤＤの関係者間には激げき震しんが走った。だが、具ぐ体たい的てきに何が起きたのか正しく理解している者は極きわめて少ない。結果としてセルネットが崩ほう壊かいに瀕ひんしているため、ネットの敵てき対たい者しやであるウィザードが勝利を収おさめたように見えるだけなのだ。


　昨日の事じ件けんの決着は、その場に立ち会った茜ですら不ふ可か解かいに見え、いまもってどういうことだったのか理解できないでいる。その謎なぞを解とくことが、茜の目的だった。


　──鍵かぎはやはり、ウィザードにある。


　茜が解こうとしている謎は、「なぜ堕おちたウィザードが独ひとりでに姿すがたを消したのか」という疑問から始まる。


　もし、堕ちたウィザードが、いまもまだ建けん設せつ予定地で悪あく魔まの暴ぼう威いを奮ふるっているのなら、その結果悪魔の秘ひ密みつがバレて大だい混こん乱らんが起こったとしても、論ろん理り的てきな筋すじは通る。だがウィザードは姿を消した。なぜ？　どうやって？


　すべての謎はそこから始まる。現在進行されつつある、目に見えない不ぶ気き味みな流れ。それが唯ゆい一いつ姿すがたを見せた瞬しゆん間かんが、ウィザード堕落クラツシユの瞬間なのである。


　初め茜は、海野千絵と姫木梓、それに水原勇ゆう司じたちに接せつ触しよくしようとした。ウィザードは、彼女ら実じつ践せん捜そう査さ研けん究きゆう会かいの陣営についていたからだ。だがその矢先、姫木梓が意い識しき不明で病院に担かつぎ込こまれ、しかもそのあと姿を消していることを知った。


　梓とウィザードは、互たがいに深い因いん縁ねんで結ばれている。とすれば、彼女の失しつ踪そうは、ウィザードが消えたことと何らかの関連を持っている可能性が高い。ところが、残された海野千絵と水原勇司は、二人の居い場ば所しよを把は握あくしていないようなのである。


　今日きよう一日、あの二人はウィザードと梓を捜さがして、人目もはばからず奔ほん走そうした。端はたで見ていても、二人がなんの情じよう報ほうもつかんでいなかったことは明白だった。そこで茜は方ほう針しんを変え、実践捜査研究会ではなく、クリスタルと接せつ触しよくすることを選んだ。


　クリスタルとて全容を把握しているとは思えない。しかし、セルネットで最も情報が集まるポジションにいるのは、彼女なのである。


　茜はゆっくりと息を吸すった。


「……昨日の乱らん闘とう騒さわぎ。結末はご存じですよね？」


「ええ、知っています。ウィザードが堕落クラツシユし、甲斐氷太が敗北した。セルネットもＤＤも大変な痛いた手でを受けましたわ」


「その後のウィザードの足取りについて、わかったことをすべて聞かせてください」


「何もわからなかった──という答えでもいいのかしら？」


「それが事実なら」


「事実よ。でも、私が隠かくし事ごとをしてないと、あなたにわかるの？」


「わかりません。ただ、有ゆう益えきな情報が得えられない限り、私も情報は明かしませんよ」


「それじゃ、情報交換の意味がないわ」


「なら有益な情報の提てい示じをお願いします。私があなたの正しよう体たいを知っているということを、どうか忘れないでください」


　クリスタルが険けわしい目つきになった。


「……それはずいぶん一方的な取り引きじゃないかしら」


「仕方がないでしょうね。私はあなたにとって有益な情報を保持していますし、そのことをあなたもご存じです。しかし、あなたが私の求める情報を持っているかどうかは、あなたにも私にもわかりません。そうである以上、私の情報を公開して欲ほしいなら、あなたのカードはすべて捲めくってもらわないと」


「こちらが手て札ふだを晒さらした上で、あなたの求める情報がなければ、どうなるのかしら？」


「取り引きはなしです。ただその場合、あなたの個人情報はもらさないと約やく束そくしましょう」


「約束、ね。誓せい約やく書しよでも書いてくださるのかしら」


　とクリスタルは怒いかりの露あらわな口く調ちようで言った。


　茜は平然と、


「私は、自分があなたの正体に気づいたことを知らせました。この時点であなたから付け狙ねらわれるというリスクを背負ってます。不利有利でいえばイーブンでしょう」


　ピリピリと両者の間の空気がひりついた。


　先に折れたのはクリスタルだった。本心か演えん技ぎかはわからないが、感心した様子で肩かたを竦すくめると、


「いいでしょう……どうぞ。質問の続きを仰おつしやってください」


　茜は警けい戒かいしつつも質問を再さい開かいした。


「ウィザードに何が起きたかわかりますか」


「──と、言うと？」


「とぼけないでください。堕落クラツシユした悪オ魔ー持ナちーが、そのまま行方ゆくえ不明になるなんて前ぜん代だい未み聞もんです。あなたが不ふ審しんに思わないわけがない」


「……そうね。いろいろ考えられますわ。例たとえば、あれがウィザードのトリックだったという考え方もできる。どうやらあの場所はウィザードが設せつ定ていした戦場のようですから、宙に浮うく仕し掛かけも用意しておくことは可能だったはずです」


「現場に居合わせた実働細胞アクト・セルはなんと言ってます？　あれは堕落クラツシユしたんだと報告していませんでしたか？」


「そう報告してましたね。それも見苦しい恐きよう慌こう状じよう態たいで。ですが、あれがウィザードの悪あく魔まの力という考え方もできなくはありません。我われ々われは何もウィザードの力のすべてを知っていたわけではないのですから。あるいは彼は、堕落クラツシユ状態から生せい還かんする方法を知っていたのかもしれないし、偶ぐう然ぜんそうなったのかもしれない。もしくはそう見えるような暗示をかけたとか」


「……どの可能性も妥だ当とうとは言い難がたいですね」


「ならこういうのはどうです？　彼は堕落クラツシユ後第三者に殺さつ害がいされ、その遺い体たいは持ち去られた」


「──！」


　その可能性は考こう慮りよしなかった。確たしかにそれなら説明はつく。


「確かですかっ!?」


「ふふ。確かも何も、そういう考えもある、というだけのことですよ。あなたは『何が起きたかわかるか』と聞かれましたね。その問いに答えるなら、答えは『わからない』です。ただ、いまの段階で報告されている情報に合理的説明を求めるなら、ウィザードは無ぶ事じ始し末まつされたという見方が最も妥当でしょうね」


　──そんな……


　どういうわけか茜はその考えにショックを受けた。


　クリスタルは「無事」と言った。確かに、堕落クラツシユした悪オ魔ー持ナちーが放ほう置ちされることに比くらべれば、死んでくれた方が遥はるかにマシだ。だが、ウィザードが殺されるなどと……


　と、そこまで考えて、茜はなぜ自分がウィザード死し亡ぼうの可能性にショックを受けたのか気がついた。もし彼が死ねば──それも第三者に殺されたとなれば、甲斐がどう思うかを想像したからだ。


　茜は頭かぶりを振ふって雑ざつ念ねんを払はらった。


「しかし……いったい誰だれがそんなことを？」


「予想はつくわ」


「え？」


　予期せぬ返答だった。茜は思わず身を乗り出した。


「どこです？」


「その前に。いまの情じよう報ほう──正せい確かくには推すい論ろんですけど──にはそれなりの価か値ちがあったでしょう。次は、私の質問にも答えていただきます」


　とクリスタルは茜から質問の主しゆ導どう権けんを取った。


「最初と同じ質問よ。いつ、どうやって私の正しよう体たいを知ったのですか？」


「……カイムが堕おちたあとですよ」


　はぐらかされた苛いら立だちから、茜は乱らん暴ぼうに答えた。


「あのあとあなたは、ＤＤの情報を得えるために、カイムに代わってＤＤ内部のスパイ──『飼かい犬』に接せつ触しよくした。それで知れたんです。ご存じの通り、私はカイムの部下でした。誰が飼い犬かは熟じゆく知ちしてます。あなたが接触してきたときには、すでにＤＤの飼い犬は監かん視し下かに置いていました」


　茜の回答を聞き、クリスタルは、ニッと嘲あざける笑えみを浮うかべた。


「なるほど。ではあなたは、カイムの堕落クラツシユ後、ＤＤに寝ね返がえっていたわけですか。てっきり海野千絵の一いつ派ぱかと思っていましたが、どうやらそれとも少し違ちがうようですわね」


　あっ、と茜は臍ほぞを嚙かんだ。その様子を見て、いよいよクリスタルは笑みを大きくした。


「道理で見つからないわけです。知ってますか？　カイムがああなったあと、私たちはかなり真しん剣けんにあなたの居い場ば所しよを探さがしていたんですよ。もし見つけていれば、こんなゲームにつき合うことなく、いろいろお話を聞けましたのに」


　クリスタルは茜を見み据すえたまま、ジャッカルが牙きばをむくように笑った。思わず鳥とり肌はだが立った。


　──落ち着きなさい。度胸見せて。


　茜は忍しのび寄る悪お寒かんに屈くつせぬように己おのれを鼓こ舞ぶした。


　甲斐を思い出せ。彼がいつもそうだったような、あの獰どう猛もうで不ふ遜そんな態度を。


「……もういいでしょう。答えてください。誰が殺したと予想してるんですか？」


　クリスタルは笑みを消した。


「『バール』という名前をご存じ？」


「ええ。しかし、それは……」


「そう。あなたの想像通り。頭文字『Ｂ』。つまり執行細胞フアースト・セルの一人よ」


「でもっ！　……失礼。私の知る限り、執行細胞フアースト・セルはもう何年も姿すがたを見せていないはずです」


「ところが現れたのですよ。それもつい先日ね。実は私もそのことを忘れていた──いいえ、忘れさせられてたんですけどね」


　そう言うとまた、クリスタルは複ふく雑ざつな視し線せんを遠くに投げた。


　──噓うそじゃないの？


　茜はそう疑わずにはいられなかった。しかし仮かりに噓だとしても、これはつく必要のない噓だ。相手をいたずらに混こん乱らんさせて楽しむタイプにも見えない。


「いったいなぜ……なんの狙ねらいでウィザードを？」


　思い悩なやむ茜を見下ろし、クリスタルは鼻を鳴らした。


　そして、


「どうです、デルタ。せっかくこういう繫つながりができたのです。この件けんに関かんしては手を組んで真相を探さぐりませんか？」


「え？」


　考えに沈しずんで伏ふせていた目を上げると、自信と好こう奇きを湛たたえた目が飛び込んできた。その視線は鋭するどく茜に突つき刺ささったと同時に搔かき消え、次の瞬しゆん間かんには、クリスタルは一いち分ぶの隙すきもない友ゆう好こう的てきな媚び笑しようを浮うかべていた。


「私もバールに関しては情じよう報ほうが不足しています。幸いあなたは、私個人に敵てき意いを持っているようでもない。なら協力して事に当たる方が効こう率りつ的です。違いますか？」


「…………」


　不ふ意いに、茜は違い和わ感かんを覚えた。最初はなんの違和感なのかわからなかったが、しばらくして思い当たった。


　──余よ裕ゆうがありすぎる。


　いまセルネットは壊かい滅めつの危機にある。実質的運営者であったIXＣナイン・シーも、いま残っているのはクリスタルぐらいだ。それなのに、この余裕はなんだろう。


　──セルネットを捨てる気なの？


　ありえない話ではない。目の前の女が、それほど組そ織しきに愛着を持っているとも思えない。だが、たとえネットを抜ぬけるとしても、執行細胞フアースト・セルの動きは押おさえておきたいのだろう。それで部外者である自分を利用しようとしているのなら納なつ得とくもいく。


　そう考えた刹せつ那な、茜はクリスタルの態度の裏うらに、厄介事から悠ゆう々ゆう逃にげ出してみせるという余裕と、虚きよ勢せいを張りながらも組織を離はなれた後に備そなえる怯おびえとを、同時に見て取った気がした。それは、いまの自分に似に通かよった心境だった。


　──闇やみの中を前に進むことはできない。


　ＤＤを放ほうり出され途と方ほうに暮くれていた茜は、今後の身の振ふり方を決定するため、正しい「現状」を知る必要があった。だからこうして、謎なぞを解とくべく行動を開始したのである。


　それは一見すれば前向きな行動に見えた。茜自身はそう固く信じていた。困こん難なんな状じよう況きようを前に柔じゆう軟なんな対応をするための、これはいつも通りの自分のやり方だ、と。


　しかし実のところ、それは闇と決別しきれない彼女の、決断からの逃とう避ひに過ぎなかった。


「……いいわ」


　答えた声がかすかに掠かすれていた。


　クリスタルはさっきと同じ媚笑で満足そうにうなずいた。
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　日ひ付づけの変わった深夜三時。外気はひりひりと肌はだを刺さし、吐はく息は白く、濃のう密みつだった。


　とっくに消しよう灯とうした街灯の下、闇やみに目を凝こらしながら梓あずさは歩いていた。


　前方を行くのはマフラーで目から下を覆おおった由ゆ紀きだ。首を縮ちぢめ、ポケットに両手を入れて黙もく黙もくと歩いている。重じゆう装そう備びの上半身に比くらべ、スカートからのびる足は素す肌はだをむき出したままだ。触ふれれば皮ひ膚ふが破けるのではないかと思うほど、寒さにしびれて見えた。


　隣となりを歩くのは久く美み子こ。先の尖とがったニット帽ぼうをかぶり、道々の小石を蹴け飛とばしながら進んでいた。地面を向いているせいか、さっきまでの元気がないように見える。あるいはもう眠ねむ気けを覚えているのかもしれない。


　香か苗なえは後ろからついてきていた。やはりマフラーをして、指先を息で暖あたためながら無言のまま後ろを歩いている。瞳ひとみはぼんやりとして、また何か物思いに浸ひたっていた。


　梓自身もダウンコートの下はパジャマから着き替がえていた。どこから調ちよう達たつしてきたのか、梓にあつらえて古着のパーカーとジーンズを久美子が持ってきたのだ。


　あれから薬を飲み、休息をとったおかげか、もう梓は悪お寒かんを感じていなかった。頭痛は続いているが、熱もない。ただ、身体からだ中じゆうの筋きん肉にくが重油にでも変わったような、ひどく怠だるい感覚が梓の動きを鈍にぶらせていた。肉体的にも、精神的にも。


　──何してるんだろ。わたし……


　カラオケボックスでは絶たえ間まなく喋しやべっていた三人だが、この道すがらはほとんど口を利きかなかった。梓も加えれば四人ともが、静かに黙だまって道を歩いていた。


　身を刺す寒さは頭にも冷たい刺し激げきを与あたえている。なのに、身体の芯しんに詰つまった倦けん怠たい感かんが、覚かく醒せいしようとする思考の邪じや魔まをする。寒さに耐たえる苦く行ぎようの道を、延えん々えんと歩み続けているかのような錯さつ覚かくが襲おそってくるのである。


　──みんな心配してるのに。


　携けい帯たいを病室に忘れてきたこともあって、梓はまだ親にも千ち絵えにも連れん絡らくを取っていなかった。いまごろは警けい察さつに捜そう索さく願ねがいが届とどけられていてもおかしくない。だというのに、梓は一いつ向こうに焦あせりや罪ざい悪あく感かんを感じることができなかった。


　姫ひめ木き梓がいなくなったのは、遠い異い国こくの話のような気がするのである。失しつ踪そうし、みんなから必死に捜さがされているのは、いまここを暗い目つきで歩いている自分ではなく、もっと他ほかの誰だれかに思えるのだ。


　その誰かはきっと千絵のよき友人で、多少失敗はしても常つねに真まっ直すぐ前に向かう少女だろう。何も知らないまま、無む邪じや気きに──そして無神経に笑っていた女だ。過去を思い出して以来、梓は自分が別人になったような気がしていた。というより、以前の自分が、自分自身と周囲を欺あざむいた偽いつわりの人間だった気がするのである。


　──まだカプセルが残ってるのかな。


　梓はちらっと横を行く久美子を見た。彼女は相変わらず足下に顔を向け、暗くら闇やみの中から小石を前へと蹴けり出していた。


　──『いま見てた夢の方が、現実なんじゃないかなあ──って』


　あのとき久美子は冗じよう談だんめかして言っていた。たぶん誰しも、最初はそうなのだ。幻げん覚かくと知りながら、ひょっとしてあちらが現実じゃないのか。そうだったらいいのに──と、わかった上で想像しているのだ。


　しかし、願望は膨ふくらんでいく。まだ大だい丈じよう夫ぶ。まだ自分はきちんと「わかっている」と思い続け、過信し続けているうちに、気がつくと引き返せなくなっている。「幻覚だ」と口で自分に言い聞かせることはできても、心は手た綱づなを放はなしているのだ。


　梓はコートに入れたポケットの中で両手を握にぎりしめた。


　右手には久美子から渡わたされたカプセルがあった。左手にあるのは、クロスのペンダントだ。いまや梓にとって、前者は種たね火びのように貴き重ちようで暖あたたかく、後者は茨いばらのように冷たく手のひらに食い込んでいた。


「……着いたよ」


　ぼそっ、と一言だけもらして由ゆ紀きが足を止めた。


　とあるビルの前だった。入り口には腰こしの高さに鎖くさりが渡されている。


　由紀は鎖をまたぐと入り口に近づき、ブラインドの降りたガラス張りのドアを押おした。


　鍵かぎはかかっていなかった。一人がようやく通れるだけドアを開けて、由紀は先に中に入っていった。久美子と香苗も無言で後に続き、梓もさらにその後から三人を追った。


　入り口に向かう直前、ビルを見上げた梓は、壁かべから突つき出ていた看かん板ばんの文字を読んだ。


　──予よ備び校こう？


　中に入ると、玄げん関かんロビーがあった。当然明かりはついておらず、ブラインドの隙すき間まから入る光では、ほとんど何も見えなかった。しかし三人は迷まよう様子もなく暗闇の中に入っていった。


　梓は最さい後こう尾びの香苗の背中が見えなくなると、あわてて後ろについた。


「……こんなところが、そうなの？」


「……はい。ここの管理人がセルネットの関係者らしくて。いつも週末はユーザーが集まってくるんです。あ、気をつけてください。ここの階段、上りますから」


　梓の耳打ちに、香苗はより小さなささやき声で説明した。


　階段になると、もう完全な暗闇だった。梓は壁に手を当てながら一段一段慎しん重ちように上った。四人分の足音だけが、闇の中に反はん響きようしていた。


　階段を上りきると再ふたたび廊ろう下かを進む。突つき当たりで足音がやみ、変わって両開きのドアが開く音がした。


　そして、


「あ──」


　ドアの向こうは高校の教室より遥はるかに広い講こう義ぎ室しつになっていた。


　二百人以上収しゆう容ようできる大きさだ。扇おうぎ状じようの部へ屋やで、据え付けの机が同心円を切り取った形で並ならんでいる。中央に向かって床ゆかが傾けい斜しやしていた。大学の教室や、映えい画が館かんと同じような作りだ。一番奥おくに巨きよ大だいなホワイトボードがあり、講こう壇だんやスピーカーが設せつ置ちされていた。


　その教室に、三十人前後の人間が入っていた。


　一つに集まっているわけではなく、教室のあちこちに点てん々てんと三、四人ずつ集まり、輪を作って会話している。部屋の明かりが灯ともされていないため、参加者たちはそれぞれに明かりを持ち寄り、その集まりごとに小さな照明をつけていた。


　照明は、あるいは電気スタンドであり、あるいは蛍けい光こう灯とうタイプの懐かい中ちゆう電でん灯とうであったのだが、半分以上は蠟ろう燭そくであるようだった。硬こう貨かほどの大きさの炎ほのおが部屋の中でいくつも揺ゆれている。赤い火もあれば、白い火もあり、青や緑、紫むらさき色いろをした炎もあった。そして、それぞれの色をした煙けむりが、闇やみの中に溶とけていた。


　三十人のティーンエイジャーがそろっているにしては、教室は静かだった。ときおりハイになった者がけたたましい笑い声を放はなったが、それもすぐ仲間に押おさえられた。ほとんどの者はひそひそと、自分たちの所しよ属ぞくする輪の中にだけ聞こえる声で話していた。


　幾いく多たの炎が参加者たちに複ふく雑ざつ怪かい奇きな陰いん影えいを投げつけ、それに数倍する不完全な影かげを作っていた。不完全な形の影は闇と重なって一つとなり、教室に幻げん想そう的てきな薄うす幕まくを垂たらしていた。


「……すごい」


「そうですね。最近になって知られるようになったところなんです。でも、今日きようは特に、いつもより多いみたい」


「ほんとだ。それに、いつもと雰ふん囲い気き違ちがうね。なんかざわついてない？」


　香苗と久美子は部へ屋やを見み渡わたして感想を述べた。


　由紀はしばらく部屋の隅すみを眺ながめていたが、そちらに目当ての人物がいるのを見つけると、無言のまま移動した。


　分ぶ厚あついカーテンの引かれた窓まど際ぎわの席。そこに、大小の蠟燭や、皿さらに乗せた香こうを囲んで、四人の男がたむろしていた。そのうちの一人が近づく由紀に気づき、隣となりに座すわっていた男の肩かたを叩たたいた。叩かれた男は振ふり返って由紀を見ると、悪ぶった、好色な感じのする薄うす笑わらいで出で迎むかえた。


「よお、ユキ。遅おそかったな」


「まあね。──それより、何これ？　今日なんかあるの？」


「やっぱ聞いてねえのかよぉ。昨日きのう……つっても、もう一昨日おとといだけどよ。ネットとＤＤがやりあったんだよ」


「そうなの？」


「ああ。しかもウィザードまで出てきやがったそうだぜ」


「ウィザード……って、まさかあの？」


「そうともよ。ガセかもしれねえけど、甲斐とウィザードが直接やったって話もあるしよ」


　男はそう言って肩をすくめた。染そめた長ちよう髪はつにパーマを当てた、金きん髪ぱつの男だ。


　男の話は、あとから追いついた梓たちにも届とどいた。「ウィザード」という言葉を聞くと、梓は忘れていた痛みが心しん臓ぞうをつかむのを感じた。


　由紀はちらっと教室を一いち瞥べつして、


「それでこんなに？」


「それだけじゃない」


　と、バケット帽ぼうを目ま深ぶかにかぶった男が口を挟はさんだ。最初に由紀に気づいた方の男だ。


「一昨日の騒さわぎ以来、ネットの動きがおかしい。まるで連れん絡らくが下りてこなくなった。上の方で何かあったんだ。どうやらこの件けんはネットにとっても予定外のことだったらしいな」


「そりゃそうでしょ。セルネットって騒ぎを静めるのが役目じゃない」


「基本的にはそうだが、最近のネットは矛む盾じゆんしてたからな。……で、そいつは」


　バケット帽の男は、由紀や久美子、香苗たちの陰かげに隠かくれていた梓を不ふ審しんそうににらんだ。


「私らの連れ。心配ないよ。あの子は何もしないから」


　由紀は男の視し線せんを遮さえぎるように立った。


　金髪の男も梓に気づき、おっ、という顔をした。


「んだよ。あの子って、テメエより上じゃねーかよ。名前なんてーんだ？」


「いいでしょ、別に。そんなことより、例の話。ほんとにいいんだよね」


　強ごう引いんに話題を逸そらしながら、由紀が強気に聞き返した。無ぶ愛あい想そうな態度を装よそおっているようだが、端はし々ばしには隠かくしきれない期待があった。


　男は「ああ」と狡こう猾かつな空そら笑わらいを浮うかべながら目を逸らした。聞き咎とがめたバケット帽が、男を横目で見る。それから由紀に、


「例の話とはなんのことだ？」


　由紀は金髪の男に「言ってないの」と驚おどろいた声で言い、あわてて、彼が自分を彼の細さい胞ぼうに加えてくれる約やく束そくをしていることを伝えた。


　話を聞いたバケット帽は一度馬ば鹿かにするように鼻を鳴らし、二人の会話を無む視ししている金髪の頭をこづいた。


「この馬鹿。また、つまらないマネしやがったな。これで何人目だ。ガキばっかハメてんじゃねえよ」


「うるせえ、バカ。リーダーに説教くれてんじゃねえよ」


　仲間の苦言に金髪は笑いながら唾つばを吐はいた。


　由紀は顔色を変えた。


「待って。何よそれ。話が違ちがうじゃない！」


　食ってかかる由紀に、バケット帽は苦にがい顔をした。


「お前も気付けよ。ここには何人いる？　俺おれを含ふくめて四人だ。とっくに細胞はできてるだろ。ついでに言えば、俺以外の二人も自分の部下は持ってる。形だけだがな」


「そんな……」


　由紀は絶句し、ついで火の出るような目で金髪をにらんだ。金髪の方は相変わらずニヤニヤと由紀の全身を舐めるように見回していた。


「約束と違うじゃない！　細胞になれるって言うから私は──」


「あーウゼエ、ウゼエ。これだから中ちゆう坊ぼうはよぉ。いい勉強になったじゃねえか。ほらよ」


　と金髪が机の上に小さな透とう明めいのビニール袋ぶくろを置いた。中にはカプセルが十錠じようほど入っていた。


「小こ遣づかいぐらいくれてやるからよ。そう、むくれんなよ」


　由紀は怒いかりのあまり目に涙なみだを浮かべていた。「ユキ……」と久美子が袖そでを引っ張る。香苗は後ろで震ふるえていたが、由紀と同じ非難と怒りの目で成り行きを見守っていた。


「この……卑ひ怯きよう者もの！」


「おい」


　と金髪が笑顔を消し、暴ぼう力りよく的てきな顔つきを作った。


「それぐらいにしとけよ。俺を敵てきに回してどうする。なんならここで剝むいてやってもいいんだぜ」


　金髪が脅おどすと、由紀は奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。


　おそらく由紀たちのカプセルは、この男から入手したものなのだろう。三人はまだ中学生だ。家出中であり、初めて知り合った互たがいの他ほかには友人もいないように見える。この男とのつき合いをなくせば、カプセルは手に入らなくなるのだろう。


　由紀はなんとか自制を利きかせると、金髪ではなくバケット帽の男に向かって口を開けた。


「なら……なら、あなたの細胞に入れてよ。あなたはまだ部下を持ってないんでしょ？」


　バケット帽は冷めた目で由紀と、久美子、香苗の三人を眺ながめた。


「お前を部下に入れて、俺になんの得とくがある？　援エ助ン交コ際ーでもして金入れる気か？」


「それは……っ」


「諦あきらめろ。第一、いまは新しい細胞どころじゃない。何かあったようだと言っただろ。下へ手たをすればネットに警けい察さつの手が入るかもしれないんだ」


「ケーっ。どうしてそう心配ショーかね、テメエは？　サツなんざネットを潰つぶせるかよ。せいぜい下したっ端ぱ世せ代だいの間ま抜ぬけが何人かぱくられるぐらいだ」


　難むずかしい顔の仲間をバンバン手のひらで叩き、金きん髪ぱつは歯をむき出しにして笑った。それからもう一度由紀に目をやり、さっきまでとは一転した猫ねこなで声を出した。


「それよりユキよ。何も細胞なんかにならなくても、カプセルは俺が好きなだけ都合してやるぜ。他の二人、カナとクミだっけか？　そいつらの面めん倒どうもちゃんと見てやるからよぉ」


　と由紀の後ろの二人にも獣じゆう欲よくにまみれた目を向けた。香苗は嫌けん悪おに打たれて身を縮ちぢませ、久美子は両目を閉じて舌したを突つき出した。


「ふ、二人は関係ないでしょっ。細胞にしてくれないなら、あんたなんかに用はないわ！」


「なら、どうやってカプセルを調ちよう達たつする気だよ。え？」


　と言うが早いか、それまで机に腰こし掛かけていた金髪は、パッと立ち上がって由紀の手首をつかんだ。


「なっ！　は、放して！」


「つれなくすんなよ、ユキぃ。俺はお前のこと気に入ってんだぜ？　悪いようにはしねえからよぉ」


　ニタニタ笑いながら金髪が顔を近づける。バケット帽が「おい」と苛いら立だたしく制止したが、金髪はまるで耳を貸さなかった。


　が、


「──ク、てっ！」


　由紀の身体からだを触さわろうとしていた金髪が、突とつ然ぜん苦く痛つうを訴うつたえた。由紀が驚おどろいて身体を離はなした。


　金髪の手首をねじ上げた梓は、そのまま背後に回ってつかんだ腕うでを背中に回した。同時に残った手で金髪の髪かみをつかみ、下に思い切り引っ張った。


　流れるような動作だった。金髪は顎あごを浮かせ、苦痛と怒いかり、そして驚きよう愕がくと怯おびえを浮うかべた。


「き、貴様っ。何しやがる！」


　金髪の仲間たちが、全員驚いて腰を上げた。梓は金髪を盾たてにして男たちに対たい峙じすると、彼の首くび筋すじ越ごしに酷こく薄はくな視し線せんを当てた。


「動かないで。一応、こんな奴やつでも、あなたたちのリーダーなんでしょ？」


　男たちは怒ど気きも露あらわに鼻息を荒あらくした。が、梓の口く調ちように感じるものがあったのか、その場でぴたりと動きを止めた。


　助けられた由紀。それに久美子と香苗は、啞あ然ぜんとして梓を見ていた。梓は男たちをにらんだまま三人に、


「出口」


「……え？」


　と香苗が聞き返す。


「出口を見てて。他ほかの連中に押おさえられたら、逃にげられないわ」


「は、はい！」


「クミちゃん。カプセルを」


「へ……あっ、ああ、うんっ」


　久美子は金髪が置いたカプセルの袋ふくろを取り上げた。由紀はつかまれていた手首をなでながら、まだ涙なみだの残る瞳ひとみで呆ぼう然ぜんと梓を見ていた。


「……このアマぁ～っ。ただじゃおかねえ。絶対ぶっ殺してやるからな！」


「大声を出さないで」


　梓は腕と髪を限界までねじ上げた。金髪ののどが締しまり、喘あえぐように開いた口から弱々しい息がもれた。見開いた両目に本物の恐きよう怖ふが浮かぶのを見て、仲間の男たちは息をのんだ。


　梓は彼らの反はん応のうを冷静に見て取り、


「あなたたちもよ。さっきと同じように座すわりなさい」


　と命令した。


　我われながら驚くほど冷れい酷こくな声だった。自分の声ではないようだ──と思った瞬しゆん間かん、それが《彼女》の声にそっくりであることに気がついた。梓はあのときのことを思い出しながら、あえて彼女と同じ口調で、


「わたしはこの男を痛めつけることができる」


　と無む慈じ悲ひに言い放はなった。


「一日の後こう悔かいで済すむようにもできるし、一生後悔しても足らないような目にも遭あわせられる。どの程度で済むかは、あなたたち次し第だいよ」


　梓の台詞せりふを耳にした金髪が、戦せん慄りつに身を戦おののかせた。必死になって仲間に対し、言うことに従うよう目で訴うつたえかけた。


　男たちはたじろぎ、言われた通り慎しん重ちように腰を下ろした。


「……いいのか。俺たちは細胞、つまりセルネットの一員だ。ネットから報ほう復ふくを招まねくことになるぞ」


「笑わせないで。セルネットがたかだか一個の下部細胞のために重い腰こしを上げると思って？　ましてや、構こう成せい員いんの座を餌えさにして情じよう報ほうを撒まき散らす愚おろか者もののために？」


「…………」


「あなたたちが騒さわげば切り捨てるだけ。それに、あなたが言ったことは正解よ。いまIXＣナイン・シーはそれどころじゃない。わたしたちのことより、自分たちの身の振ふり方を考えた方がいいわね」


「何か知っているのかっ？」


　男が思わず腰を浮かした。


　次の瞬間、会話に気をとられている間を隙すきと見たのか、残る二人が梓につかみかかるべく、一いつ斉せいに飛び上がった。


　由紀と香苗が悲鳴を上げ、久美子がとっさに身み構がまえる。


　梓は落ち着いた動きで一歩後ろに後こう退たいし、金髪の髪を放すと、空あいた手をねじ曲げた腕の肩かたに置いた。そして躊ちゆう躇ちよなく、嫌いやな音を立てて金髪の肩を外した。


「ぎゃああ！」


　金髪が悲鳴を上げてうずくまる。これでこの男は戦力にならない。


　次に梓は向かってきた男の片方に、コートの下に隠かくしていた物を投げつけた。カラオケボックスから持ってきていたマイクだ。そのマイクから伸のびるコードの先を、鼻先めがけて投げたのである。


　コードジャックの金具が当たり、男は反はん射しや的てきに動きを止めた。その瞬間を逃のがさず、くるりとコードを操あやつって輪を作り、男の首に絡からめる。そのコードに足を乗せて押し下げる。


　男が首を絞しめられ、呼こ気きを乱して突つっ伏ぷした。倒たおれ込こむ動きにあわせて膝ひざを叩たたき込む。容よう赦しやのない一いち撃げきは横よこ顎あごに当たった。男は倒れたまま、ぴくりとも動かなくなった。


　あまりの手て際ぎわに恐おそれをなし、飛びかかろうとしていたもう一人が机の上でたたらを踏ふんだ。バケット帽ぼうも立ち上がったが、そのまま次の行動に移ることはできなかった。


　梓は手首を返して倒れた男からコードを抜ぬき取った。そして、油断なく男たちへ白はく眼がんを向けた。


　一呼吸置いて、


「す、す、スゲエぇぇ！」


　久美子が興こう奮ふんして歓かん声せいを上げた。


「梓ちん、すごい！　凄すごすぎ！　何いまの？　映えい画がみたーい！」


「梓？」


　バケット帽が、ハッとつぶやいた。


「葛根東の姫木梓か？　海うみ野の千ち絵えの相あい棒ぼうの！」


　男の言葉を聞いて、由紀も何かを思い出したように梓を振ふり返った。


「海野千絵って……なんとかいうグループの？　セルネットの細胞を次々暴あばいてるっていう……相棒？」


　由紀がもらした「相棒」という一言を聞いて、男たちをにらんでいた梓の横顔に苦く渋じゆうが走った。


　そこへ、


「トラブルか？」


　薄うす暗ぐらいとはいえ、まるで気け配はいがなかった。梓は鋭するどく声の主ぬしに向き直り、そして──


「……え？」


　なぜかそのまま警けい戒かい心しんが消えた。見知った顔──知っている人物のような気がしたのだ。


　彼を見たバケット帽が、安あん堵どして力を抜ぬいた。


「騒さわがして済すみません。こいつらといざこざがあって……」


「あ、あなたたちが襲おそってきたんじゃないっ。ほんとなんです。信じてください。私たちは悪くないわ」


　由紀も彼のことを知っているらしい。自分たちが被ひ害がい者しやなのだという趣しゆ旨しのことを、必死になって主張した。


　梓は由紀の抗こう弁べんを聞き流していた。男たちに対する構かまえも忘れて、魅み入いられたように彼を見つめていた。ぞくぞくと胸むな騒さわぎがして、目を離はなすことができなかったのだ。


　そんな梓の視し線せんに気づいたのか、鷹おう揚ような態度で男と由紀の言い分を聞いていた彼は、ふと、彼女を見た。


　彼は驚おどろいて口くち笛ぶえを吹ふいた。


「おっと。これはこれは……髪かみを解といてたから、気がつかなかった」


「え？」


　梓は髪に手をやった。病院を抜ぬけ出して以来、いや、正確にはあの乱らん闘とうで髪を結んでいたゴムが切れて以来、梓はポニーテールにはしていなかったのである。


「知ってるんですか？　そいつは例の葛根東の海野の仲間ですよっ」


　バケット帽が指し摘てきする。由紀は、「待ってください。彼女はまだ何も」と梓を弁べん護ごしようとした。しかし、彼はもうどちらの話も聞いていなかった。


「こんなところに顔を見せるとは……やはり君も、こちらの世界から逃にげられないようだな」


　彼は面おも白しろそうに梓を眺ながめて言った。


「……あなたは、誰だれ？」


　と梓は尋たずねた。


　彼はクスリと笑った。次の瞬しゆん間かん、梓の視し界かいにかかっていた霧きりが突とつ風ぷうに払はらわれたように、彼の姿すがたがつまびらかになった。相手が何者か理解したとき、梓の全身に毛を逆さか立だてるような電流が走った。


「あなたっ、あのときの！」


「四しの宮みや庸よう一いち──といっても、この名はとうに捨てた。バールと呼んでくれ。もっと自じ己こ紹しよう介かいが必要なら、『無む慈じ悲ひな女王』の執行細胞フアースト・セルだ」





「執行細胞フアースト・セル……」


　梓は絶句した。なんとなく予想していたが、まさにその通りだったわけだ。


　一方、急に会話から置いて行かれた由紀とバケット帽、後ろに控ひかえていた久美子と香苗の二人は、戸と惑まどいを浮うかべて立ち尽つくしていた。彼女たちはセルネットと関かかわりがあるとはいえ、あくまで組そ織しきの末まつ端たんだ。突然執行細胞フアースト・セルと名乗られても、なんのことだかわけがわからない。


　バールは他ほかの者たちは無視して、梓にだけ話しかけた。


「君の友人たちはどうした。海野千絵と勇ゆう司じは？　どうしてまた、一人でいる？」


　バールの質問に梓は唇くちびるを嚙かんだ。


「あなたには関係ないわ。それよりっ。景けいちゃんはどこにいるの？　あの……あの《彼女》はいったいどうなったのっ？」


　梓の問いは然しかるべき質問だった。が、それを口にすると、梓は自分が触ふれてはいけない禁忌タブーを口にしているような激はげしい動どう悸きを覚えた。


　薄うす闇やみの中、バールは一瞬、ぞっとする冷笑を浮かべた。


「来てるぜ」


　その短い一言は梓の全身に冷水を浴びせた。すぐ、「どこに」という言葉が口を突いて出ようとしたが、その言葉は舌したに乗る前にしぼんで消えた。


　──景ちゃんが来てる？


　いまや梓は全身を恐きよう怖ふに浸ひたして、凍こおり付いたように動けなくなった。一目でも逢あいたいと願う想おもいと、死んでも逢いたくないと願う想いが、全く同量の力で梓の心を引っ張り合った。


　梓の魂たましいが張り付けにされたとき、会場から一ひと際きわ高いどよめきが巻き起こった。


「何あれ？」


　緊きん張ちようを破ってつぶやいたのは久美子だった。バールを除のぞく、その場の全員が久美子に視線を向け、彼女が見ている先に注目した。


　久美子が見ていたのは、教室の講こう壇だんだった。講壇の上に、赤い鬼おに火びが灯ともっていたのだ。


　鬼火は空中に浮き、燐りん光こうを放はなっていた。集まったユーザーたちの注ちゆう視しの中、人の背せ丈たけほどもあった鬼火は、やがて音もなく二つに分かれた。さらにそれぞれが二つに分かれて計四つの炎ほのおの塊かたまりになった。鬼火はゆらゆらと列をなし、幅はば五メートルの講壇の上に等とう間かん隔かくに並ならんだ。


　その鬼火の怪あやしい光に照らされて、壇上に二人の人物が立っていた。


　一人は背の高い男。彫ほりの深い顔立ちをした彫ちよう像ぞうのような美青年だった。西洋人か、あるいはハーフなのだろう。灰はい色いろがかった深い瞳ひとみが、力強い光を放っていた。癖くせのある長ちよう髪はつを首くび筋すじで一つにまとめて、背中へ垂たらしている。鬼火の明かりを受けた髪は、銀色の光こう沢たくを見せて波打っていた。驚おどろくほど人目を引く容よう姿しだ。


　対して──


　彼の斜ななめ後ろに控ひかえる人ひと影かげは、影に溶け込んでいるようだった。というのも、その人物は前に立つ青年に比くらべると頭一つ分背が低く、体格も一回りは小こ柄がらだったからだ。さらに青年がワイン色のジャケットとスラックスをスマートに着こなしているのに比べ、身み丈たけよりもはるかに大きなウィンドブレーカーを着て、フードですっぽりと顔を隠かくしていたのである。


　その姿すがたは、まるでおとぎ話に登場する魔ま法ほう使つかいのようだった。


　梓の中で時間が止まった。久美子らが青年に注意をとられている間、梓は彼の隣となりにひっそりとたたずむ青い影だけを狂くるおしく凝ぎよう視ししていた。


　教室内のざわめきが頂ちよう点てんに達したとき、講壇に立つ青年は大きく咳せき払ばらいをした。


「あー。初めまして諸君。オレはベリアルという。『無慈悲な女王』の旧きゆう臣しんや。いま風ふうの言い方で言や、セルネットの執行細胞フアースト・セル、第一世代のＢや。今日きよう参さん上じようしたんは他ほかでもない。こないだの、ネオッレトらとドラッグ・ドッグズとかいう奴やつらのいざこざについて説明するためや」


　ベリアルと名乗った青年は、朗ろう々ろうたる声量で集まったユーザーたちに話しかけた。


　関かん西さい弁べんの言葉遣づかいは、西洋人風の外見とひどいギャップがあった。だが、その態度や話し方は堂々として風格があり、見る者聞く者に屹きつ然ぜんとした印象を与あたえた。ユーザーたちは突とつ然ぜんの展てん開かいに不ふ快かいな反はん応のうを示しながらも、彼の話から耳を逸らすことができなかった。


「もう聞いとる者もんもおると思うが、あの戦争でネットはえらい損そん害がいを受けた。ここには偉えらいのはおらんやろから実感わかへんと思うが、実のところ、ネットの上じよう層そう部ぶはズタズタや。舵かじ取っとった第二世代細胞セカンド・セルに至っては、ほとんど全ぜん滅めつした。実働細胞アクト・セルもあらかたおらんようになった。オレらだけやない。ドラッグ・ドッグズ──ＤＤいうんやったな。そのＤＤにしても、リーダーやった甲斐氷太が負ふ傷しようした。他のメンバーもだいぶやられてるらしい。派は手でに騒さわいだもんやから、警けい察さつも動き出した。直じきに結構な数のジャンキーがお縄なわになるやろう。カプセル供きよう給きゆうのルートも、半分以上潰つぶれると考えてくれていい。マーケットは大おお幅はばに縮小せざるを得えんやろな」


　ベリアルはなぜか自じ慢まん気げな話しぶりで現状を説明した。


　多くの者は彼の話を信じようとしなかった。彼の話す内容があまりに突とつ飛ぴだったからだ。何より、自みずからを軽々しく執行細胞フアースト・セルだなどと名乗る男が信用できるはずもない。教室に集まった大多数の人間は、壇上のベリアルに険けん悪あくな敵てき意いを募つのらせた。


　だが、一部の者──例たとえば梓たちの側そばにいるバケット帽ぼうの男のように、あらかじめ断片的な情じよう報ほうを得て、なんらかの懸け念ねんを抱いだいたままここに集まった人間には少なからぬ衝しよう撃げきを与あたえた。ベリアルの正しよう体たいがどうであれ、彼の語る話が真実味を持って伝わったからだ。


　当のベリアルは聴ちよう衆しゆうの多た様ような反はん応のうを気にすることもなく、悠ゆう然ぜんと先を続けた。


「けどな。心配せんでええ。オレをはじめ執行細胞フアースト・セルは、ここ数年セルネットに顔を出してなかった。ネットの運営は第二世代細胞セカンド・セルに任せっきりやった。しかし、この非常時に際し、オレらは再ふたたびセルネットに戻もどることを決定した。今後ネットは、オレたち、執行細胞フアースト・セル、それに《女王》自らが指し揮きを執とる。多少組そ織しきの形態は変わるかもしれんが、少なくともカプセルだけは必要なだけ流通させる。諸君はいままで通り、カプセル食らってよろしゅうやってくれ」


　ベリアルはそう告つげると、話は終わりとでもいうように右手を軽く挙あげた。とたんに方々から怒ど声せいが上がり、中でも講こう壇だん近くにいたグループから激はげしい調子の野や次じが飛んだ。


「馬ば鹿かかテメエは！　何がネットを仕切るだっ。ふざけんなよ！」


「よりにもよって執行細胞フアースト・セルだあ？　ネット舐なめてんと承しよう知ちしねぞ、コラ！」


「殺されねー内に、失うせろっつーの。イカレ野や郎ろう」


　殺気だった罵ば声せいを浴びたベリアルは、呆あきれたように肩かたをすくめた。


「なんか頭悪そうなんばっかやな。こいつらみんなネットなんか？　堪たまらんな」


　と嘆たん息そくすると、思い出したように演えん説ぜつを再さい開かいした。


「そうそう。肝かん心じんなこと言うのを忘れとったわ。さっきもちらっとは言うたが、これからカプセルは必要なだけ回すからな。誰かがいると思った分だけ、なんぼでも、や。お前らも、自分とこで数抱かかえようとしたって無む駄だやで。際さい限げんなくバラまくからな」


　またしても大きなどよめきが起こった。


　梓も例外ではない。それまで梓はずっと彼ではなく後ろの影かげを見つめていたのだが、女王が指揮を執ると言った瞬しゆん間かん、思わずベリアルの方に注意を移した。そして、次々と明かされる彼の意図を聞くにつれ、固かた唾ずをのんで聞き入らずにはいられなかった。


「馬鹿な！」


　とバケット帽が叫さけんだ。


「カプセルの需じゆ要ようは、あるといっても葛根市内の一部の人間だけだ。流通量を制せい御ぎよしなければ、簡かん単たんに値ね崩くずれが起きるぞ。第一、そんな在ざい庫こがどこにある？」


　彼の声が聞こえたのか、ベリアルが梓たちの方向を向いた。


「在庫に関しては心配無用や。そういう風にできとるからな。それに今後カプセルは売ばい買ばいせえへん。全部無む料りようや。いる者もんがおればおるだけタダでやる」


　今度こそ、教室中が大きな驚きよう愕がくに包まれた。黙だまって聞いていた久美子たち三人も、思わず顔を見合わせたほどだ。


「そんなことをすれば、市し場じようは消しよう滅めつする……ネットは崩ほう壊かいするぞ！」


　バケット帽が青ざめたまま声を嗄からした。


　それに対してベリアルは、


「『市場』なんざ必要ないわ。それにや。市場がのうなってもネットはなくならん」


　と、いまや怒ど号ごうと化した誹ひ謗ぼうや悪あく罵ばの中で、平然とうそぶいてみせた。


「ええか、お前ら。これまでの指し導どう者しやが欲よく出してねじ曲げてきたけどな。そもそもセルネットはユーザー同士の相そう互ご扶ふ助じよ情じよう報ほうネットワークに過ぎん。『ユーザーの一いつ般ぱん的てき社会生活を保ほ護ごする為ため』に作られた組織や。金かね儲もうけが目的やあらへんわ。あくまでもカプセルを楽しむんが目的やで。同どう好こうの士しが増ふえるんは喜ばしいことやないか。それに、金が動かんかったら、警けい察さつかてずっと手が出しづろうなる。いまの時期に、これ以上の方ほう針しんがあるか？」


「無む茶ちや苦く茶ちやだっ。話にならない！」


「話になんかなるかい。オレは話し合いしに来たんやないで。お前らに報告してやるために、わざわざ足を運んだんやないけ。お前らには、もとより反対も何もないわ」


　ニヤリ、と。ＤＤの甲斐を彷ほう彿ふつとさせるような、ふてぶてしい、そして危険な嘲ちよう笑しようを、ベリアルは聴ちよう衆しゆうに投げつけた。


　怒号が天てん井じようをつんざいた。すると、ダンッ、と荒あら々あらしく床ゆかを鳴らし、一人の男が壇上に飛び乗った。


　さっき罵声を浴びせていた講壇近くのグループの男だ。彼は肩かたを怒いからせ、目を血走らせながらベリアルに近づいた。


「……ふざけやがって。ぶっ殺してやらあ！」


　男が吠ほえる。ベリアルは全く動じる様子もなく、小こ馬ば鹿かにした態度で男と対たい峙じした。


「血けつ気き盛さかんやなあ。オレは別に恐きよう怖ふ政せい治じを敷しこうゆうわけやないで。お前にやってカプセルはタダでやる。いっそ手間なくカプセルを楽しめるんやから、悪うない話やろに。それともお前は、いまのその、細さい胞ぼうゆう立場を使って威い張ばり散らすのが、そんなに楽しいか？　現げん世せのショボイ権けん力りよくが、そんなに大だい事じなんか？」
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「馬鹿かテメエ！　セルネットっていやあ、ここらじゃカリスマなんだよっ。俺おれたちはその看かん板ばん背し負よってんだ。舐なめた口利きいてんじゃねえ！」


　男の台詞せりふに対し、教室のあちこちから賛さん同どうの叫びが上がった。


　彼の言うことは間ま違ちがっていない。葛根市のアンダーグラウンドでは、セルネットの一員というだけで特とく別べつ視しされる。それはセルネットという組そ織しきが長年にわたって築いてきたブランドの為ためであった。そしてそのブランド力を裏うら付づけているのが、警察の手から逃のがれて続けているという実績であり、実働細胞アクト・セルなどに示される非常時の制圧力であり、高度で広こう域いきにわたる情じよう報ほう網もうであり、何より豊ほう富ふな資し金きんと、その資金源げんとなるカプセルだった。


　葛根市には、他ほかにもカプセルを扱あつかう組織は存在する。しかしセルネットほど大だい規き模ぼで安定した供きよう給きゆうを行っている組織はない。セルネットはカプセルを制しているのである。セルネットの持つあらゆる力は、この事実から派は生せいしているのだ。ベリアルがやると宣せん言げんしたことは、セルネットの力の根こん元げんを放ほう棄きすることを意味している。ネットの傘さん下かにあり、力の恩おん恵けいを受ける者が激はげしい反発を見せるのは、無む理りからぬことであった。


　しかしベリアルは、そんな男を哀あわれみを込こめて見つめた。


「やれやれ。お前みたいなんが金やら暴ぼう力りよくを見せつけよるから、カプセルをほんまに必要としとる人間が、かの恵けい沢たくを受けられんでおるんやないか。はっきり言うが、マフィアごっこにうつつを抜ぬかす奴やつは、カプセルには向かん。オレは『何もせんでもカプセルに没ぼつ頭とうできる境きよう遇ぐうを用意する』てゆうてるんや。オレの言葉が信じられんで敵てき対たいするんならええ。けど、オレの提てい案あんになんの魅み力りよくも感じんどころか、逆ぎやくにかさにかかって否ひ定ていしようやなんて、お前にはカプセルをのむ資し格かくはないわ」


「何わけのわかんねえこと言ってんだ。テメエが何者だか知らねーけどよ。そんだけ俺らをコケにしてくれたんだ。覚かく悟ごはしてんだろうな。えっ!?」


　聞く耳持たぬ獣けもののように、男は唾つばを吐はいて怒いかりをぶつけると、懐ふところから素す早ばやくナイフを出した。薄うす闇やみの中、冷たい白はく刃じんがぼんやりと光を吸すい込み、参加者の何人か──例たとえば由紀や香苗は、ヒッと息をのんだ。


　男はジリジリと間合いを詰つめ始めた。ベリアルは嘆たん息そくした。


「しゃあないな。遅おそかれ早かれ衝しよう突とつは避さけられへんし。せめて見せしめにさせてもらおかい」


　と、わずかにせせら笑い、抜ぬき身のナイフではなく、男の目を見て言った。


「──悪オ魔ー持ナちーか。それにしても、その貧ひん相そうなんで、ほんまにやる気か？」


　男が驚おどろいて足を止めた。彼は自分が悪あく魔まを使うことを悟さとられないよう、わざとナイフを見せつけていたのだ。それが見抜かれた原因がわからなかった。


「まだ召しよう喚かんしてねえぜ。なぜわかった？」


「そらキミ。キミらとは場ば数かずが違ちがうわ」


　と答えて、ベリアルは構かまえを取る感じで軽くスタンスを開き、半はん身みになった。


「なんせ、オレのはもう……ケンカぐらいにしか……使われへん……からなあ……」


　言いながら、ベリアルの顔つきが変わった。


　関かん西さい弁べんを操あやつるどこか三枚目風な優やさ男おとこに見えていた彼が、ゆっくりと、ちょうど暗あん褐かつ色しよくをした舞ぶ台たいの垂たれ幕まくが徐じよ々じよに上がっていくように表ひよう情じようを変えて──消していった。


　まず、ずっと浮うかべていた、楽観的でつかみ所のなかった飄ひよう々ひようとした笑え顔がおが消えた。さらにほんのわずかな喜き怒ど哀あい楽らくの感情も根こそぎ消え、土でできた仮か面めんのように無む機き質しつな表情に変わった。


　次に全身から堂々とした風格が消えた。洗練されたたたずまいがマネキンのそれに変じ、四し肢しに流れていた生せい気きが失うせた。


　ベリアルは肩かたを落とし、筋きん肉にくが弛し緩かんしたように両りよう腕うでをぶらりと垂らして、のっぺりと動きのない顔を敵てきに向けた。一見すると、彼はまるで一体の人形に変わったようだった。その身体からだから魂たましいが抜ぬけ、がらんどうの抜け殻がらと化したかのようだ。


　が、そうではない。


　表層の外がい殻かく。肉の皮のような虚うつろの奥おくで、暗い火がちろちろと燃もえていた。その揺ゆらぎが、目の奥──端たん整せいな顔の真ん中に空あけられた二つの窪くぼみの、ずっとずっと奥に、見て取ることができた。身体中に満ちていた命の火が身体の奥底に退しりぞき、そこで凝ぎよう縮しゆくして小さくなり、ほの暗く燃えているのである。


「……な、なんだ、こいつ……」


　ベリアルの奇き怪かいな変へん容ようを前に、壇上に上がった男は顔を青ざめさせた。そしてたじろぎを隠かくすように、蔑さげすんだ目を彼に向けた。


「気き色しよくのワリイ……この変へん態たい野や郎ろうっ。テメエの悪魔ごと八つ裂ざきにしてやらあ！」


「…………」


　もはやベリアルは言葉を発しなかった。いま彼の身体に宿っているのは、人以外のものだと説明されても、自信を持って否ひ定ていできる者はいなかっただろう。そして彼の身体に宿る火は、彼の身体の奥底から二つの見開いた目を通して男を見ていた。正確には、「見る」という意い識しきはなく、ただ穴あなの空いている方向へ無む造ぞう作さに視し線せんを投げているようだった。


　すると、それまで中に浮かんでいた四つの鬼おに火びが、何者かの指令を受けたように、ふわん、ふわん、と揺ゆれ動きだした。


「くっ！」


　警けい戒かいした男が急いでカプセルを服用した。瞬しゆん時じに男の目が赤く染そまった。バキッ、と木の折れる音がして、板張りの講壇の床ゆかが割れた。


　観衆から歓かん声せいが飛んだ。


　──な、何!?


　自問した梓は、すぐに男が悪魔を召しよう喚かんしたのだと気がついた。歓声を上げているユーザーたちはすでにカプセルをのんでいて、召喚された悪魔が目に見えるようになっているのだろう。


　梓の目には何も見えない。


　以前梓はカプセルに頼たよらず悪魔を目もく視しすることができた。原因はわからなかったが、いま梓の視力が元に戻もどっていることから考えると、あの現象は《彼女》が取り憑ついていたから起こったことだったようだ。


　──見えない。


　梓は、これまで自分が思いも寄らぬほど厚こう遇ぐうされていたのだと知った。悪魔は、たとえ目に見えなくとも、その存在を肌はだで感じることができる。そこにいるのに目に見えないのだ。その結果、悪魔への恐きよう怖ふは際限なく増ぞう幅ふくされるのである。


　勇ゆう敢かん、というより無む謀ぼうにも、悪魔に素す手でで立ち向かったのは、わずか三日前のことだ。だがいま、梓は、それがどれほど異い常じようなことだったのかが身にしみてわかった。自分以外の者たちは、みんなこの恐怖の中で戦いを切り抜ぬけてきていたのだ。


　観衆が見守る中、ベリアルの手が糸吊り人形マリオネツトのような不ふ自し然ぜんな動きでカプセルを口に運んだ。目の奥でゆらぐ火が、赤い輝かがやきを放はなちだした。


　そして、何かが現れようとしていた。


　その何かはベリアルの背中に張り付いていた。


　大きくはない。だが、その存在が放つ気け配はいは、比ひ重じゆうの重いガスのように周辺を汚お染せんし始めていた。


　うごめきながら蠕ぜん動どうし、肉人形のようなベリアルの肩かたに、ゆっくりと上りつつある。肩越ごしに顔を見せようとしていた。ベリアルの右肩。暗くら闇やみの奥から、人間味を恐おそろしく欠いた二つの視線が、こちらを見た。


　梓は想像の闇に潜ひそむ悪魔に耐たえられなかった。カプセルを求めて、右手がポケットに伸のびた。


　だが、その前に、


　スッ──


　と、それまで微び動どうだにしなかった影かげが動いた。


　ベリアルと共に壇上にあったもう一つの人影だ。水中に揺れる水草のように、青い衣ころもの裾すそを翻ひるがえして、人影はベリアルの前に出た。


　ギギと音を立てて、ベリアルは障しよう害がい物ぶつの方へ首を曲げた。そしてそこにいるのが何者かを確かく認にんすると、びくんと一度大きな痙けい攣れんをしてから、魂たましいが吹ふき込こまれたように動き出した。


「……な、なんや。急になんなんですか？」


　聞き慣れたベリアルの声が、事態の成り行きを見守る観衆の耳に届とどいた。


　ベリアルの問いかけに答えて、青い衣の人影が何かを喋しやべった。だがその声はフードに隠れ、ベリアル以外の人間には伝わらなかった。


　ふと、


「……おい。あれ、ウィザードじゃないのか？」


　誰だれかがつぶやいた言葉が、たちまち周まわり中に広まった。


「ウィザード？　マジかよ？」


「なんでこんなとこにいるんだ？」


「噓うそだろ。偽にせ物ものじゃねえの？」


　薄闇の中、ざわざわと憶おく測そくが飛び交かった。「ウィザード？　悪あく魔ま狩がりの？」と由紀が人影を凝ぎよう視しする。久美子は「誰？」と由紀に尋たずねた。


　──バレた……！


　梓は蒼そう白はくになって身を竦すくませた。


　一方講こう壇だんでは、観衆たちのざわめきは黙もく殺さつされていた。青い人影と何事かを話していたベリアルは、「はあ？」と気の抜ぬけた声を出した。


「いや……仰おつしやりたいことはわかりますけど、こいつは明らかにちゃいますよ？……ええ、そらそうですが、そしたら後始末が面めん倒どうなことに──」


　ベリアルはすでに悪魔を召喚している男のことなどまるで無む視しして、無防備な姿すがたのままその人影と会話した。言葉少なな人影に対し、身み振ぶり手振りを交えて話す彼の姿には、さっきまでの異い様ようで、異質な風ふう貌ぼうは微み塵じんも見られなくなっていた。


「ベリアル」


　突とつ然ぜん、バールが叫さけんだ。梓を始め、彼の近くにいてその存在を忘れていた者、また他の観衆たちも、驚おどろいてこの第三の人物に振り返った。


「構かまわん。そのように」


　バールは両手をポケットに入れたまま、そう言った。会話が聞こえたとは思えないが、二人が話している内容を察しているようだ。


　バールの言葉を受けて、ベリアルが両手を広げた。


「しゃあないな。ほなまあ、好きにやってください」


　諦あきらめた口く調ちようで言って、道を譲ゆずるように一歩下がった。青い人影はわずかに頷うなずき、ベリアルに代かわって男の前に立った。


　男は怒いかりと困こん惑わくで顔を真まっ赤かにしていた。


「い、い、いい加か減げんにしやがれ、テメエら！　どれだけ人をコケにする気だっ。いまさら詫わび入れたって承しよう知ちしねえ。どいつも、ぶっ殺すっ。いいな！」


　のどを嗄からして、男は声を張り上げた。同時に、召喚した悪魔が主あるじに呼応して怒りの波動を撒まき散らした。それは目に見えなかったが、形あるもののように、教室にいる者全員の肌はだを震ふるわせた。


　だが、一番前にあってその波動を正面から受けた青い人影は、微び風ふうに吹ふかれたほども揺ゆらがなかった。そして唐とう突とつに口を開けた。


「あなたは強さを望んでいます」


　場ば違ちがいに澄すんだ、水すい晶しようのような声こわ音ねだった。


　教室に満ちていた喧けん噪そうが途と切ぎれ、辺あたりは人ひと気けのない深い樹じゆ林りんのように静まりかえった。


「あなたの望みを叶かなえましょう」


「──え？」


　男がきょとんと呆ほうけた。


　次の瞬しゆん間かん、


　男の身体からだが、どくん、と波打った。同時に両目が大きく見開き、そこから真っ赤な光が決けつ壊かいしたダムの水流のごとく轟ごう々ごうと噴ふき出した。


　髪かみが逆さか立だち、着ていたジャンパーが強風にあおられるように翻ひるがえった。手足から力が抜ぬけ、男は瞬しゆん時じ床ゆかの上に崩くずれ落ちるように体勢を崩した。


　そして、その身体が床に落ちるより先に、宙に浮うき上がった。


　彼の背はい後ごでもより激げき烈れつな変化があった。そこに呼び出されていた目に見えない何かが、その存在感と力の波動を倍加したのだ。


　悪魔は雄お叫たけびを放はなった。


　それは先ほどの怒いかりの波動とは比くらべものにならない、圧あつ倒とう的てきな力りき感かんを持っていた。教室の空気がビリビリと振しん動どうし、カーテンに隠かくされていた窓ガラスの何枚かが砕くだけ散った。面おも白しろ半はん分ぶんに舞ぶ台たいを眺ながめていた者たちは悲鳴を上げて逃にげまどった。


「……なんだ。何が起きた？」


　バケット帽ぼうが喘あえぎながら言った。


　梓は慄りつ然ぜんとして、バールに駆かけ寄った。


「なんてことを！　わざと堕落クラツシユさせたの!?」


「そうだ。余分なものを破壊クラツシユした」


　バールは沈ちん着ちやくに答えた。


「さて、俺はこれで失礼する。この展てん開かいは、予定通りというわけではないんでね。たぶん──また会うだろうぜ」


　うっすらと、運命の皮肉を笑うようにバールは微び笑しようした。


「待って！」


　梓はバールに手を差し伸のべたが、彼はその手をするりと躱かわした。そのとき背後の講こう壇だんで、二度目の咆ほう吼こうが上がった。今度は音だけでなく、空気の潮ちよう流りゆうを伴ともなっていた。


　教室の中に突とつ風ぷうが吹ふき荒あれた。蠟ろう燭そくの火は搔かき消え、カーテンは真横にたなびいた。罵ば声せいと悲鳴が、闇やみの中を飛び交かった。参加者たちは立つこともできず、全員たまらず床に伏ふせた。


　教室は暗闇に落ちた。


「きゃあああーっ！」


「やだあ！　なんなのこれぇ！」


　机の下に伏せた梓は、すぐ側そばで久美子たちの悲鳴を聞いた。その声を聞いて我われに返った。


　──そうだ。この子たちだけでも、外に逃がさないと！


「クミ！　ユキ！　カナ！　どこにいるのっ。返事して！」


「ここだよお！」


「こ、ここよっ」


「ここにいます！」


　声はすぐ側から返った。三人はそれぞれ机の陰かげにしゃがみ込んでいた。


　三人の返答は驚きよう異いと恐きよう怖ふに満ちていたが、恐きよう慌こうには陥おちいっていなかった。梓は心強く思いながら、三人を一か所に集めた。バケット帽たちも逃げ出したようで、どこにも見あたらなかった。


「いいっ？　ここから逃げるわよ。みんな離はなれないで！」


「わ、わかったわ」


　答えたのは由紀だった。ガチガチと歯の奥おくを嚙かみながら、それでも梓の腕うでを痛いほどつかみ、はっきりと頷うなずいた。他ほかの二人も同様だ。


　梓は周囲を見た。いまや教室は嵐あらしの中だった。参加者たちが持ち寄った物。まだ明かりのついたままの懐かい中ちゆう電でん灯とうや、火の消えた蠟燭の束たば。カプセルや他のドラッグの袋ふくろ。雑誌。ビニール袋。脱ぬいであったコート。バッグ。煙草たばこや缶かんジュース。そういったものが空気の唸うなる轟ごう音おんに乗って、飛び回っていたのだ。明かりはカーテンのとれた窓から入る光と、飛び回る懐中電灯や倒たおれた電気スタンドのわずかな光だけだった。


　──くそ。入り口は無む理りか。


　参加者たちは我われ先さきに出入り口に殺さつ到とうしていた。梓たちの入ってきた両開きの扉とびらだ。その付近では逃げ出す者が密集して押おしのけ合っていた。梓一人ならまだしも、三人をつれてあそこを抜ぬけるのは難むずかしい。


「他に出口はないの？」


「あ、ありますっ。講壇の脇わきに裏うらへ抜ける扉がありますっ」


　梓の質問に香苗が答えた。


　──講壇の脇。あそこを通るのか……


　梓は講壇に目を向けた。鬼おに火びは消えて暗くなっており、あの青い人ひと影かげも、ベリアルの長身も見つけられなかった。だが、暗くら闇やみに浮うかぶ二つの赤い瞳ひとみだけははっきりと確かく認にんできた。


　教室は講壇に向かって傾けい斜しやしている。出入り口があるのは、中央部よりやや上段。いま梓たちがいるのは、さらにその上の、教室の隅すみだった。脱だつ出しゆつへの道のりは遠い。


　──このままじゃ動けない。


　そう判断し、梓はポケットに手を伸のばした。カプセルを取り出して目の前にかざす。


　だが、以前と同じように、すぐに口にすることはできなかった。こんなときなのに──それとも、こんなときだからこそなのか、カプセルは甘あまく暖あたたかい幻まぼろしへと、梓を誘ゆう惑わくしていた。


　自分はもう、カプセルの甘みを知ってしまった。いまこの毒どくをのみ、あの優やさしい誘いざないに抵てい抗こうすることができるだろうか？　梓は自信がなかった。


　──……くそっ。


　梓はカプセルをポケットに戻もどした。それから頭を低くして「ついてきて」と三人に声をかけると、机と机の間を這はうように移動し始めた。





　それは目を閉じて綱つな渡わたりをするような行進だった。


　四人は机の脚あしの間を這うように移動した。風力の強い部へ屋やの中央を避よけ、壁かべ沿ぞいに、傾斜した床ゆかを下っていった。時間はかかっても、少しでも安全なコースを選せん択たくしたのだ。


　とはいえ、気が休まる余よ裕ゆうはまったくなかった。身をかがめ、机の陰かげに隠かくれて進んでいたものの、悪あく魔まの目がいつ闇を見通して梓たちの姿すがたを見つけるか、予想できないのだ。


　しゃがみながら歩く四人の頭上では、かがめた頭すれすれのところを横よこ殴なぐりの強風が吹ふき荒あれている。わずかでも身体からだを伸のばせば、たちまち髪かみが巻き上がってしまった。それどころか、下へ手たをすれば身体ごと持っていかれそうになる。


　どれくらいかかったかわからなかった。だが、身を削けずる十数分間の末、四人は講壇の側まで辿たどり着いた。


　そこで梓は伏ふせていた顔を上げ、教室の状じよう況きようを確認するべく机の陰から頭を出した。


　ガンッ


　とたんに、すぐ側で机の板を叩たたく音がした。見つかったのか、と思わず目を閉とじた梓だったが、それは強風に運ばれた、破は壊かいされた椅い子すの背もたれが落下した音だった。


　──落ち着け。落ち着いて。


　梓はもう一度頭を出して辺あたりの様子をうかがった。


　風はまだ吹き荒れ、その透とう明めいな唸うなりが見えそうなほどだった。カーテンは旗のように横になびくか吹き飛ばされるかしている。外から入る薄うす明あかりを頼たよりに、なんとか教室の風景を見ることができた。


　教室は竜たつ巻まきに破壊され尽つくしていた。中央部は特にひどい。はげ山の頂いただきのように、据え付けられていた机は跡あと形かたもなくなり、床ゆかのカーペットまで擦すり切れて、コンクリートの肌はだがむき出しになっていた。


　梓は冷ひや汗あせをかかずにいられなかった。出口の周まわりには数人の人間が重なり合って倒たおれていた。逃にげ遅おくれた者たちだ。かすかに身じろぎしているから死んではいないだろう。だが、立ち上がれる者もまたいなかった。部へ屋やの隅すみでは、少数の者が飛ばされないよう固まりあって弱々しい悲鳴を上げ続けている。無事脱だつ出しゆつできたのは半数程度だった。


　そして梓は教室から講壇へ視し線せんを移した。


　いた。


　講壇上に、宙に泳ぐ男の姿すがたがあった。その距きよ離りはおよそ七メートル。男の顔に意志はなく、こちらに気づく様子もない。さらに視線を動かす。講壇の隣となりの壁かべ。そこに香苗の言っていたドアがあった。


　いま潜ひそんでいる場所からは、ほんの四メートルしか離はなれていない。しかし、その四メートルの間は通路になっており、机はなかった。悪魔のもたらす風と視し線せんから身を隠す場所がない。


　梓はドアについたノブをにらみ、歯を食いしばった。


「よしっ。行くよっ」


　背後でしゃがんでいる三人に声をかけ、梓は机の陰から飛び出した。


　とたんに強風が身体を打った。


　解ほどいたままの髪かみが頭を引っ張るほど強くはためき、ロングのダウンコートが身体の動きを邪じや魔まするように翻ひるがえった。なまじ障しよう害がい物ぶつがない分、尋じん常じようならざる強風が吹ふいている。


　ズッ、と一いつ瞬しゆん足が滑すべり、身体が横に持っていかれそうになる。梓はあわててバランスを取り、体勢を低くして床を蹴けった。両手をつきだしてドアノブをつかみ、そこにしがみついた。


「っく！」


　汗で滑る手でノブを回し、倒れ込むようにドアの向こうに転がり込む。ドアを越こえると、あっという間に風の脅きよう威いは消えた。


　梓はすぐに立ち上がり、ドアを開けたまま、


「来なさい！」


　と三人に叫んだ。


　真っ先に立ち上がったのは久美子だった。久美子はキッと顔を引き締しめ、梓目がけて駆かけ出した。が、梓以上に体重の軽い彼女は、叩たたきつける強風にあえなくぶつかり転てん倒とうした。


「うわっわっ！」


　転んだ久美子の身体が、風の勢いで横に滑った。残っていた由紀と香苗が悲鳴を上げた。


「クミっ！」


「クミちゃん！」


　二人はとっさに机の陰を飛び出し、滑る久美子の身体にしがみついた。三人は互たがいに重なり合って倒たおれ伏ふした。そのまま立ち上がることもできずに、じりじりと風に押おし流されていく。


「いけないっ」


　梓は強風の中に戻もどろうとしたが、危険を感じて思いとどまった。そして、思いついたように、さっき使ったカラオケのマイクを取り出した。


　コードを二重にして強度を確たしかめ、片方の端はしをドアノブに巻き付ける。命いのち綱づなの代わりだ。


　梓は素す早ばやく準じゆん備びを終えると、もう片方の端を手のひらに巻いた。そしてドアの外に踏ふみ出した。


　たちまち強風が梓を叩く。梓は流れに乗りながら、吹ふき飛ばされないよう徐じよ々じよにコードを繰くり出して、三人に近づいた。


　接近する梓に気づいた由紀が、必死に手を伸のばしてくる。梓も腕うでを伸ばし、由紀に手を差し伸べた。


　指先が触ふれた。由紀の指も梓の手をつかみ返してくる。梓は由紀の手をつかむと、ぐっと引き寄せた。由紀は体勢を立て直し、久美子と香苗も由紀にしがみつくことで、それ以上の横よこ滑すべりに歯止めをかけることに成功した。


　──よし。このまま……！


　梓はそのまま由紀の手を引き、コードをたぐってドアに戻り始めた。


　コードはいまにも千ち切ぎれそうだったが、何も体重のすべてをかけているわけではない。梓は足の裏うらに意い識しきを集中し、床を足でつかむような思いで一歩一歩前に進んだ。由紀と香苗、そして久美子は四つん這ばいのままあとに続き、強風に逆らって前に這った。


　そのとき、梓は冷たい電流のような悪お寒かんを感じた。


　──後ろ！


　姿すがたが見えたわけではない。だが梓は、教室で荒あれ狂くるっていた悪あく魔まが、不ふ埒らちな脱だつ走そう者しやを発見したのだと気がついた。悪魔がその首をもたげ、梓たちを見つけて大声で怒ど鳴なるのがわかった。


　不ふ可か視しの悪魔は猛もう然ぜんと梓たちに襲おそいかかった。


　梓は無む我が夢む中ちゆうで三人を引っ張った。そんな梓の努力を嘲あざけり、悪魔は猛たけり狂くるって彼女たちを吹き飛ばすべく側そばに寄った。


　だが、


　命めい脈みやくを絶たつ一いち撃げきが繰り出されるかと思われたとき、急に悪魔はその敵てき意いを畏い怖ふに変えた。梓が逃にげ込こもうとするドアから戦おののくように離はなれ、教室の中央へと退しりぞいていった。


　梓はその一連の動きに不ふ審しんを抱いだく余よ裕ゆうもなく、三人を教室の外に引き上げると、ドアを背中で押おし閉しめた。


　ドアが閉まると、ぶっつりと風の音が遠のいた。梓はドア越ごしに伝わってくる振しん動どうを背に、荒あら々あらしい息をついた。


「た、助かった……」


　ずるずると床に座すわり込こむ。梓は目を閉じ、身体中に汗あせを流しながら肩かたで息をした。


　ドアを抜ぬけた先は階段になっていた。いま四人が息を喘あえがせているのは、その階段の踊おどり場だった。


　踊り場には嵌はめ殺しの窓があり、そこから外を眺ながめた。屋おく外がいは長らく空を覆おおっていた雲が薄うすまり、その雲の切れ目から月がのぞいていた。月はほんの微かすかな月光を投げ、月光は窓から踊り場に差し込んでいた。


　と、梓の腕を、由紀がおずおずと引いた。


「……な、何？　どうしたの？」


　梓はハアハアと息を吐はきながら顔を上げた。


　由紀は神しん妙みような顔で前を向いていた。梓も前を見て、そして息を止めた。


　目の前に、彼──いや、《彼女》が立っていた。


「…………！」


　梓は疲つかれを忘れて立ち上がった。由紀、久美子、香苗の三人は、そんな梓を頼たよるように服の袖そでをつかんで、彼女たちの前に立ちふさがった青い人ひと影かげを見つめた。


　薄うす闇やみの中に溶とけ込こむように、《彼女》は静かに立っていた。フードの奥おくに隠かくれた端たん整せいな顔から、金色の瞳ひとみが真まっ直すぐに梓を見ていた。


　手を伸のばせば触さわれる場所にいる。梓は我われ知しらず泣きそうになった。


「……景ちゃん……」


「いいえ、違ちがいます、妬ましい方」


　銀の鈴すずを鳴らすような、冷え冷えとして透すき通った声が梓の耳に冷たく触ふれた。それは景と同じ音声であるのに、明らかに彼の声ではなかった。


「たとえこの身が彼のものでも、いま、わたくしは彼ではありません」


《彼女》は淡たん々たんと梓に告つげた。その口くち振ぶりからはなんの感情を見いだすこともできない。その態度は、再会したばかりのころの景を連想させた。


「景ちゃん……」


　夢ゆめにまで見た見知った顔から無む表ひよう情じように紡つむがれる言葉。


《彼女》の立ち振ふる舞まいは梓に強い衝しよう撃げきを与あたえた。景が異ことなる人格を得えて梓の前に立ち、初めてその本心を吐と露ろしているかのような錯さつ覚かくがした。かつての暴ぼう君くんを前に、過去の罪ざい業ごうを糾きゆう弾だんするべく断だん罪ざい人にんが現れた──そんな気がしたのだ。
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　梓は泣き声のような、弱々しい掠かすれ声で、


「あなたは、誰だれ？」


　と聞いた。


「わたくしはあなたの影かげ」


　と《彼女》は答えた。


「わたくしは彼にあなたと同じ名前で呼ばれ、しかるのち他ほかの者より《女王》と呼ばれるようになったもの。あなたはわたくしのことを、なんとお呼びになるのでしょう」


「……女王？」


「はい」


「女王って……まさか、セルネットの『無む慈じ悲ひな女王』？」


「はい」


　梓は呆ぼう然ぜんとした。なぜここでセルネットのトップの名前が出てくるのかわからなかった。


「どういうこと？」


　と混こん乱らんしたまま梓はつぶやいた。


「あなたは……あなたはいったいなんなの？　あなたはあのとき、わたしの中にいた。それから景ちゃんに乗り移った。あなたは何？　わたしの影ってどういうこと？　どうしてセルネットがでてくるの？　なんで景ちゃんに乗り移ったのっ？　いったい……いったい全体、何がどうなってるのよっ！　あなたいったい、なんなワケっ!?」


　思いつくまま疑問を口にした梓は、最後には髪かみを振ふり乱して金かな切きり声を出した。そして、言葉の勢いのまま、女王に詰つめ寄ろうとした。だが、両側から腕を引かれて、前に出ることができなかった。


　目を険けわしくして振り向くと、久美子と由紀と香苗が、梓の腕をつかんでいた。久美子は梓と目を合わすと、血の気の引いた表情で、しかしきっぱりと首を横に振った。


「みんな……」


　梓は固まり、かろうじて冷静さを取り戻した。大きく深しん呼こ吸きゆうし、無む理り矢や理り動どう悸きを静めた。


　──耳の奥おくがジンジンする……膝ひざが笑ってる……指の震ふるえが止まらない。


　緊きん張ちようと安あん堵どと動どう揺よう。二転、三転するあまりの混乱に、身体からだがパニックを起こしているのだ。梓は目をきつく閉とじ、せめて頭だけでも集中しようとした。


「……教えて。あなたは何者なの？」


　気持ちを落ち着かせてから改めて尋たずねる。


　女王は答えた。


「わたくしは、あなた方の言うところの『悪あく魔ま』です」


「悪魔ですって？　悪魔ってあの、景ちゃんの〝影〟や、さっきの教室の奴やつみたいな？」


「はい。本質的には同じものです」


「そんな……」


　梓は絶句して頭を振った。


「でも……全然違ちがうじゃないっ？　あなた、自分の意志を持ってるわ。それにカプセルがなくても召しよう喚かんされてる……いやそれ以前に、誰だれの悪魔なの？　誰が召喚──まさかっ、わたし？　わたしがあのとき、あなたを召喚したの？」


「いいえ」


　必死で問いかける梓に、女王は冷めた口く調ちようのまま、抑よく揚ようなく返答した。


「わたくしを在あらしめたのは、いまは亡なき夢ゆめ見み人びとと二人の残ざん留りゆう者しや。わたくしを成なさしめたのは、いま共にある王国の語り手。あなたはわたくしの雛ひな形がたです。ですがそれとて、あなたの意志の及およばぬ結果。すべてはあなたの知らぬ夜の世のこと──」


　と、ここで初めて、女王の声に微び妙みような──本当に微々たる変化があった。


「あなたはいつも陽ひの下を歩いてこられた……そのまま進めば良いものを。なぜこのような夜を出歩くのです。あなたのような強い方は、何もかように幽かすかな道を選ばれずとも……」


　そう言葉を切り、女王はフードの奥から梓の顔を見つめた。


　景と同じ顔。景と違ちがう黄おう金ごんの双そう眸ぼう。その特とく異いな金色の瞳ひとみに、有るか無きかの情意があった。そして驚おどろいたことに、その感情は梓に対する「非ひ難なん」であるようだった。


「ま、待って。あなたの言ってること、何もわからないわ」


　──それに……


　いつも陽の下を歩いてきた。彼女はそう言った。だが決してそんなことはない。一昨日おとといまでの梓なら、あるいは頷うなずいたかもしれない。しかしいまの梓は、女王の言葉を聞き流すことはできなかった。


「わたしは……わたしはいつも陽の下を歩いてきたわけじゃない。あなたはよく知ってるはずよ。わたしの過去を見たじゃない。わたしは……わたしは汚きたない人間だわ。欲よく深ぶかくて……自分勝手で……大だい事じな友達にあんなことを」


「しかし、あなたは忘れていたではありませんか」


　ぼそりとつぶやいた一言が、断だん頭とう台だいの刃やいばのように梓の心を真っ二つにした。


「……な」


「たとえ過去に自責することがあったにせよ、あなたはそれを忘れて、しっかり陽ひの下を歩いてこられた。太陽の光に耐たえられるよう、己おのれの傷きずを庇かばってこられた。ちゃんとご自分で片かたをつけられた」


「そんな……それは、だから……」


「あなたは『強い』方です」


　断定するように言い放はなち、女王は眼がん光こうをきらめかせた。


「あなたは強い方です。ならばそれに相応ふさわしい世界に在あればよろしいではないですか。なぜ、かくも弱く密ひそかな世界に足を入れられるのか。なぜこの仄ほの暗ぐらい世を乱そうとなされます。本来あなたには必要のないもの。それほど……この方に未練がおありか？」


　最後の一言に、梓はハッと身じろぎした。すでに女王からは、先ほど見えたかに思えた感情の芽めは、跡あと形かたもなく消えていた。そこにあるのは、例の透とう明めいな瞳ひとみだった。何もかも見み透すかすような金色の瞳だけが、梓の思いを鏡のように梓自身へと跳はね返していた。


　そのときだ。


　踊おどり場を包んでいた夜の静せい寂じやくが、けたたましいサイレンによって破られた。回転するライトの光が、踊り場の窓から周囲を切り裂さいた。


「警けい察さつ!?」


　と由紀が狼ろう狽ばいして叫さけんだ。深夜とはいえ、これほどの騒さわぎを起こしたのだ。付近の住民が通報したのかもしれない。


　由紀を始め、三人の顔に焦あせりが生じた。三人は家出中の身だ。捕つかまれば家へ連れ戻もどされる。そうでなくとも、この深夜に予よ備び校こうにいるだけでも不ふ法ほう侵しん入にゆう罪ざいに問われるだろう。何より、後ろの教室にはカプセルなどのドラッグが散乱している。


「逃にげよう！」


　切せつ羽ぱ詰つまった声で、由紀が梓の腕うでを引っ張った。香苗も切せつ迫ぱくした面おも持ちで「梓さん！」と懇こん願がんした。


　しかし梓はすぐに動けなかった。じれた由紀が梓の腕うでを激はげしく揺ゆさぶったが、それでも梓は女王から顔を背そむけることができなかった。


「……先に行って」


「ば、馬ば鹿か！　何言ってんのよっ。あんたも捕まれば、タダじゃ済すまないよ！」


「そうですよ、梓さんっ。誰だれだか知りませんけど、そんな人に構かまわないで。一いつ緒しよに逃げてください」


　二人はなお梓を連れて行こうと試みた。だがやはり梓はその場を去ろうとしなかった。


「いいから。わたしもあとを追うわ。先に行って。ほら！」


　梓は女王に対たい峙じしたまま叫んだ。


　階下から警官の怒ど鳴なり声が聞こえてきた。参加者たちの抵てい抗こうの声も聞こえる。由紀は「もうっ」と唸うなり、


「知らないからね！」


　と言い残して階段を駆かけ下りた。香苗も最後に梓に振ふり返り、「急いでください」と告つげて由紀のあとを追いかけた。


「クミちゃんもっ。行って！」


　一人だけ動かない久美子を梓が促うながす。ところが久美子は頑がんとして梓の腕を放はなさなかった。


「クミちゃん！」


「ダメだよ。逃げんなら梓ちんも一緒だかんね」


　そう言って、今度は両手で梓をつかむ。梓が往おう生じようしていると、女王が顔を傾かたむけてフードの奥おくに瞳ひとみを隠かくした。


「臣しんが呼んでいます。わたくしはもう行くことにします」


「待って！　まだ話は終わってないわ」


　梓はとっさに女王のウィンドブレーカー目指して腕を伸のばした。しかし女王は梓の指先を躱かわし、長い衣ころもを音もなく翻ひるがえして階段を数段駆け上がった。


「待ちなさい！」


　手すりをつかんで梓が呼び止める。


　女王は一いつ瞬しゆん、足を止めて振り返った。そして、


「では明晩お会いしましょう。葛根東高の書庫でお待ちします」


「書庫？」


　梓が聞き返す間もなく、女王は素す早ばやい身のこなしで上階の闇やみの中に身を投じた。青いウィンドブレーカーは、すぐに溶とけて見えなくなった。


　──明日の晩……


　梓はじっと女王の消えた暗闇を凝ぎよう視しした。


「梓ちん！」


　と久美子が注意を促うながす。梓は振り向いて頷うなずいた。


「わたしたちも逃げよう」


　決然と言う梓の顔に何を認みとめたのか、月明かりの下、久美子は満足そうに笑った。





　　　　２





「……遅おそかった！」


　水原の運転するスクーターから飛び降りた千絵は、警官とパトカーに囲まれたビルを見て悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんだ。


　つい先ほど、水原の情じよう報ほう網もうに、市内にある予備校で事じ件けんが起きたという知らせが飛び込んで来た。その事件に、悪あく魔まが関かかわっているらしいと聞いた二人は、互たがいに連れん絡らくを取り合い、明け方近いこの時間にそれぞれの家を飛び出してきたのである。


　現場にはパトカーが二台。無線で連れん絡らくする警官が数名。捕とらえられた若わか者ものもかなりいる。それを遠巻きに眺ながめる野や次じ馬うまが十数人立っていた。


　できることなら警けい察さつが到とう着ちやくする前に中に入りたかったのだが、いまさらいっても仕方がない。こうなっては離はなれた場所から事の概がい要ようと顚てん末まつを見守るよりなかった。


「セルネットの押おさえがなくなったとたんにこれだ。もしまだ中で悪あく魔まが暴あばれてるなら、えらいことになるぜ」


　スクーターの二人乗りで夜道を走ってきた水原は、外したヘルメットを手に抱かかえたまま、厳きびしい面おも持ちで予備校を見上げた。すでに警官は建物内に突とつ入にゆうしている。中にいるのがラリった悪オ魔ー持ナちーだとすれば、悪魔と警官の衝しよう突とつという最悪の事態となることも考えられた。


　千絵は水原の危き惧ぐしていることを正しく理解していた。だが、その点に関しては何も不安を口にしようとしなかった。
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「もしそうなるとしても、いま私たちにできることはないわ」


　千絵はそう割り切り、捕まった者たちの中に梓の姿すがたがいないか、遠くから調べてみた。


　もしやという悪い予感もあったのだが、幸い逮たい捕ほ者しやの中に梓は見あたらなかった。千絵はひとまず胸をなで下ろしたが、それはまた、長く重苦しい待機状態に戻もどることを意味していた。


「どこにいるのかしら、梓さん……」


　千絵は拳こぶしを胸に抱だくようにして、気がかりな嘆たん息そくをもらした。水原はそんな千絵を横目に見ながら、どこかに何か手がかりを求める手段は残っていないだろうかと、これまで幾いく度ども繰くり返した自問自答に戻っていった。


　と、スクーターにまたがったまま思案に暮くれていた水原は、ビルの側の路ろ地じ裏うらへ消えようとする、二つの人ひと影かげを偶ぐう然ぜん見つけた。


　その二人は、路地の陰かげに隠かくれたまま、切せつ迫ぱくした様子で予備校の方を見つめていた。早口で何かを喋しやべり合っているようだが、その声までは聞こえてこない。怯おびえた様子で忙せわしなく周囲をうかがっているわりに、その場を動こうとしなかった。どうも何かを待っているように見える。


「なんだ？」


　もっとよく見ようと水原が身体からだを伸のばす。その動作で、二人いる片方が、彼が見ていることに気づいた。狼狽うろたえた動きで、もう片方を引っ張って路地裏に姿を消した。


「…………」


　二人の不ふ審しんな挙きよ動どうを見た瞬しゆん間かん、もう何時間もずっと藁わらをもつかむ思いでいた水原は、反はん射しや的てきに二人を追ってアクセルを回していた。


「ちょっと。水原っ？」


　急に飛び出した水原を、慌あわてて千絵が呼び止める。しかし水原はスクーターを止めなかった。


　水原はエンジンを唸うならせると、二人が逃にげ込こんだ路地裏の反対側に先回りした。スクーターが路地を抜ぬける道を塞ふさいだとき、路地裏の角からさっき見た二人が現れた。


　二人はまだ中学生ぐらいに見える少女だった。進路を妨ぼう害がいして立ち塞ふさがる水原を見ると、短い悲鳴を残して来た道を逃げ戻った。


「……ガキか？」


　水原はトントンとハンドルを指で叩たたいた。


　特に思うところがあって後を追ったわけではない。逃げ出すからには後ろめたいことがあるのかもしれないが、ひょっとすると単にこちらを怖こわがっているだけなのかもしれない。


　だが、この時間にこの場所にいたということは、あの予備校から逃げ出してきた可能性が高い。中で何があったか聞き出せるかもしれない。


「一応お茶には誘さそってみるか」


　水原はそう独ひとりごちて、再さい度どスクーターを前進させた。


　角を曲がったところで、水原はブレーキをかけた。二人の少女は、今度は前方を仁に王おう立だちになった千絵に阻はばまれ、進しん退たいきわまっているところだった。千絵も、水原が飛び出したあとを追ってきて、彼の行動の理由を察知したらしい。


「心配しないで」


　と千絵が二人に話しかけた。


「私たちは話を聞きたいだけなの。警察に突つき出したりしないし、何も言わないわ。ただ、あの中で何があったのか教えてくれないかしら」


　二人の少女は互たがいに固く身を寄せながら、ありありとした警けい戒かい心しんを浮うかべて千絵をにらんでいた。


「んだよ、テメエらっ」


　と、白いセーターを着た方の少女が精せい一いつ杯ぱい虚きよ勢せいを張った声こわ音ねで怒ど鳴なった。


「サツでもねえくせに、何なに様さまのつもりだよ。どけよ、そこ！」


「まあまあ、なんて口利きくんだい。カワイコちゃん」


　水原が苦笑して言った。


「俺おれが何様と聞かれたからには、答えぬわけには参るまい。美女と美少女とその他ほかの女性──カッコ上限三十五の味方。人呼んで葛根東のミスター軽けい薄はく。お望みとあれば、優やさしいお兄にいさんコースからアバンギャルドなアダルトコースまで、なんでも取りそろえてお相手するよん」


　無む理りからぬことだが、少女は憤ふん慨がいした。怒いかりと、それよりずっと強い焦しよう燥そうのこもった目で、焼き殺すように水原をにらんだ。


「私らは急いでんだよ、このクズ！　ナンパなんざ、よそでやりなっ」


「……その通りよ、水原。長い人生で一時期ぐらい真ま面じ目めなままでいられないの？」


　少女の罵ば倒とうに深く賛さん同どうの意を表し、千絵はジロリと白い眼まな差ざしを向けた。


　水原は堪こたえた様子もなく、ちっちっちと指を振ふった。


「俺はいつでも真面目だよ、千絵ちゃん。いま言った言葉にはただの一つも噓うそ偽いつわりはございません。もし望まれれば、その言動一いつ致ちぶりを千絵ちゃんにも直接見せてあげよう」


「だから、その言動そのものが不真面目だって言ってるの。……何が『よん』よ」


　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした顔で、千絵は忌いま々いましそうに水原を無む視しして、二人の少女に向き直った。


「ごめんなさいね。あいつが馬ば鹿かなのはほっといて。あなたたちには半径三メートル以内に近寄らせないから。ほんとに話を聞かせてくれるだけでいいの。もちろんお礼もするわ。だから、ね。お願いできない？」


　千絵は精一杯の誠せい意いを込こめて二人を説せつ得とくした。


　ところが、ふと気づけば、直前までの触ふれれば火傷やけどしそうだった敵てき意いと反発が、二人の間からすっかり失うせていた。二人は半はん信しん半はん疑ぎな驚おどろきを浮うかべて、顔を見合わせていたのである。


「……ど、どうしたの？」


　やや拍ひよう子し抜ぬけした千絵が尋ねる。


　さっき罵ば声せいを浴びせた少女が、


「……あいついま『千絵』って言った？　ひょっとして、葛根東の海野千絵？」


　千絵の顔に、しまった、という表ひよう情じようが浮かんだ。


　自分の勇名はカプセルユーザーの間ではそれなりに知られている。もし彼女たちが予想通り予備校内にいたのだとすれば、ユーザーである可能性は高い。いたずらに警戒されることになりかねない。


　しかし千絵の懸け念ねんは杞き憂ゆうに終わった。少女は、千絵と、そして水原が思いも寄らない言葉を口にしたのだ。


「……なら、『梓』って知ってる？」


　千絵はぽかんと立ち尽つくした。後方の水原が思わず立ち上がって、スクーターと一いつ緒しよにアスファルトに転てん倒とうした。
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　二人の少女は、由ゆ紀きと香か苗なえと名乗った。


　呼びかけは穏おん和わで理知的に始められた千ち絵えと彼女たちとのコンタクトだったが、二人の口から梓あずさの名を聞き、二人が中学生で、しかも家出中で、ここ数日ジャンクフードしか口にしておらず、あろうことか入浴もしていないと判明するにつれ、千絵の態度からは穏おん和わさも理知的振ふる舞まいも消え失うせていった。


　千絵は水みず原はらと共ともに、わめく由紀を押おさえつけ、怯おびえる香苗を引きずって、自宅まで連行した。そして、話が違ちがうとののしる由紀をたっぷりと湯の入った浴よく槽そうに沈しずめ、もう食べれませんと後ずさる香苗に鍋なべ一いつ杯ぱいの肉じゃがと味み噌そ汁しるを詰つめ込こんだ。それから、ぜひご相しよう伴ばんをと手を擦こする水みず原はらを予よ備び校こうの見張りに送り返し、二人をベッドに押しつけて、最低限の睡すい眠みんを取らせた。


「だから、聞けよババア！　まだ一人、あの中に残ってるって言ってんだろ！　こんなとこで寝ねてる場合じゃねーんだよ！」


「何度も聞いたわよ、由紀さん。その久く美み子こって子と一いつ緒しよに、梓さんがいることもね。そして、梓さんが一緒にいるのなら、その子は絶対に大だい丈じよう夫ぶ。警けい察さつからも、セルネットからも、間ま違ちがいなく逃にげ延のびてるはずよ。もちろん私たちも捜そう索さくしてるから、あなたは安心して眠ねむりなさい」


　その後も、悪態と説得は小一時間に及およんだが、結局は年少者の敗北に終わった。前もって、有う無むを言わさずに食事と入浴を与あたえた千絵の戦略勝ちだろう。


　二人が寝ね入いったのを確かく認にんすると、千絵は水原と連れん絡らくを取り合い、少女たちが暮くらしていたというカラオケボックスの方にも様子を見に行かせた。


『駄だ目めだな。こっちにも戻もどってない』


　携けい帯たいの向こうから、気落ちする水原の声がした。


『ソファには着き替がえに洗せん濯たく物もの。テーブルには菓か子しの袋ふくろにペットボトル。床ゆかはゴミと雑誌。なかなか壮そう絶ぜつな有様だぜ。おっと、酒まであるじゃねえか』


「書き置きの類たぐいもないの？」


『ちょっと待ってくれ。こう散らかってちゃ……うーん、ねえなあ。第一、書き置きするなら、すぐ目に付くとこに置くだろ』


「……そうね」


　梓が会場から無事逃のがれたとすれば、どう行動するか？　あいにく、少女たちは携帯電話を持っていなかった。はぐれた二人と合流するために、必ずカラオケボックスに戻るはずだ。


　千絵は時計で時刻を確認した。もうすぐ午前十時になる。由紀と香苗を保ほ護ごしてから、すでに五時間以上経過していた。カラオケに戻っていなければおかしいころだ。それとも何かトラブルがあったのだろうか？


『こりゃ、下へ手たすると警察に捕つかまってるって線もあり得るな』


「一応上うえ田ださんにはメールしておいたから、もし予備校で梓さんが警察に捕まってたのなら連絡が来るはずよ。まだ何も応答がないってことは、警察に捕まらず逃げ延びたんだと思う」


　梓は久美子と一いつ緒しよだった。その久美子は家出中で、もし警察に捕まれば実家に連れ戻されることになる。梓は久美子が家出していることに対しては否ひ定てい的てきな意見を持っているかもしれないが、少なくとも本人が自分の意志で帰ることを選せん択たくしない間は、警察に補ほ導どうされて連れ戻されるような目には遭あわせないよう努めるだろう。


　──何か他ほかに来られない理由が？


　一番恐おそろしいのは、やはりバールたち執行細胞フアースト・セルの存在だ。まだ詳くわしくは聞いていないが、由紀らの話では、昨日きのうの騒さわぎの原因は、パーティーに闖ちん入にゆうした『ベリアル』という人物が巻き起こしたらしい。


　──もし梓さんが彼らの手に落ちたのなら……


　こちらとしては打つ手がない。こうなる前に梓を保護したかったのだが……千絵はジリジリとして唇くちびるを嚙かんだ。


『どうする？』


　電話の向こうで、カラオケボックスの水原が尋たずねてきた。


　──『あいつは一度梓ちゃんを放ほうりだしている。もしまだ利用する気なら、あそこで俺おれたちに梓ちゃんを返したとは思えねえ』


　昨日水原はそう言った。千絵も基本的には同意見だ。ただ、彼らは梓に用がなくとも、梓の方から彼らに接せつ触しよくする可能性は高いのである。何しろ彼らは、景けいに迫せまるもっとも有力な手がかりだ。


　──けど、いま梓さんは一人じゃない。梓さんが中学生の女の子を連れたまま彼らを追うとは考えられない。


「……そうね。悪いけど、水原はしばらくそこにいてちょうだい。梓さんが無事だとしたら、遅おそかれ早かれそこに来るはずだわ」


『書き置き残すんじゃ駄だ目めか？　俺としちゃあ、昨日の件に関して情じよう報ほうを探さぐりたいんだがな』


「まだ動く気なの？　少しは休みなさいよ。気力だけで動くほど、身体からだは都合良くできてないって、昨日あなた言ったじゃない」


『それは他ほかにできることがないときの話だ。もしかしたら、梓ちゃんに関かんすることがわかるかもしれないんだぜ？』


　軽い口く調ちようで水原は言った。電話の向こうで肩かたをすくめる仕し草ぐさまで伝わってくるようだ。


『伝言だけじゃ心配か？　確たしかに、梓ちゃんが俺たちを避さけてるとしたら、伝言を置いてくだけじゃ効果ないだろうな』


「それは……」


『だけど、いまなら梓ちゃんの側そばには久美子って子がいる。伝言を無む視ししたりはしないさ』


「…………」


　千絵は迷まよった末、水原の案に乗った。梓が何かのトラブルに巻き込まれている可能性がある状じよう況きようでは、水原の収しゆう集しゆうする情報が貴き重ちように思えたからだ。


　千絵が頼たのむと水原は快かい諾だくし、書き置きを残してカラオケボックスを後にした。


　水原は昨日、昼間に二、三時間程度の仮か眠みんしか取っていない。夜は深夜を過ぎても情報網もうに目を凝こらし、予よ備び校こうの騒さわぎを聞きつけてからは、ずっと出歩きっぱなしだ。落らく雷らい騒ぎのあった日も、その後の対応に奔ほん走そうしてほとんど寝ねていない。聞けば、その前日もIXＣナイン・シーの誘ゆう導どうと襲しゆう撃げきへの備そなえのために一いつ睡すいもしていないという。ただ寝ていないだけでなく、この間の働きぶりは相当なものだし、何より心身に受けていたプレッシャーは一方ならぬものだったはずだ。本人を前にしては口が裂さけても言わないが、千絵は水原の尽じん力りよくに心底感かん謝しやし、頼たよりにしていた。


「私も、のほほんと構かまえちゃいられないわ」


　千絵は自分のベッドを占せん領りようしている二人の少女をのぞいた。彼女たちも、短くない家出で心休まることが少なかったのだろう。あれだけ抵てい抗こうしていながら、いまは二人とも泥どろのように眠ねむっている。


　千絵は二人がまだ起きる気け配はいがないことを見て取ると、そっと部へ屋やを出た。


　二階の自室から下に下りれば、リビングでは母親がテレビを見ていた。娘むすめの奇き行こうに関しては何年も前に観念しており、明け方近くになって中学生二人を連れてくる程度のことでは驚おどろきもしない。理解ある両親、と千絵は言うが、要するに達観せざるを得えなかっただけである。


　千絵は二人のことを母親に頼たのむと家を出た。


　今日きようもまた冴さえない曇くもり空だ。千絵はコートの襟えりを合わせて、思し索さくにちょうどいい速度で歩き始めた。


　──避けてる、か。


　水原の一言は、千絵が後回しにしていた疑問に直面させる一言だった。


　どうして梓は彼女たち三人の家出少女と一いつ緒しよにいたのか？　なぜ親にも千絵にも連れん絡らくをよこさなかったのか？


　──聞いた限りでは、梓さんが何かに操あやつられてる様子はない。


　予想はしていたが、梓はやはり自分の意志で失しつ踪そうしたのだ。いったい何があったのか。引っかかるのは、「ごめんなさい」という梓の寝ね言ごとだった。


　──あれは、どうしても物もの部のべくんに対する謝しや罪ざいとしか思えない。


　しかし、なぜ？　何を謝あやまることがある？　梓はずっと彼のことを気にかけてきた。ずっと彼のために行動してきたはずだ。


　──何かを失敗した？　例たとえば、彼の足を引っ張るようなことを？


　景は建けん設せつ予定地での乱らん闘とうから姿すがたを消していた。そのことに関係があるのだろうか？　梓が彼の不利になるようなことをしてしまい、その結果彼がいなくなったのだとしたらどうだ？


　一番ありそうなのは、梓が例れいの《夢む魔ま》に取り憑つかれ、それを景に移したことを悔くいているという場合だ。みすみす敵てきの悪魔を届とどけてしまったことを謝っていたのかもしれない。


　──でも……それなら梓さんは私に黙だまってない。それこそ、いままで隠かくしてたことを打ち明けてでも、彼を捜さがすために協力を求めるはずだわ。


　千絵に助けを求めるでもなく、それどころか自分一人でいなくなった景を捜すわけでもなく、ただ悲ひ嘆たんにくれたまま家出中の少女たちと行動を共にする。これは、あまりにも梓らしからぬ行動だ。そこにいったいどのような理由があるのか、にわかには想像もできない。ただ、「ごめんなさい。ごめんなさい」という身を削けずるような梓の言葉が、千絵の胸中でこだまするのみだった。


　他ほかならぬ親友があれほど懊おう悩のうに苛さいなまれているというのに、力になってやれないのか。そう思うと、千絵は無力感に潰つぶされる思いがした。


「ええい、くそっ。しっかりなさいっ」


　と千絵は自みずからを叱しつ咤たした。


　卑ひ下げしてみても始まらない。昨日も誓ちかったではないか。自分の感かん傷しようなどどうでもいい。いま必要なのは、めそめそ悩なやむ友達ではないのだ。


　千絵はさっき自分が考えたことを、言い聞かすように口にした。


「いま梓さんは一人じゃない。梓さんが中学生の女の子を連れたまま彼らを追うとは考えられない」


　ならどうするか？　自分が動く間、どこか安全な場所に隠かくれさせるはずだ。


　──うん。そうよ。


　いま、梓が安心して使える場所。その数は限られている。


　千絵はまず梓のマンションに電話した。出たのは母親だった。梓はまだ戻もどってこず、病院からも警察からも、なんの連れん絡らくも来ないらしい。憔しよう悴すいしている梓の母に、彼女のことを黙だまっているのは良心が痛んだ。しかし千絵はあえて何も言わず、慰なぐさめの言葉だけで電話を切った。


　次には、念のため清きよ井い美み加かにも確かく認にんを取った。やはり梓から連絡はなかった。


　──家じゃない。美加さんでもない。


　とすると残るは二つ。一つは景のマンション。もう一つは離はなれだ。


　両者の内、マンションには鍵かぎがかかっている。千絵は昨日きのう、梓の行方ゆくえを追う過程でマンションを二度訪おとずれており、そのことは確認済ずみだった。梓は合い鍵を持っていたが、病院から抜ぬけ出したときには、手元になかったはずだ。


　──なら……


　千絵は景の離れに向かった。


　移動し始めて気づいたが、景の離れなら、予よ備び校こうからカラオケボックスに戻るよりずっと近い。それだけ、一時的に身を隠すには適てき当とうな場所だといえる。


　近づくにつれ、期待と不安は高まっていった。それは、狭せま苦くるしい通路を抜け、離れを目にしたとき頂ちよう点てんに達した。


　千絵は足を止めた。


　マンションの裏うら手てに人知れず建たつ、古びた木もく造ぞうの小屋。鎖くさりで出入りを封ふうじられた小屋の前には一枚の立て看かん板ばんがあり、千絵自身が書いた『関係者以外立たち入いり禁きん止し』の文字が並ならんでいた。ここは、帰国した梓が景と再会した場所であり、千絵が初めて梓のことを知った場所でもある。


　近づき、そしてふと見やった視し線せんが釘くぎ付づけになった。


　千絵は昨日、誰だれかが来らい訪ほうしたらわかるように、目立たないようドアの間に紙切れを挟はさんでおいたのだ。それがいま、下に落ちている。


　急に心しん臓ぞうが脈みやく打うちだした。真っ先に湧わいた感情は、意外にも気き後おくれだった。梓が自分を避さけている事実が、千絵をして萎い縮しゆくさせていた。


　だが、千絵は前に進んだ。


「スウウ」


　と、引き戸を前にして一度大きく息を吸すう。そして戸に手をかけ、開けた。


　ガララ、と引き戸は予期せぬ大きさの音を響ひびかせた。


　中に動く者がいた。寝ねころんでいたところを、しっぽを踏ふまれた猫ねこのように飛び起きたのは、髪かみを赤く染そめ、紺こん色いろのピーコートを着た、一人の女の子だった。


「うわああっ。誰だれっ。誰よ、あんた？　他ひ人とん家ちに勝手に入ってこないでよ！」


　部へ屋やにいるのは彼女だけだった。千絵は思わず息をついて苦笑した。


「もうっ。出てけってばぁ！　ここ、空あき屋やじゃないんだかんね！」


「知ってるわ。私の知り合いの家ですもの」


　千絵が優やさしくほほえみかける。少女は「へ？」と動きを止めた。


「久美子さんね。初めまして。私は海野千絵。梓さんの──相あい棒ぼうよ」





　　　　◆◆◆◆◆





　女王と対面したあと、梓は久美子を連れて予よ備び校こうから脱出した。ただ、二つばかりアクシデントがあった。一つは先に行った由紀や香苗とはぐれてしまったこと。もう一つは暴ぼう風ふうに倒たおされたとき、久美子が足を挫くじいていたことだ。


　脱出したときには、すでに予備校は警けい察さつに包囲されていた。まだ日も昇のぼらない未明だ。梓と久美子が、由紀や香苗を捜さがして周囲をうろついていれば、たちまち警官に見つかって補ほ導どうされることになる。そこで梓は仕方なくその場を離れることにした。ただし、すぐに離はなれようとすれば、やはり見つかることになるので、梓と久美子は一度隣となりのビルに忍しのび込み、そこで包囲が弱まるのを待ってから輪を抜ぬけ出すことにした。


「どのみち、二人ともカラオケに戻もどるはずよ。そこで落ち合えばいいわ」


　できればすぐにもカラオケボックスに行きたかったが、久美子の怪け我ががある。戻ってもあそこには薬など置いていなかった。かといって店で買う金もない。そこで思いついたのが、景の離れだった。


　梓は以前景の離れを訪おとずれた際、そこに救急箱が置かれていたのを見つけていた。そこで離れを借り、薬を使わせてもらうことにしたのだった。


　──まさか、こんな風にして、ここに来ることになるなんて。


　梓一人なら絶対に来なかっただろう。そしてまた、女王と会っていなければ、やはり来なかったに違ちがいない。自分が過去何をしたのかを思い出してから、梓は景と接せつ触しよくすることに強い恐きよう怖ふを抱いだいていた。それが、女王と話したことで、少しだけ薄うすまったようだった。


　久美子に手を貸しながら離れに移った梓は、さっそく彼女の足を手当てした。久美子は足の痛みなどどこ吹ふく風と、好こう奇き心しんに瞳ひとみを輝かがやかせて、離れの様子を眺ながめていた。


「ここって、梓ちんの離れじゃないよね？　なんか秘ひ密みつの隠かくれ家がな感じぃ」


「……そうね。ここは昔むかしはほんとに秘密の隠れ家だったんだ」


　無む邪じや気きな久美子につられて、湿しつ布ぷ薬やくを貼はっていた梓は目を細くした。


「昔はね。わたしも家出とかしたいって、ずっと思ってたんだ。それで、何かやなことがある度たびに、ここに籠こもってたの」


「独ひとりで？」


「……ううん。友達と、二人で……」


　答えながら、梓は久美子の足首に包帯を巻いた。


　そういえば、ずっと前にもここで景に包帯を巻いたことがあった。


　あれは何かの遊びをしていて、景が指を切ったときだ。バンドエイドで十分な傷きずだったにもかかわらず、梓は塗ぬり薬ぐすりを山ほど塗ぬりつけ、指のみならず手首まで埋うまるほど包帯でグルグル巻きにした。


　右手が使えなくなった景は大いに難なん渋じゆうしたが、何かするときは代わりに梓が手を貸した。お菓か子しの封ふうを二人で切ったり、マンガのページを二人でめくったり。最後には、わざわざ二人で顔を洗ってみたり、自転車の二人乗りに挑ちよう戦せんしたりもした。


　感かん謝しやしてよね。わたしがいなかったら、景ちゃん、何もできなかったんだから──


　自分が右手を使えなくしておいて、梓はずいぶんと勝手なことを言ったものだった。そして景はもちろんいつもの通り、優やさしい梓に頭を下げるのだ。


　梓は景が勝手に包帯を解とくことを許さなかったし、景は何をするときでも梓が手を貸してくれるまでのんびりと待っていた。結局景は親に叱しかられるまで、三日間も右手を使えないまま過ごした。


「……梓ちん」


「……え、何？」


「これ」


　久美子は優やさしく笑ってハンカチを差し出した。梓は自分が涙なみだを浮うかべていることに、ようやく気が付いた。


　梓は「ありがとう」と言ってハンカチを受け取った。久美子は何も言わずに待ち、梓が涙を拭ふき終えると尋たずねた。


「ここさ。その友達の離れなんだ？」


「……うん」


「ひょっとしてなんだけど。それって昨日きのうの人？　女の子みたいな男の子の」


「…………うん」


「梓ちん。あの人、好きなんだ？」


「…………」


　梓の視し線せんが両手に持ったハンカチに落ちた。しばらくして、


「うん」


　と小さく頷うなずいた。


　そして梓は、いまさらながらに気が付いた。


　──わたしは景ちゃんが好きなんだ。


　いまのいままで、そうと意い識しきしたことがなかった。しかし、一度意識してしまえば、その事実の前にはいかなる欺ぎ瞞まんも通用しなかった。


　自分にはそんな資し格かくはない。そんな思いを抱いだくのは恥はじ知しらずなことだ。そう再さい確かく認にんしてみたところで無む駄だだった。これまで、自分が景に構かまうのは、責任感や義務感。景を捨てて渡と米べいした罪ざい悪あく感かんだと思っていた。でも、なんのことはない。そんなものは建たて前まえだ。


　自分は小こ狡ずるく厚こう顔がんな恥知らずだが、景のことが、好きなのだ。


「わたしね。父とうさんの実の子供じゃないんだ」


　と梓は穏おだやかな口くち振ぶりで話した。


「そのことって、わたしが小学生のときにわかってさ。それで父さんと母かあさんの仲がこじれちゃって。わたしもなんか、自分のこと、どうすればいいのかわかんなくなっちゃってさ。この家にいていいのかな、なんて思って。強がってなんでもない顔してたけどさ。友達もいなかったし、家にいちゃいけなくなったらどうしようって、ほんとはいつも泣き出しそうだったんだ。そしたらね。その子がわたしの友達になってくれて。この離れを二人の秘密の場所に……王国にしようって。二人でここにいようって言ってくれたの」


　梓の視線が当時を思い出すように部へ屋やの中をさまよった。


　初めてこの離れに入ったときの冒ぼう険けんの予感。埃ほこりに閉とざされた段ボールの山や、荒あれ地のようにささくれた畳たたみ。


　汚よごれた窓から入る光は、うっそうとした森に差し込む陽光のようで、舞まい散る埃の粒りゆう子しをきらきらと輝かがやかせた。滲にじんで見えるガラス越ごしの雑ぞう木き林ばやしは、どこか異い国こくの樹じゆ海かいのようで、沼ぬま地ちと化した水田は、人の手の入らない古代の泉いずみのように見えた。


　入り口を振り返れば、離れの扉とびらを開けた景がいる。


　とっておきの秘密を打ち明ける、恥ずかしそうな、誇ほこらしそうな少年の顔。いまもはっきりと思い出せた。顔を上げればそこに、あのときと同じ表ひよう情じようを浮うかべた少年が立っているようだ。


「うれしかった──そんな風ふうに言われたの初めてだったから。それに楽しかった。その子、優やさしい子でね。そのころのわたし、親がいがみ合ってたから、すごく尖とがってたんだ。でも、わたしが意地悪しても、その子はなんにも言わないの。そのうち、わたしの方が悪い気がしてきて、あ、いまのは謝あやまらなきゃ、とか思うんだけど、その子は、なんでわたしが謝るのかわからないって顔してるんだ。それで、なんか腹はらが立って、結局また意地悪して。そんなことばっかりしてた」


　遠い目をして梓は言った。


　黙だまって聞いていた久美子は「おのろけだ～」と梓を茶ちや化かした。


　梓は微び苦く笑しようし、首を振った。


「でもね。いつからか、その楽しいことが、楽し過ぎるから不安になっちゃって。言ってることわかるかな？　この子がいなくなったら、わたしはどうなるんだろう。この子に嫌きらわれたら、わたしどうしようって。……その子、クラスでいじめられてたんだ。わたし、それを助けて仲良くなったの。仲良くなってからもずっと助けてたんだけど……いつからかね。その子がいじめられてるのを見て、安心するようになってたわ。だって、その子がいじめられてる限り、その子はわたしの助けが必要でしょ？　わたしの側そばから、いなくなったりしないでしょ？」


　口にする内に、またあのとき見た過去の光景が脳のう裏りに蘇よみがえり始めた。離れという場所にいるせいか、その記き憶おくは女王に呼び覚まされたものより、ずっと多く、鮮せん明めいだった。


「わたしね。その子へのいじめを見て見ぬ振りするようになったわ。それどころか、いじめがなくならないよう、わざと仕返ししたりした。その子がいじめられるよう仕向けておいて、その子の前ではいい格かつ好こうして助けてあげてたんだ。保ほ護ご者しや面づらしてさ。慰なぐさめたり。励はげましたり。我われながら、あくどいよね。でも……でもね。その子もね。ほんとは、わたしが裏うらで何やってるか気づいてたんだ。ちゃんと知ってたんだよ。それなのに。それなのになんで、あんな……優しく……笑ったり……」


　最後は言葉にならなかった。


　気が付けばまた涙なみだがこぼれていた。情けなさと恥はずかしさで、梓は久美子の顔を見ることもできなかった。視し線せんを避さけるように顔を伏ふせると、そのまま立ち上がって背を向けた。


「……梓ちん」


　まだ細かく震ふるえている梓の背中に、久美子が気がかりそうな声をかけた。


　声には同情が滲にじんでいるが、それ以上に戸と惑まどいが色いろ濃こかった。どんな言葉をかければいいのか、わからないという風だ。当然のことだろう。それなのに久美子は、わからないことに焦あせりと引け目を感じてさえいるようだった。


　──この馬ば鹿かっ。


　自分は怪け我がをした中学生の女の子相手に、何を言っているのだろう。気を遣つかってやるべきは自分の方だというのに。


「……クミちゃん。わたし、カラオケ行って来る。ユキちゃんとカナちゃんと連れん絡らく取ってくるわ。あなたはここで待ってて」


「梓ちん。あたし……」


「……大だい丈じよう夫ぶ。ここなら安全だから。すぐに戻もどるよ」


　顔を合わせないまま、そう言い置くと、梓は逃にげるように離はなれを出た。離れの戸を閉めると、全力で走った。


　──馬ば鹿か、馬鹿、馬鹿っ。


　こんなにも自分がふがいなく思えたことはなかった。自分だけでは飽あきたらず、周囲の、年下の人間にまで害がい毒どくを撒まき散らしている。


　だが、それをいうなら、自分は昔むかしからこのような人間だったのだ。両親の仲を壊こわす害毒であり、クラスの輪を乱す害毒であり、景の優しさにつけ込む害毒だった。そして、過去も、七年後のいまも、そのことを自覚してさえいなかった。


　──わたしは何一つ、変わっていない。


　大声で叫さけび出したい気分だった。わたしは、何一つ、変わっていない。


　梓は頭が空っぽになるまで、休まず走り続けた。





　　　　２





「……いったい何を考えてるの」


　荒あら々あらしい舌した打うちをして、茜はディスプレイから顔を離した。昨さく夜やまたしても発生した事件の詳しよう細さいに触ふれ、彼女はほとんど憤いきどおりに近い疑問を覚えていた。


「カプセルを無む制せい限げんに配はい布ふする？　それも無料でですって？」


　いま茜がいるのは雑ざつ居きよビルにあるマンガ喫きつ茶さのインターネット・コーナーだった。パソコンごとにパーティションで区切られているので、顔見知りとばったり出会うことも少ない。いまの茜は、ここを基点にして情じよう報ほう収しゆう集しゆうとその解かい析せきを行っていた。


　──しかも悪あく魔ま騒さわぎまで巻き起こすなんて……いったいバールって奴やつは何を考えてるの？


　昨晩の出来事は、すでに掲けい示じ板ばん等などで語られていた。現場となった予よ備び校こうではカプセル・パーティーが催もよおされており、その参加者で無事逃げ延のびた者たちが情報をアップしているのである。


　彼らの話によると、昨日きのうパーティー会場である予備校の教室に、『ベリアル』と名乗る男が現れたらしい。彼は自分がセルネットの執行細胞フアースト・セルであり、今後ネットの指し揮きを執とっていくこと。その方ほう針しんとしてカプセルの大量流通と無料化を実じつ施しすることを、その場の人間に宣せん言げんした。そして彼の態度を快こころよく思わず敵てき対たい行こう為いを取った悪オ魔ー持ナちーを、その場で堕落クラツシユさせた──というのである。


　──人じん為い的てきに他人を堕落クラツシユさせることなんて可能なの？


　どうしても連想するのはウィザードの件けんだ。だがこれは、方法論以前の問題だろう。


　安あん易いに敵を堕落クラツシユさせるなど論外だ。今回のケースでは特に、騒ぎの後、あまり時間を置かずに警けい察さつが到とう着ちやくしている。どうやら警察が踏ふみ込こんだときには、堕落クラツシユした悪オ魔ー持ナちーは何者かに始末されたあとだったようだが、この始末が遅おくれていれば、悪魔の猛もう威いを警察が目まの当たりにするという破は滅めつ的てきな事態になっていただろう。


　──あまりにも軽はずみ過ぎる。


　おそらく堕落クラツシユした悪オ魔ー持ナちーを始末したのは、そのベリアルという男だろう。仮かりにも執行細胞フアースト・セルを名乗るなら──そしてクリスタルからバールの復ふつ活かつを聞いている以上、このベリアルなる人物も本物であると思われる──暴ぼう走そう状じよう態たいの悪魔を倒たおせる実力があっても不ふ思し議ぎはない。


　しかし、それならわざわざ堕落クラツシユなどさせずに、その前段階で倒してしまえば済すむことだ。


　あえて堕おとした。この事実が、ベリアル──そしてバールという二人の執行細胞フアースト・セルに対する印象を、この上なく危険なものにしていた。


　──カプセルの大量、無料流通にしてもそうだ。


　正直いって、茜はこの提てい案あんには一面の魅み力りよくを感じていた。カプセルを入手するには様さま々ざまな知識や人じん脈みやく、何より金きん銭せんが必要となる。そんなものに煩わずらわされることなく純じゆん粋すいにカプセルを楽しめるなら、茜には願ってもないことだった。


　しかし、それは理想論に過ぎない。


　もし余あまるほどのカプセルをばらまけば、それはアンダーグラウンドからはみ出してしまうだろう。たとえ興きよう味みがあっても入手が困こん難なんなため手を出さないという人間は少なくない。そんな人間が手軽にカプセルを手に入れられるようになれば、ユーザー数は爆ばく発はつ的てきに増大し、社会的な注目を集めることになる。


　また、そうなる以前の段階で、マーケットに大変な混こん乱らんが起こる。ただでさえセルネット上じよう層そう部ぶの消しよう滅めつにより、恐きよう慌こうの足音が聞こえているのだ。そんなときに、いきなり現れた執行細胞フアースト・セルが無む謀ぼうな方ほう針しんを打ち出せばどうなるか？　大勢の反対者が出るのは間ま違ちがいない。事実、昨日もそうだったのだ。


　──そして彼らは、その反対者を始末した。たぶん、以後続出するはずの反対者に対して、見せしめにしたという意味もあるんでしょうね。


　そしてまた、昨日の事件では、もう一つ気になる情じよう報ほうがあった。このベリアルという男は、ウィザードらしき人物と一いつ緒しよにいた、というのだ。


　クリスタルは、バールがウィザードを殺さつ害がいしたという可能性を挙あげた。しかし、もしこれがウィザード本人だとすれば、彼は生きていたことになる。それも堕落クラツシユした状態から元に戻もどって。


　第三者──例えばバールなりベリアルに倒たおされたのではないはずだ。もしそうなら、あの乱らん闘とう騒さわぎから一日しか経たっていないのに歩き回れるわけがない。とすればやはり、彼らは他た者しやの堕落クラツシユを自在にコントロールできるのだ。


　──では……では、彼らがウィザードを自じ陣じんに引き入れた理由は？


　茜は、その柔じゆう軟なんな頭ず脳のうをフル回転させて考えた。


　茜が予感していた、カプセル世界全体を巻き込む不ふ吉きつな潮ちよう流りゆう。その流れを操あやつっているのは、おそらくバールとベリアルという二人の人物だ。もっとも、真相を推すい測そくするには、現在茜が知る情報では圧あつ倒とう的に不足だった。


　ただ、これだけははっきりしている。


　──彼らは、危険だ。


　執行細胞フアースト・セルの動向を探さぐる必要がある。彼らの真の目的を、なんとしても知らねばならない。


　宙を見み据すえた茜の両目が、ギラギラと強い光を放はなった。


　と、胸ポケットに入れていた携けい帯たい電話が着信して振しん動どうした。茜は思考を中断し、折り畳たたみ式の携帯を開けた。


「ビーグル！」


　ＤＤのビーグルからだ。あの隠かくれ家がで袂たもとを分かって以来、ビーグルとは連れん絡らくを取っていない。向こうも茜を巻き込まないため、完全に接せつ触しよくを断たっていたのだ。


　それが、あちらから連絡をよこしたということは……


　──まさか、あいつ目を覚ましたんじゃ！


　茜は通話ボタンを押おして、「もしもしっ」と声を弾はずませた。


「ビーグル？　どうしたの？　ひょっとしてディンゴが目を覚ました？」


『……ああ』


　やけに暗い声だったが、それでもビーグルは肯こう定ていした。やった、と思わず笑えみがこぼれた。


「そう……まったく、心配かけさせて！」


　そもそも勝手にウィザードと一いつ騎き打うちなどするからいけないのだ。今度こそは、きつく注意してやらねばならない。


「それで？　いまどんな感じなの？　あいつ何か言ってる？」


　二度目の敗北にむくれている甲か斐いの顔が浮うかび、茜は意地の悪い喜びを嚙かみ締しめた。きっとまた「堕落クラツシユするなど反則だ」と文句をつけているに違ちがいない。


　しかし、ビーグルの返答は暗く、予想と異ことなるものだった。


『消えた』


「……え？」


『いなくなったんだよ！　目を離した隙すきにっ。俺おれが電話したのは、まさかあんたの方に行ってないかと思ったからだ。どうやら違うようだな。まあ、違うだろうとは思ってたが』


「……いなく、なった」


　頭の中が真っ白になり、茜は思わず携帯を落としそうになった。


　──失しつ踪そう？　甲斐が？


　瞬しゆん間かん的てきに、茜の脳のう裏りに三つの失踪事件が閃ひらめいた。一つは堕落クラツシユしたウィザードの失踪。一つは病院からの姫ひめ木き梓あずさの失踪。そしてこの甲斐の失踪だ。


　三つの失踪は論理的に繫つながりがあるわけではない。が、いくつかの点で似に通かよっていた。例たとえば、共に意い識しきがない状態からの失踪である点。また、各人とも失踪する理由がないという点。そして、この二点から推すい察さつできるように、それぞれ自分の意志による失踪ではないとしか思えない点だ。


　自分の意志でないとすれば、そこにあるのが何者の意志なのか？


　──執行細胞フアースト・セル？


　茜は唾つばを飲んだ。現時点でわかっている情じよう報ほうだけを元に予断を下すのは危険すぎる。だが一度抱いだいた疑ぎ惑わくは募つのる一方だった。


「ビーグル。やっぱり私もＤＤに戻もどるわ。ディンゴを捜さがすなら私も力になれるでしょ？」


　躊躇ためらっている場合ではない。そう思って茜はビーグルに懇こん願がんした。ビーグルはＤＤの情報担たん当とうだ。彼なら茜の能力を発はつ揮きさせられるし、ＤＤ内での立場を用意することもできる。


　しかしビーグルの返答は冷たかった。


『ちっ、馬ば鹿かが。寝ねぼけたこと言ってんじゃねえ。あんた、こっちの状じよう況きようをまるでわかってねえな』


「な、何よ。どういうこと？」


『氷ひよう太たが消えたんだ。下の連中がどれほど荒あれてるか想像できねえのか？　それに、あんたも相当やばい立場になったぜ。あんた……IXＣナイン・シーのクリスタルと会ったそうだな』


　ビーグルの指し摘てきに、茜の口く調ちようが乱れた。


「ど、どうしてそのこと……」


『……やっぱり本当なのか。この馬鹿がっ。自分の立場を理解してねえのかよ？　いまIXＣナイン・シーの生き残りと接せつ触しよくするなんてどういうつもりなんだ？』


「それは……情報がほしかったから」


『ああ、そうだろうよ。まあな。俺はあんたを知ってる。あんたに他た意いがないだろうってことはわかる。だが他ほかの連中はそうじゃねえ。うかつ過ぎるぜ。いまや、あんたは裏うら切ぎり者ものとして標ひよう的てきになる寸前だ。なんとか説せつ得とく──つーか無む理り矢や理り言い聞かせちゃいるが、なまじ氷太との仲が知られてる分、収おさまりがつかねえ。あいつが消えたのもお前のせいじゃねえかと言い出す始し末まつだ』


「そんな……裏切りだなんて、私は！」


『だから、俺はそうは思ってねえよ。あんたは利口だが、根っこのところで人がいい。ただ、俺がそう言ったところで、連中は納なつ得とくしねえってことだよ』


　ビーグルの声は苦にがり切っていた。そして疲つかれが滲にじんでいた。


　ＤＤは甲斐の独どく裁さいで成り立つ集団だ。組そ織しき構こう造ぞうは大おお雑ざつ把ぱで彼の代理を務められる人物もシステムも存在しない。その屋や台たい骨ぼねが抜ぬけたＤＤを、なんとか維い持じしようと奮ふん闘とうしているのだろう。


　ビーグルは仲間内でも甲斐の側そつ近きんとして認められていたが、彼の担当は情報だ。武ぶ闘とう派は集しゆう団だんとして知られるメンバーをまとめるには荷が重いことだろう。


『ほんと言やあ、俺だってあんたとこんな風ふうに連れん絡らく取るのはマズイんだ。そうでなくても、氷太を捜さがす方で手て一いつ杯ぱいなんだからな。とにかく、あんたはじっとしてろ。これ以上妙みような真ま似ねしたら、今度は俺が指示してあんたを駆かり出す羽は目めになる。ＤうＤちのが顔出しそうなところにも行くな。わかったな。俺が言いたいことはそれだけだ。ヘマするな』


　一方的に言ってビーグルは電話を切った。


　切れた回線の向こうから、ツーツーという断続的な音が聞こえてくる。


　茜は硬かたい表ひよう情じようのまま、しばらくその電子音を聞いていた。


　ビーグルは警けい告こくをくれた。彼の言っていることは正しい。感かん謝しやせねばなるまい。だが、茜は携けい帯たいの通話を切ると、そのまま閉とじることなく他のナンバーを呼び出した。昨日、クリスタルから聞き出した、彼女の番号だ。


　──『氷太が消えたんだ』


　──『裏切り者として標的になる』


　──『俺が指示してあんたを駆り出す羽目に』


　茜はきつく目を閉とじた。想像力をかき立てる。自分の身に降ふり注そそぐ最悪のシナリオを予想してみる。鼓こ動どうが早まり、怯おびえと竦すくみが胃いを締しめ付けた。


　──それでも。


　それでももう、中ちゆう途と半はん端ぱは嫌いやなのだ。


　茜はナンバーを押おした。





　　　　３





「なるほど……よく教えてくれたわね。ありがとう、久美子さん」


　久美子の話を聞き終えた千絵は、閉じていた瞼まぶたを開け、ゆったりと礼を述べた。


　マンションの裏うら手てにある離はなれは閑かん静せいだった。表通りの喧けん噪そうは遥はるかに遠く、ここだけが世界から優やさしく隔かく絶ぜつされているかのようだ。時の流れまで緩ゆるやかな錯さつ覚かくを誘さそう。


　七年前もいまと同じように、静かで穏おだやかだったのだろう。当時は周囲が雑ぞう木き林ばやしに囲まれ、放ほう置ちされた水田があったと聞く。離れに届とどくのは葉は擦ずれのささやきや虫の声だけだったのではないだろうか。世せ知ち辛がらく息苦しい世界から逃のがれて、梓と景がこの離れに救いを求めたことは自然な成り行きだったのだ。


「そうだよね」


　と久美子も千絵の感かん慨がいに同意した。


「あたしだってさ。こんな隠かくれ家ががあったら入り浸びたっちゃうもん。でも、それって悪いことじゃないよね？　あたし、いま家出なんかしてカラオケボックスで暮らしてるけどさ。あんまり悪いって気はしないんだ。ユキやカナちゃんは、ちょっと後ろめたく思ってるみたいだけど。なんでかな？　悪いことしてないんだよ？　何したって、あたしらの勝手じゃん、ねえ」


　久美子は少しだけ怒おこっているような口く調ちようで言った。自分だけでなく梓を弁べん護ごしているようだ。


　千絵はそんな久美子の心情を微笑ほほえましく思った。そして「そうね。確たしかに悪い事じゃないかもしれないわね」となだめるようにささやいた。


「でもね。それは七年前だからこそ、許されたことなの」


「あたしやいまの梓ちんは駄だ目めってこと？　そんなのに子供も大人おとなも関係ないじゃん」


「いいえ。そんな逃とう避ひが許されるのは、それを大人が許してくれる子供時代だけなの」


　千絵が説とくと、久美子は目め尻じりを険けわしくして反論した。


「何ソレ!?　そんなの大人の勝手な理り屈くつじゃん。あたしらは大人のオモチャじゃないでしょ！」


「ええ、その通り。あなたも梓さんも誰だれの玩具おもちやでもない、立りつ派ぱな一いち個こ人じんよ。だからこそ、あなたや梓さんには責任がある」


「責任？」


「社会をいたずらに騒さわがせずに、一個人として貢こう献けんする責任よ。私たちは一人じゃ生きていけないわ。毎日の食事、衣い類るい、住まい。誰だって一人では用意できない。だから私たちは生きていくための仕事を分ぶん業ぎようし、社会を作ってるの。お金があればいいと思ってるかもしれないけど、お金とは本来、仕事の代だい価かである証明に過ぎないわ。社会に貢献してお金を稼かせぎ、そのお金を使って社会から恩おん恵けいを受ける。いまあなたたちが使ってるお金は、あなたが社会から獲かく得とくしたものじゃないでしょ？　それは誰かが貢献した、その余あまり分であって、本来あなたがその人の働きでいい目を見ることは筋すじ違ちがいなのよ。自分は他人に迷めい惑わくをかけないから一人で勝手に生きていく、なんてのは、仮かりに可能だとしても、正しい事じゃない。みんなの決めた決まり事に背そむくことは、背くという行こう為い自じ体たいで、すでに迷惑をかけてるの。この世界で生きていく以上、誰であろうと、社会に向き合わずに生きていくことは許されないのよ」


　そう言うと、まだ不服そうな久美子に向かって、千絵は軽くウィンクをした。


「青あお臭くさい上に小学生向けのお説教で恐きよう縮しゆくだけどね」


　ともあれ、久美子の話は、千絵にとって得え難がたい価か値ちを持つ話だった。


　──梓さんが、物もの部のべくんのいじめをね……


　子供は純じゆん粋すいだといわれるが、それは我が欲よくがないということではなく、己おのれの欲に正しよう直じきだということだ。そして自みずからの欲に正直な分、その欲に取り憑つかれてしまえば他た者しやの気持ちを考える余よ地ちは簡かん単たんになくなる。子供の残ざん酷こくさの根こん因いんは、他人の痛みを知らない無む知ちと、欲に忠実な素す直なおさにあるのである。


「で、でもさっ。やっぱり梓ちんは悪くないよ。あ、いや、悪くなくはないかもしれないけど、梓ちんは何も、その幼おさななじみの子が嫌きらいで、そんなことやってたわけじゃないんだからさ。だいたい、社会社会って言うけど、それは自分が幸せになるためにやることでしょ？　だったら梓ちんだって、自分の幸せのためにやったことなんだから、同じことじゃない。黙だまってじっとしてたって、幸せになんかなれないんだからねっ。自分でつかみ取らないと幸せになれないなら、ちょっとぐらい悪いことしたって、いいじゃん！」


「それで、梓さんはいま幸せだと思う？」


「う、や、それは……」


「梓さんがいま幸せでないのは、過去の過あやまちを悔くいているからよ。それはつまり、彼女が悪いことをしたと思っているからでしょ？　そして事実、彼女はひどいことをしたの」


　厳げん然ぜんたる千絵の口く調ちように、久美子は悔くやし泣きをしそうな顔になった。


　千絵は、ふっと口元をゆるめた。


「だから、きちんと謝あやまらせないとね」


「──！」


　千絵は久美子にそこで待つように言うと、離はなれを出た。そして近くのスーパーに寄っていくつかの食材を買い込んでから、離れの隣となりに立つマンションに入った。


　このマンションには、千絵の中学時代の友人が住んでいた。千絵は以前彼女に頼たのまれて、このマンションに出しゆつ没ぼつしていた下した着ぎ泥どろ棒ぼうを捕つかまえたことがあった。マンションのベランダに隠かくれて犯はん人にんを待っているとき、ベランダから梓と景が再会する場面を見て、彼女のことを知ったのだ。


　その友人を訪たずねると、幸い在宅中だった。千絵は突とつ然ぜんの訪ほう問もんを詫わびつつ、キッチンを貸してくれないかと頼んだ。友人は思わず笑ったが、千絵の突とつ飛ぴな性格は長いつき合いでわかっている。快こころよくキッチンや調理具、食器を貸してくれることになった。


　半時間後、千絵が離れに戻ったとき、その手には保ほ温おん鍋なべに入った野や菜さいスープと魔ま法ほう瓶びんに入ったコーヒーを持っていた。


　鍋からは温あたたかい湯気とコンソメの香かおりが漂ただよってきた。


「あー」


　と久美子が早くも涎よだれを垂たらして鍋に熱い視し線せんを注そそぐ。千絵は苦く笑しようして、紙かみ皿ざらを差し出し、お玉でスープをよそった。柔やわらかく煮にえたキャベツとタマネギ。細かく刻きざんだジャガイモとニンジンが、透とう明めいなスープの中で泳いでいる。


　皿を受け取った久美子は、さっそくスープを食べ始めた。熱いスープに息を吹ふきかける久美子には、先ほどまでの反はん抗こう心しんなど欠片かけらもない。ベッドで眠ねむる由紀や香苗たちがそうだったように、年相応の笑え顔がおを見せていた。


「全部食べないで、梓さんの分も残して置いてね。そのうち戻ってくるでしょうから、あなたから渡わたしてちょうだい」


　千絵がそう頼むと、久美子は意外そうに目を丸めた。


「待たないの？」


「ええ。だって久美子さん、いまの梓さんが、ここであなたから事情を聞いた私と、再さい会かいしたがると思う？」


「うーん。そりゃ気まずいし、やだろうけど……」


「だからね。ほんとなら首に縄なわかけてでも親おや御ごさんのところに連れて行きたいところだけど、もう一回だけ梓さんのわがままにつき合ってあげることにしたの。その代わりに、あなたから彼女にもう一つ渡してほしい物があるんだけど、いいかしら？」


　そして、千絵は久美子にそれを言こと付づけてから離はなれを出た。





　マンション脇わきの隙すき間まを抜ぬけて通りに出る。とたんに荒あら々あらしい車のエンジン音が周囲を囲んだ。


　突とつ然ぜん汚よごれた空気にまとわりつかれた気がして、千絵はひそかに顔をしかめた。清せい浄じような清し水みずから淀よどんだ濁だく流りゆうに入ったようだ。千絵はややうつむき加か減げんで、黙もく々もくと歩き始めた。


　さっき千絵が久美子に語ったことは、すべて建たて前まえだ。


　実際の社会は複ふく雑ざつ怪かい奇きで、見る者の立場によって、まるで異ことなる一面を見せる。そして社会の巨きよ大だいさ故ゆえに、それが本質とは異なるほんの一面であっても、一いち個こ人じんにとっては社会そのものと同じ意味を持つのだ。


　たとえ社会を構こう成せいする過半数の人間がそのシステムに満足していて、幸せをつかむチャンスを与あたえられているとしても、システムの穏おん当とうな加か護ごから外はずれ、理り不ふ尽じんな歪ゆがみの中に捕とらえられたまま一生を過ごす人間にしてみれば、千絵の言った建前など紙くずにも劣おとるだろう。


　いまの時代は、その歪みが肥ひ大だいする傾けい向こうにある。


　梓や景のような逃とう避ひが許されるのは、それを大人おとなが許してくれる子供時代だけ、と千絵は言った。しかし、これからの時代は、そんな幼おさない甘あまえさえ許されない時代になっていくだろう。


　いまの社会で、未来に対し楽天的な夢ゆめや希望を抱いだく子供は少数だ。多くは、長じるにつれて閉へい塞そくしていく人生に、暗い予感しか抱くことができない。大人たちも自みずからの幸せを獲かく得とくすることが困こん難なんになり、他た者しやや未み熟じゆくな者へ配はい慮りよする余よ裕ゆうを持てなくなった。すでに、自分が貢こう献けんした分と同量の恩おん恵けいを、社会が授さずけてくれると考える人間など、わずかしかいないのではないだろうか。


　世の中はシビアになる。大人と子供の区別なく、容よう赦しやのない世界へと変へん貌ぼうしている。そこには、いままでとは違う倫りん理りができあがり、これまででは通らなかったルールがモラルとなって浸しん透とうしていくに違いない。新しい世界とは、あるいは道徳に価か値ちを見いださない世界であるかもしれないのである。千絵の持つ倫理は、古びゆく過去の倫理に過ぎなかった。


　だが、


　──それでも。


　と千絵は思う。


　それでも、千絵は自分の倫理観が好きだった。自分の核かくとなる道徳に従って生きていたいと思った。自分の信じる「正しいこと」を、できる限り真しん摯しに実じつ践せんしたいと願っていた。


　自分が探たん偵ていの真ま似ね事ごとをしているのも、つまりはそういうことなのだ。


　千絵が自宅に到とう着ちやくすると、玄げん関かんではいつになく深しん刻こくそうな顔の母親が待っていた。


　母親は開口一番、上うえ田だという刑けい事じから千絵に電話があり、もうすぐここを訪おとずれると伝えた。梓と景について聞きたいことがあるらしい。訪れる刑事は彼だけではない、と特に強調していたそうだ。


　話を聞いた千絵に緊きん張ちようが走った。


　──いつまで経たってもメールに返事がないと思ったけど……


　捜そう査さ班はんがついにあの二人を調査しだしたということだろう。上田は前もってこのことを知らせてくれたのだ。


　どういうことなのか問い詰つめる母親を適てき当とうにはぐらかし、千絵は厳きびしい表ひよう情じようで二階の自室へ駆かけ上がった。


「この裏うら切ぎり者もの！」


　ドアを開けたとたんに、顔面目がけて枕まくらが飛んできた。千絵はまともに受けてつんのめり、危あやうく転げそうになった。


「何がサツには渡わたさない、だ！　あんたなんか信じた、私が馬ば鹿かだったよ！」


　枕を投げたのは顔を真まっ赤かにした由紀だった。裏切られたことが相当ショックだったのだろう。目元は泣きはらしたあとのように荒あれており、全身を怒いかりに震ふるわせていた。大人おとなしい香苗ですらほとんど同様で、口くち惜おしい怒いかりに歯を嚙かみ、千絵をにらみつけていた。


　千絵は舌した打うちして枕を部へ屋やの隅すみに投げた。


「落ち着きなさい。誤ご解かいよ」


「噓うそついてんじゃねーよ！　さっきテメエの親が電話してんのを聞いたんだ。何が誤解だ。この……くそぉっ。死ね！　クズ女！」


　金かな切きり声を上げて、ヒステリックに物を投げつける。


　千絵は飛来する物を避よけようともせず由紀に近づくと、彼女の頰ほおを平手で打った。


　ぴたりと由紀が動きを止め、香苗が息をのんで凍こおり付いた。


「いい加か減げんにしなさい。いまはそれどころじゃないの。心配しなくても、あなたたちを警けい察さつに渡したりしないわ」


　冷静に言うと、千絵は言葉をなくす二人を無む視しして、部屋にあるタンスの引き出しを開けた。そしてフリーサイズの衣い類るいを選んでベッドの上に投げ出していった。


「自分の着れそうな物を選びなさい。そこにバッグが二つあるから、一人一個持って中に詰つめて」


「……え？」


「急いで」


　戸と惑まどう二人を余よ所そに、一通りの衣服を投げ出すと、千絵はパソコンデスクに向かった。


　まず、重要データの入っている外そと付づけ仕し様ようのハードディスクを外はずす。それからシステムディスクの入ったフロッピーディスクを差し込んで、パソコンを立ち上げる。画面が灯ともってパソコンが起き動どうすると、ただちに内ない蔵ぞうディスクのフォーマットを開始した。コンピュータ内のデータを、残らず消去しているのだ。


　低い作さ動どう音おんと共ともに、パソコンが初しよ期き化かされていく。千絵はその過程を見守ることなく、机の引き出しから複ふく数すうのファイルとプリントアウトした用紙の束たばを取り出した。ファイルを開けて素す早ばやくページをめくる。途と中ちゆう何度か指を止めて、ファイリングしたページを抜ぬき取る。すべてのファイルでその作業を終えると、抜き取ったページは用紙の束と一いつ緒しよにし、残ったファイルは鞄かばんに詰めた。


　次に、スチール製のゴミ箱を逆さかさまにしてゴミを出し、引き出しからライターを取り出すと、用紙の束を持ってベランダに出た。用紙をゴミ箱に入れて、ライターで火をつける。用紙にくまなく火が燃もえ移るのを確かく認にんして、ベランダから部屋に戻った。


　と、呆ぼう然ぜんと見守る由紀と香苗の二人と目が合った。


「何をしてるの。早く用意しなさい」


「何してるって……あんたこそ何してるの？　用意って、なんの用意よ？」


「警察が来るって聞いたんでしょ。いま会うのは都合が悪いんで、しばらく留る守すにするの」


「って、まさか……家を出る気？」


「しばらくね」


　言葉少なく答えた千絵は、手て際ぎわよく家を出る準じゆん備びを進めた。


　外した外付けハードディスクをファイルを入れた鞄に押おし込こみ、押おし入いれの扉とびらを開けて奥おくに用意してあったボストンバッグ二つを引っ張り出す。バッグをベッドの上に置き、ジッパーを開けて中を確認する。そこには千絵愛用の電子機器──発信器や小型無線。各種バッテリー。改造スタンガン。中古の携けい帯たい電話。束たばねたコードなどが入っていた。もう片方のバッグの中身は、千絵の衣類だ。下着から変へん装そう用よう小道具までが入っている。それに金と、非常用の食料まで用意してあった。


　千絵はバッグの中身を点てん検けんし終えると口を閉しめ、合計三つのバッグを並ならべた。


　それからもう一度パソコンデスクに戻る。データの削さく除じよはすでに終しゆう了りようしていた。千絵は「よし」と頷うなずいて電でん源げんを切った。非常時に際しての手際の良さは、それがあらかじめ何度もシミュレートされた成果である。


　最後に、引き出しから一通の封ふう筒とうを出す。その封筒をデスクの上にある単行本に挟はさんだ。この単行本は母親の物だ。ここなら、部屋に入った刑事は気づかなくとも、母親は発見するはずである。


　ちなみに封書の中身は、『あなたの娘むすめを信じなさい』と書いた手紙だった。


「……あなた、それ前から準じゆん備びしてたの？」


「探たん偵てい術じゆつの基本よ」


「た、探偵術？」


　由紀は目を白黒させた。千絵は、「いいから自分の準備をなさい」と言い捨ててベランダに戻った。


　ゴミ箱の中は、あらかた灰はいになっていた。千絵はゴミ箱の口にバスタオルを被かぶせて火を消し、灰は砕くだいてベランダの排はい水すい溝こうから捨てた。ゴミ箱の方は部屋に戻すと、もともと入っていたゴミを入れ直して、ベッドの裏うらの目立たない場所に置いた。


　そして、ふと、由紀と香苗が物言いたそうな顔をして立っているのに気が付いた。


「どうしたの？　準備はできた？」


「……できたわ」


　ぼそっと返事をする。だが、まだ何か言いたい様子だ。


　切り出せない由紀に代かわり、香苗が千絵に尋たずねた。


「どうして家を出るんですか？　わ、私たちの為ためにですか？」


「それもある。けど、私個人の都合もあるの。できればしばらく、あなたたちの仲間に私も加えてもらえない。そうしたら助かるんだけど？」


「ちょ、ちょっと。それマジに言ってるの？」


「ええ。もちろんそうよ。あ、それから、言い遅おくれたけど、久美子さん、見つかったわ」


　由紀と香苗が顔を輝かがやかした。


「ほんとに!?」


「ええ。だから彼女も加えて、しばらくみんなで家出しましょう……と──」


　階下でチャイムが鳴った。返事をする母親の声が聞こえた。


　刑事たちが来らい訪ほうしたらしい。


　久美子のことを知って喜んでいた二人が、さっと顔を青くした。千絵は「早いじゃないの、上田さん」と舌した打うちし、ベッドの下から布ぬの袋ぶくろを引っ張り出した。


　中にはなんと、縄なわ梯ばし子ごが入っていた。


「こ、こんなのまで？」


「昔むかしはこれでよく、夜中に家を抜ぬけ出したもんよ」


　千絵はバッグを担かつぐと、由紀と香苗を伴ともなってベランダに出た。


　刑事と立ち話をしているのだろう。庭とは反対の玄げん関かん口ぐちから、かすかに母親の声が聞こえてきた。そのまま長引かせてくれと祈いのりながら梯子をかける。


　と、千絵の手が止まった。


　袋から出した梯子には、クリップで留とめた一万円札が五枚くっついていたのだ。


　留められていたのはお札だけではない。一枚のメモ用紙があり、千絵のそれより数段達たつ筆ぴつな筆ひつ跡せきで『小こ遣づかい。ただし手をつけた場合、これが一年分』とあった。


「…………」


　千絵は仏ぶつ頂ちよう面づらで五万円をにらんでいたが、結局お札さつを取り、財さい布ふに入れた。


　そして思わず吹ふき出しそうな顔の二人に、わざとらしい咳せき払ばらいをした。


「さあ。行くわよ」


　小声で言うと、千絵は率そつ先せんして梯子を下りた。


　苦にが々にがしく、けれどどうしてもワクワクせずにはいられない気持ちで、


　──まったく。これじゃ久美子さんに偉えらそうなこと言えないわね。


　と思いながら。





　　　　◆◆◆◆◆





　家を出た、と聞いた水原は、苦笑いして、


「リョーカイ。気をつけなよ」


　と、千絵からの電話を切った。


「どうやら千絵ちゃん。湿し気けってた血ち潮しおに火がついたみてーだな。火傷やけどする前にカタがつきゃいいが」


　水原は携けい帯たいをスラックスにつっこむと、そのまま両手をポケットに入れて、部へ屋やの様子を見回した。


　一通り情じよう報ほう収しゆう集しゆうを終えた水原は、自宅へと戻もどっていた。だが、いま彼がいるのは自分の部屋ではない。彼の兄の部屋だ。彼の兄が拳けん銃じゆうで自殺した、まさにその部屋だった。


　八はち畳じようの部屋はフローリングで、うっすらと埃ほこりがたまっていた。兄の信しん司じが死んでからも掃そう除じはしているのだが、人の使わない部屋には、どうしても埃が積もっていくのである。


　南側の窓は書しよ架かにふさがれ、外に面するのは東側の窓だけだった。


　五年間畳たたんだままの布ふ団とんが置いてあるベッド。何も捨てず、ただ整せい理りされた机。見る者のないまま、水だけ与あたえられた観葉植物。


　床ゆかに敷しかれていたカーペットは、血で汚よごれたため取り除のぞかれた。それ以外は、ほとんど当時と変わらない。信司は清せい潔けつな性格だったため、水原の記き憶おくにある光景も、これぐらい整理が行き届とどいていた。


　兄は不ふ思し議ぎな人だった。


　スポーツが得意でクラスの人気者だった水原は、子供特有の自うぬ惚ぼれで、自分は特別な人間だ、自分は主人公となる人間だ、クラスの他ほかの奴やつらとは違ちがう、と得意げに自じ任にんしていた。しかし、そんな水原の目から見ても、兄だけは「何か違う」ように見えた。


　水原の同世代の少年たちはもちろん、大人おとなたちと比くらべても、何かが違っていた。それは突とつ出しゆつしているとか、ずば抜ぬけて優ゆう秀しゆう、もしくは劣れつ悪あくだという、レベルの違いからくる違い和わ感かんではない。そうではなく、「種類」が違うのだ。


　特別奇き異いな言動を取るわけではないのに、身にまとう空気や、芯しんから出るふとした仕し草ぐさに、強い差さ異いを感じずにはいられなかった。家族で団だん欒らんしているときですら、一人だけ違う風景を眺ながめ、違う空気を吸すっているような雰ふん囲い気きがあった。いつも透とう明めいな表ひよう情じようを浮うかべていて、側そばにいるのに、離はなれているような存在だった。冷れい静せい沈ちん着ちやくで大人びているくせに子供っぽい好こう奇き心しんを残し、弟をしっかりと受け止めるだけの包ほう容よう力りよくがあるくせに、いまにもどこかに行ってしまいそうな、見ている人間を心配させる危あやうい感じがあった。


　兄あに貴きって案外、呪じゆ文もんとか儀ぎ式しきとかしてる、怪あやしげな旧きゆう家かの血けつ統とうだったりしてな──


　水原の言う冗じよう談だんを、信司はおかしそうに、だが少し哀かなしそうに聞いていた。笑っているときや、怒おこったときも、信司はいつも少し哀しそうだった。


　信司自身も、周囲とどこか違う自分を自覚していたようだった。他人といるとき、信司はいつも極力目立たないように振ふる舞まっていた。だが、表面的な物もの腰ごしが穏おだやかであろうと、人目に付く行動を控ひかえていようとも、根本的な違いは隠かくしようもない。信司はどこにいても、誰だれといても「浮ういて」いた。それは家族の中にいるときでさえ、そうだった。


　だから、信司が大学に行かなくなったときも、家族は非ひ難なんせず、はれ物に触さわるように彼を扱あつかった。唯ゆい一いつの例外が弟である水原で、信司も屈くつ託たくのない弟にだけは心を開いていた。


　信司は水原に、趣しゆ味みである悪あく魔まの話をよくしてくれた。悪魔なんかいないと言う水原に、信司はこんなことを話した。


「勇司は重力の存在を信じるかい？」


「はあ？　そりゃ信じるよ。当たり前じゃん」


「だったら悪魔の存在はどうして信じられないんだ？　どっちも目に見えないだけだろう」


「あのなあ、兄貴。ただでさえオタクな話題に、そういうサイコな発言するから、みんな引いちまうんじゃんか」


「オタクやサイコは嫌きらいか？」


「そうじゃないってば」


　弟のふくれっ面つらを見て、信司は例の透明な笑え顔がおを見せた。


「悪魔とは人の心にかかる重力のことさ。信しん仰こう心しん──良心といってもいい。人が悪あく行ぎようを行うときに、心に作用して気持ちを重たくする。かつて人類は、物質に作用する力りき学がくより、人の精神に作用する力学こそを重じゆう視ししていた。万ばん有ゆう引力が発見される遥はるか昔から、ずっと長い間ね」


　そんな会話を交かわした夜、布ふ団とんに入った水原はふと思った。兄は人より、その重力が軽いのではないだろうか。別に、兄に良心がないとは思わないが、心にかかる力が人より軽く、薄うすいのではないのだろうか、と。


　信司との会話は、いつも水原の主しゆ導どうで始まり、信司の哲てつ学がくが展てん開かいされて終わった。故こ意いにからかう口くち振ぶりに、水原はいつも、


「そんなの単なる理り屈くつじゃん」


　と反論して一いつ矢しを報むくいるのだ。信司の話の弱点は、それがいつも実世界では意味を持たない形けい而じ上じようの論理だという点だけだったからである。


　しかし、信司は形而上の世界へと旅立ってしまった。あとに「理屈」では済すまない《悪魔》を残して。


　水原は立ったまま、東側に面した窓に目をやった。


　あの日、兄はその窓の下に倒たおれていた。


　第一発見者は水原本人だ。壁かべに飛び散った血と脳のう漿しよう。砕くだけた頭。広がる血だまり。死体。


　目にした瞬しゆん間かん、水原の世界は、ガキリ、と音を立ててそれまでのものから変化した。小学六年の春──中学入学を一月後に控ひかえ、早はや咲ざきの桜さくらが芽め吹ぶき始めた三月だった。


　その後、自殺を知って兄を訪たずねてきた景と出会い、否ひ定ていしていたオカルトの闇やみをひた走る内に五年の月日が消えていった。


　さっきの電話。千絵は久美子という少女から、梓が女王に会ったこと。今日きようの夜、もう一度会うことを聞き出していた。千絵もその場に立ち会うつもりらしい。そこには景もいて、当然、奴やつもいる。


　水原は兄の死んだ窓をにらみながら、殉じゆん教きよう者しやのような凄せい絶ぜつな表ひよう情じようを浮うかべた。


　ポケットに入れていた手を抜き、腰の後ろに回す。そこには一いつ丁ちようの拳けん銃じゆうが差し込まれていた。水原は拳銃を抜き、黒光りする銃身を窓の下へと向けた。


　コルト・ガバメントと呼ばれるそのオートマチック・ピストルは、兄が自殺に使用した物だった。兄の死体を前にした水原は、まず兄の手から、彼を殺した拳銃を抜き取って隠かくした。明めい確かくな理由があってしたことではない。ただそのときの「復ふく讐しゆうしてやる」という思いは覚えている。それが兄を自殺に追いやった何かに対する復讐なのか、置き去りにされた自分のための復讐なのかは、五年経たったいまでもわからないままだ。


　だが、理り屈くつはどうでもいい。


　水原は銃のマガジンを抜き、残ざん弾だんの数を確かめた。五発。人一人を弾はじくには十分な数だ。いや、バールだけではない。もう一人の執行細胞フアースト・セルも来ているはずだ。それに、景はすでに女王に取り憑つかれている。なんとしても片かたをつけるなら、最悪、引き金は三度引くことになる。


「……いや、そんときゃ俺おれも入れて四回か」


　水原はマガジンをグリップに叩たたき入れ、スライドを引いて薬室に初弾を装そう塡てんした。


　景と水原は孤こ独どくな戦いを続ける中で一つの誓ちかいを交かわしていた。主あるじが堕おちたときは、その使つかい魔まが彼に引いん導どうを渡わたす、と。


　準じゆん備びを終えると、鬼き気きのみなぎっていた全身から、すっと力が抜ぬけた。


「ま、なるようになるさ。理屈じゃねーんだ」


　水原は拳銃にセフティーをかけ、再ふたたび腰のベルトに差し込んだ。


「んじゃま、行ってくらあ」


　窓に向かってつぶやくと、水原は死者の部へ屋やを出た。





　　　　４





　カラオケボックスに到とう着ちやくした梓は、そこに由紀と香苗の姿すがたではなく、一枚の書き置きを発見した。





『二人は知恵ｗｉｓｄｏｍの下にいる。心配してる。無む理りするな。　コウモリ』





　──水原くん!?


　予想だにしないメッセージに梓は狼狽うろたえた。


　──どうして？　どうして水原くんがここに？


　知恵とは千絵のことだろう。由紀と香苗は千絵が保ほ護ごしたという意味に間ま違ちがいない。だが千絵たちがどうやって二人に巡めぐり会ったのかは、まるで見当が付かなかった。


　──やっぱり、捜さがしてたんだ……


　心配をかけていることは承しよう知ちしていたが、それがどれほどの心配か、あえて考えないようにしていた。


　書き置きには「連れん絡らくしろ」という言葉はなかった。故こ意いに書かなかったのだろう。しかし短いメッセージからは、水原と千絵の梓に対する思いがはっきりと伝わってきた。二人は事情も知らないまま、梓に気を遣つかってくれている。梓は再び強い罪ざい悪あく感かんを感じずにはいられなかった。


　激はげしい迷まよいを抱かかえたまま、梓は来た道を戻もどって離はなれに向かった。


　そして離れに着き、ぽかんとなった。


「あ、梓ちん、お帰り。大だい丈じよう夫ぶ。これまだ冷めてないから」


　久美子はのほほんとした顔で鍋なべの蓋ふたを取り、差し出した。中から食しよく欲よくをそそるにおいがする。だが梓は、なぜ久美子がこんな物を用意しているのか気になって、食欲など覚えなかった。


「ど、どうしたの、これ？」


「もらった」


「もらったって……誰だれに？」


　久美子はニッと歯を見せた。


「梓ちんのね、相あい棒ぼうの人」


　梓の両目が大きく見開いた。心しん臓ぞうが勢いよく跳はね出し、呼こ吸きゆうが苦しいほどになった。


「……ここに、来たの？」


「うん。あの人さ。気に入らないこと言うけど、格かつ好こういいよね。なんか梓ちんに似にてるよ。相棒って言われて、納なつ得とくしたもん」


　梓は言葉もなく久美子の差し出す鍋を受け取った。


　温あたたかな湯ゆ気げが顔に当たる。シンプルな野や菜さいスープだった。


「……千絵、なんて？」


「怒おこってた。でも、あれは梓ちんを心配して怒ってたんだと思うな。でなきゃスープなんか作ってくれないじゃん。あたしの家出のこともババくさい説教したけど、警けい察さつには届とどけなかったし。ジンギをわきまえた奴やつだよね」


　と久美子は腕うでを組んで、うんうん頷うなずいた。敵てきながら天あつ晴ぱれとでも言いたいらしい。


「ほら。梓ちんも食べてみなよ。激げきウマってほどじゃないけど、結けつ構こういけるよ」


　いつまでも鍋を抱かかえたままの梓から、久美子は一度鍋を取り上げて、紙かみ皿ざらによそった。そして割わり箸ばしをつけて梓に差し出す。


　梓は皿を受け取ると、のろのろとスープに口をつけた。


　おいしかった。


　塩しおと胡こ椒しようとコンソメ。飾かざりのない味付けが、身体からだの芯しんに染しみこむようだった。


　舌したに広がる素そ朴ぼくな味は、悪あく魔まや、ドラッグや、幻げん覚かくや、自責や、迷めい妄もうや、闇やみ夜よを、いとも容易たやすく撃げき退たいした。まるで母親が、幼おさな子ごの口ずさむ戯ざれ言ごとを、適てき当とうに相手しながらあしらうように。千絵のスープは、梓を蝕むしばんでいた小こ難むずかしい理り屈くつを塗ぬりつぶし、もっと単たん純じゆんな、しかし何よりも確かく実じつな感かん触しよくを与あたえてくれた。


　それは食物に触ふれた肉体の存在感であり、物を食べるという日にち常じよう行こう為いに根ざした、健全な精神の存在感だ。


　生きている実感だった。


「あと、こっちは、あたしはいらない。苦いの駄だ目めなんだよね」


　しかめっ面つらで久美子が渡わたしたのは、魔ま法ほう瓶びんの蓋ふたに入れたコーヒーだった。


　一口飲んで、思わず泣き笑いがこぼれた。


　この上なく苦い、ブラックだったのだ。


　温かなスープとブラックのコーヒー。千絵の伝言は明確だ。上う手まく言葉にすることはできないが、千絵の声がすぐ耳元で聞こえる気がした。「しっかりしなさい」と。


「そんでこれね」


　と久美子は最後に千絵から言付かった物を渡した。


　髪かみをくくるゴムだった。


　梓はゴムを受け取り、ぎゅっと強く握にぎりしめた。


　感かん謝しやの思いもまた言葉にはならなかった。ならば、態度で示すしかない。千絵が梓にそうしてくれたように。


　梓の身体からだに彼女本来の活力が漲みなぎってゆく。その様さまは、まるで萎しおれていた花が開くようであり、目まの当たりにした久美子に驚おどろきを与えるほど素す晴ばらしいものだった。驚きはすぐに喜びに変わる。久美子は嬉うれしそうにニヤニヤし、「それとね」と梓の肩かたをつついた。


「じゃーん。あたし、こんなの見つけちゃった」


　久美子が見せたのは、古びた一冊さつの絵本だった。一目見た梓は、あっと声を上げて絵本を受け取った。


　──この絵本。


　手を出せば触さわれそうなほど鮮せん明めいな記き憶おくが、次々に脳のう裏りに浮うき出しになった。それは二人の王国の源みなもととなった絵本だ。森の中の小国の、女王と魔法使いの話。外国の絵本で、二人は挿さし絵えから物語を想像し、それを脚きやく本ほんのようにしてゴッコ遊びをした。その物語が景のイマジネーションで広がり、二人の王国を形作ったのだ。


　梓は震ふるえる指で絵本のページをめくった。


　すると、中に挟はさまっていた紙が落ちた。


　古い藁わら半ばん紙しだった。どの紙にも子供の文字が細かく書き込まれている。梓はその文字を追い、息を詰つめた。





『女王。あなたはわたくしの太陽です。どうかわたくしを照らしてください──×』


『優やさしい方よ。わたくしを哀あわれむなら、その笑え顔がおを見せたまえ──×』


『たとえ我わが身が朽くちようと、心は汝なんじの側そばに仕つかえん──×』


『側にいてくれるだけでいい。他ほかには何も望まない。見返りはそなたの思うままだ──×』


『好きなのです、女王よ。結けつ婚こんしてください──×』





　いくつかの台詞せりふに覚えがあった。それは全部、景がゴッコ遊びの中で梓の演えんじる女王に贈おくった言葉だ。


　孤こ独どくでひねくれた魔法使いが、初めて女王に思いを伝える場面。景はいつも違ちがう台詞を口にした。その場その場で適てき当とうに言っているのだとばかり思っていた。だが藁半紙に書き込まれた台詞は、実際に贈られた言葉の何倍も書き込まれていた。幼おさない景が頭を絞しぼって推すい敲こうした跡あとだ。


　使われた言葉には、すべてバツ印じるしが付けられていた。もちろん、梓が拒きよ否ひしたという印だ。梓の演じる女王は、一度たりとも魔法使いの求愛を受け入れたりはしなかった。なぜなら、そういう筋すじ書がきだからだ。景もそんなことはわかっていたはずなのに。


　──何よ、これ？　どういうこと？


　どうして景は、こんな形式的な場面の台詞に力を注そそいでいたのだろうか。これではまるで、本気で女王に恋こい焦こがれていたようではないか。


　梓は藁半紙を次々に手に取った。すると、最後に一枚だけ、違う紙が混まざっていた。


「これ──」


　その紙は梓が景に残した書き置きだった。以前梓は、この離はなれに置いてあったクッキーを食べたことがある。そのとき、空からにしたクッキーの空あき缶かんの中に、「苦しゅうない」と書いたカードを残した。そのカードだ。


　梓はカードを取り上げ、「苦しゅうない」と書かれた面を裏うら返がえした。


　そこには実直な筆ひつ跡せきで、





『あなたを護まもらせてください』





　とあった。


　子供の字ではない。梓はその文字に吸すい込まれた。


「梓ちんさ。さっき言ってたよね。幼おさななじみの子が、梓ちんがひどいことしてるって知ってるのに、なんで自分に優やさしくしたんだ──って。そんなん、簡かん単たんじゃん」


　久美子が胸を張って言う。


　梓はカードを胸に持って、久美子を振ふり返った。


「その子、梓ちんのこと好きだったんだよ。その紙見たら、もう明らかっしょ？」


「…………」


　胸が熱くなった。いまや梓の両目はまぶしいほどの光を放はなっていた。


　景は自分を護ってくれた。


　次は、自分の番ではないのか。


「久美子ちゃん」


「ん？」


「ありがとう」


「んん～」


　久美子は猫ねこが喉のどを鳴らすような顔で、満足そうな声を出した。


　梓はカードを懐ふところにしまった。そして力強く立ち上がる。


　髪をかき上げ、ゴムでくくった。


「あ、似に合あう」


　と久美子が言う。ポニーテールの梓は久美子に笑いかけて座すわり直し、鍋なべの中身を平らげる仕事に取りかかった。


　夜まで、まだ時間がある。
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　澄すんだ夜空に青せい月げつのかかる、美しい宵よいになった。


　絹けん雲うんは月光を受けて青く照り、凪ないだ中天に浮ういている。静かな月明かりは眼がん前ぜんの鉄てつ筋きん校こう舎しやにも青白い影かげを落としていた。


　横一列に並ならぶ窓ガラスには、それぞれに映る月の影。グラウンドや中庭に点在する外がい灯とうも、夜空の女王に恭きよう順じゆんの意を表し、自みずからの光量を下げているかのようだった。


　落らく雷らいから二日後の夜。


　体たい育いく館かんにはまだ人の行き来を禁きんずるテープがかかり、ブルーのシートが何枚も被かぶさって傷きず跡あとを覆おおっていた。だが、落雷の晩の騒そう然ぜんとした有あり様さまはなく、前夜はまだ残っていたカメラと報ほう道どう陣じんの姿すがたもない。


　葛くず根ね東ひがし高こう校こう舎しやは、ひっそりと静まりかえっていた。


「こんなところに？」


　茜あかねは前方を行くクリスタルに声をかけた。


「あら。すべての発ほつ端たんはここから始まりましたのよ。それほど意外ではないでしょう」


　クリスタルは平静に答えると、迷まよいのない足取りで校門をくぐった。茜は内心不ふ可か解かいな思いを抱いだいたが、仕方なく彼女に続いた。


　グラウンドを渡わたって正面玄げん関かんから校舎に入る。なぜか鍵かぎはかかっていなかった。校内にも人ひと気けはない。二人は無む人じんの校舎の中に足を進めた。


　ビーグルの警けい告こくを受けた茜だったが、いまさら引き下がることはできなかった。同じくバールの動向に注目するクリスタルと手を組み、真実に近づくことを決意したのだ。


　思えば茜は──茜だけではない。ほとんどのカプセルユーザーは、これまで目の前にある根本的な謎なぞから目を背そむけてきた。


　悪あく魔まとはなんなのか。


　カプセルとはなんなのか。


　現在のマーケットを形成する一いつ般ぱんユーザーが、初めてカプセルに触ふれ、悪魔の存在を知ったとき、そこにはすでにセルネットが存在していた。そしてユーザーを、そうしたオカルティックな存在が当然としてまかり通る世界へと誘ゆう導どうしていった。根本的な疑問を既き成せいのルールとして受け入れさせてきたのだ。


　セルネットの取ったこの仕組みは、カプセルの登場とほぼ同時期に完成している。いま自分の胸にあって焦しよう心しんをあおるわだかまりは、この仕組みを解明することでしか解消しない、と茜は考えていた。甲か斐いやビーグルたちとは違ちがう方法かもしれないが、その謎に挑いどむことが、自分を彼らと同じ世界に至いたらせる道ではないか。その思いが強いからこそ、ＤＤから孤こ立りつしてまで前に進む勇気を持てたのだ。


「デルタ。あなたは予よ備び校こうの一いつ件けんをご存じですか？」


　暗い廊ろう下かを歩いていたクリスタルが、後ろの茜に向かって、振ふり向くことなく唐とう突とつに尋たずねた。


「知っています。バールとベリアルを名乗る二人が現れたそうですね」


「本物だと思いますか？」


「おそらく。バールが戻もどったなら、同じ執行細胞フアースト・セルであるベリアルを連れて現れたとしても不ふ思し議ぎには思いません。彼らの発言も、一般ユーザーが考えつくことではありませんしね。実行に移すのかどうかはわかりませんが」


「そうね」


　カツ、カツと足音を響ひびかせながらクリスタルは頷うなずいた。振り返る気け配はいはないので、彼女の表ひよう情じようまではわからなかった。


　クリスタルは、なお背を向けたまま、


「彼らがセルネットの新しい指し導どう者しやとして打ち出した方ほう針しんもご存じなのね」


「ええ。概がい要ようはネットで知りました」


「どう思われます？」


「……危険ですね」


　茜は本心から答えた。


「カプセルの無む料りよう化か、大たい量りよう分ぶん配ぱい。マーケットが崩ほう壊かいするのは明白です。何より、公的な注目を意に介かいそうとしない、彼らの態度が危険です。当然あなたも、そう思われるでしょう？」


「──どうかしら」


　妙みようなトーンでクリスタルは答えた。


　茜は思わずクリスタルの背中を見つめた。彼女が笑ったような気がしたのだ。


「彼らの方針に賛さん成せいなんですか？　マーケットが崩壊するんですよ？」


「ええ。するでしょうね。多くの者はこの粛しゆく清せいに耐たえられないでしょう」


　──粛清？


　一いつ瞬しゆん、茜の足が止まった。クリスタルは変わらない歩調で先に進んだ。慌あわてて茜も足を動かした。


「執行細胞フアースト・セルが消えて以来、セルネットは二派に分かれていました。一つは、肥ひ大だいした組そ織しきに細さい胞ぼうシステムは相応ふさわしくないと考え、新たな中央集しゆう権けん型がたシステムへの移行を主張する革かく新しん派は。もう一つは、旧きゆう来らいの細胞システム存続を支持する現げん状じよう維い持じ派は。あなたもご存じですよね？」


　もちろん知っていた。茜の所しよ属ぞくする細胞リーダーだったカイムは革新派で、現状維持派に対する発はつ言げん権けんを強めようと手て柄がらを急せいたのだ。


「私は現状維持の立場を取っていました。ですが、このままでいいと思っていたわけではありません。ただ、あのとき組織の改かい革かくを標ひよう榜ぼうしていた者たちがネットを支配することに強い懸け念ねんを抱いたから維持派に回ったのです。組織の今後には、むしろ改革の必要を感じていました」


「…………」


　クリスタルの突とつ然ぜんの饒じよう舌ぜつぶりに、茜は困こん惑わくした。彼女の意図がわからないのだ。


　クリスタルは茜の反はん応のうなど知ったことではないという風ふうに、独ひとり言ごとをつぶやいている感じで話を続けた。淡たん々たんとしていた声こわ音ねに、次し第だいに熱がこもり始めていた。


「ただし、肥大したセルネットにそのまま中央集権型システムを当てはめたところで、雑ざつ事じが増ふえこそすれ益えきはありません。だってそうでしょう？　末まつ端たんのジャンキーどもが、組織の役に立つと思いますか？　実働員として組み込んだところで、警けい察さつに内ない部ぶ情じよう報ほうを与あたえて終わるのが落ちです。奴やつらは搾さく取しゆする対たい象しようであって部下にする価か値ちはありませんわ」


「……何が言いたいんです？」


「セルネットの取るべき道。それは中央集権でもなければ現状維持でもない。『原げん点てん回かい帰き』です。組織に入り込んだ愚おろか者ものどもを取り除のぞき、本来の高度な相そう互ご扶ふ助じよ組そ織しきに相応ふさわしい優ゆう秀しゆうな人材のみで組織を再さい建けんする。セルネットのエッセンスの抽ちゆう出しゆつこそ、いま為なすべきことなのです」


　クリスタルが足を止め、自じ尊そんに漲みなぎる顔で振り返った。


　茜は驚きよう愕がくして足を止めた。振り向いたクリスタルの目は、真まっ赤かに光っていた。


　──しまった。悪オ魔ー持ナちーだったのっ！


　逃にげだそうとした茜だが、なぜか足が動かない。そればかりか、身体からだに針はり金がねを通されたように、手足が突つっ張って言うことを聞かなかった。


　茜の狼ろう狽ばいぶりを、クリスタルは嘲ちよう笑しようした。


「ずいぶんと人のいい方ね。私のことなど信用できないと理解しているはずなのに、どうしてそう無む警けい戒かいになれるのかしら」


「……くっ」


　──ちくしょう。この、間ま抜ぬけ……！


　ビーグルの警けい告こくがいまさらながらに脳のう裏りで響ひびいた。茜は策さくを弄ろうすることが決して不ふ得え手てではない。だが、その策を自みずから実行に移した経験は少ない。頭では理解できても、実際に目を合わせて親しく話をしている相手が、突とつ如じよ態度を豹ひよう変へんして手のひらを返すというシーンを想像できなかったのだ。


　そしてまた、自身の心の基点を定めることができないまま術じゆつ策さくを巡めぐらし過ぎた。身体の重心を確たしかめないまま遠くに手を伸のばせば、足をすくわれるのも道理だ。


「無む駄だな抵てい抗こうはおよしなさいね。私の悪あく魔まは人の身体を操あやつることができるのです」


　クリスタルは妖よう艶えんに笑って再ふたたび廊ろう下かを歩き始めた。茜の身体もぎしぎしと軋きしみながら、木で偶く人にん形ぎようのような動きで彼女の後に付いていった。


「クリスタル……あなた……まさか……バールに……」


「『バジリスク』とお呼びなさい。それがいまの、私の立場です」


　茜は動かせぬ身体の下で胸を戦おののかせた。ＢＡＳＩＬＩＳＣバジリスクの頭文字は『Ｂ』。そのコードネームを名乗れるのは、執行細胞フアースト・セルの三人だけだ。


　クリスタル──バジリスクは、茜を従じゆう者しやのごとく操って職員室の前まで移動した。


　ドアを開ける。


　グラウンド側に面した窓から、青くまばゆい月光が部へ屋やを満たしていた。画かく一いつ的てきに並ならんだスチール・デスクはどれも乱らん雑ざつだ。ブックエンドに挟はさまれた教科書や参考書。プリント物。封ふう筒とう。ファイル。私し物ぶつらしきマグカップや卓たく上じよう時ど計けい。灰はい皿ざら。プラスチック製のステーショナリー。


　壁かべ際ぎわには分ぶ厚あつい資し料りようの並ぶ書しよ棚だなや、年末年始の予定が書き込まれたホワイトボード。各種掲けい示じ物ぶつ。型かた落おちした大型コピー機。デスクトップ・パソコン。


　そうした、どこの学校でも見る平へい凡ぼんな光景の中、窓から差す月光を背に、机に腰こし掛かけて一人の青年がいた。


　背が高く、バランスのとれた手足。波打つ銀ぎん髪ぱつを首くび筋すじでまとめて垂たらし、両手をスラックスのポケットにつっこんで軽く足を組んでいた。うつむき気味だった顔が、バジリスクと茜に向かって持ち上がる。煌こう々こうとした月の下で見ると、ギリシャの神像を思わせる青年だった。しかし、青年が二人に向けた眼まな差ざしは、彫ちよう像ぞうではあり得えない強い光を宿していた。


「……そいつか？」


「はい。コードネームは『デルタ』。以前はカイムの細さい胞ぼうでした」


　バジリスクは優ゆう雅がな仕し草ぐさで胸に手を当て、恭うやうやしく頭を下げた。茜は奥おく歯ばを嚙かんだ。彼女が礼を正す対象は多くない。


　気がつけば手足の自由が戻もどっていた。自分の意志通り身体からだが動くことを確かく認にんしながら、茜は青年に尋たずねずにはいられなかった。


「……あなたは？」


「ベリアルや」


　その一言で十分だろうと言いたげに、ベリアルはおっくうな物言いで答えた。事実十分だった。


　──こいつが……


　茜とて第サ三ー世ド代・細セ胞ル──セルネットの上位メンバーだったのだ。組そ織しきの頂ちよう点てんであり、ネットの創そう始し者しやである執行細胞フアースト・セルに興きよう味みを持たなかったわけではない。ネット在ざい籍せき中ちゆうには、可能な限り手を回し、彼らの情じよう報ほうを探さぐりもした。だが茜に知ることができたのは、三人の『Ｂ』のコードネームと、わずかに聞こえてきた噂うわさ話ばなしだけだった。


　すなわち、


　闇やみの知ち識しきとカリスマ性を併あわせ持つ、指し導どう者しや『ベルゼブブ』。


　組そ織しき管かん理り能力に優すぐれ、セルネットの実務を司つかさどる、調ちよう停てい者しや『バール』。


　そして、かつて召しよう喚かんされた中で最強の悪あく魔まを使うという、始し末まつ屋や『ベリアル』。


　──つまり、いま私は組織の始末屋の前に連れ出されたわけね。


　あまり好ましい展てん開かいではない。どっと汗あせが滲にじみ、夜気に触ふれて身体を冷やした。


　緊きん張ちようで息苦しくなる茜を、ベリアルは値ね踏ぶみする視し線せんで眺ながめた。


「お前、ＤＤにおったんやってな？　甲か斐いっちゅー奴やつのオンナやったんやて？」


　突とつ然ぜんの質問に、茜の心しん臓ぞうが爆ばく発はつしそうになった。


　──あ、あいつのことを知ってるの？


　動転した茜を見たベリアルは、「ほんまみたいやな」と冷たくつぶやいた。そして一転、美び麗れいな容よう貌ぼうに似に合あわぬ下品な笑いを浮うかべて、


「なんか、聞いて想像しとったんとちゃうな。もっと美人や思とったわ」


「な……！」


「チビやし。貧ひん相そうやし。髪かみ型がたもダサけりゃ、服も眼鏡めがねもイケテないやんか。甲斐ゆうたらヤンキーやろ？　もっとゴージャスな女連れてると思とったのに、気ぃ抜ぬけよんなあ」


　ニタニタ笑いながら、最後はバジリスクに同意を求めるように「なあ」と話を振ふる。バジリスクは妖よう艶えんな媚び笑しようを見せるだけで何も返事はしない。ただ、赤く光る瞳ひとみが、小こ馬ば鹿かにするように茜を一いち瞥べつした。


　ベリアルはもちろん、バジリスクも女じよ優ゆう顔負けの容よう色しよくとスタイルを誇ほこる美女だ。身長だけ見ても、この二人に挟はさまれた茜は子供のように映るだろう。


「当代随ずい一いちの悪魔使いて聞いたんやけど、こら案外、田舎いなかの不良みたいな特とつ攻こう服ふく野や郎ろうかもしれへんな。陛へい下かがあっさり切り捨てたんも無む理りないか。ハハハ」


　ベリアルはカラカラと、乾かわいた不ふ真ま面じ目めな笑い声を立てた。


　カチンと来た。


「私も意外だったわ」


　と、気がつけば口が勝手に動いていた。


「あん？」


「謎なぞに包まれてた執行細胞フアースト・セルが、蓋ふたを開けてみれば、こんな低てい俗ぞくな人間だなんてね。Ｂ級アクションのマフィアみたい。期待外れよ」


　ベリアルの高い鼻はな面づらに目がけ、茜は背せ伸のびする勢いで言い放はなった。


　ベリアルが表ひよう情じようを消した。


　顔の「形」は笑っている。しかしその表情が意味するところは、無むだった。ただ、肉の仮か面めんのような顔にあいた穴あな。二つの双そう眸ぼうの奥おくから、ベリアルという人物の生なまの魂たましいが、ちろちろ燃もえながら光を投げていた。光は真まっ直すぐに茜に突つき刺ささってきた。


　茜は怯ひるまなかった。


　ともすれば震ふるえそうになる足を意地で押おさえつけて床ゆかを踏ふん張った。胸を張り、静かだが底の知れないベリアルの眼がん光こうを、正面から受け止めた。


　この男と同じ種類の眼光を、茜は知っていた。意い識しきせずとも相手を威い圧あつせずにおかない、内ない蔵ぞうする力が溢あふれ出ているような眼光を放つ男を、茜は他ほかにも知っていた。


　あいつの眼光にたじろがなかった自分が、ここで怯むわけがない。この男があいつより強い目をしているなどと、認みとめるわけにはいかない。


　茜は鼻息を荒あらくしてベリアルをにらみ返した。どんな態度に出る方が得とくか。どうすればこの場を切り抜ぬけられるかなど、考えもしなかった。


　ふっ、とベリアルの顔に表情が戻もどった。奥おくに引っ込んで考え事をしていた人格が再ふたたび表層に浮うかんだような感じだ。元に戻ったベリアルは、空白の間がなかったかのように「ふふん」と鼻を鳴らした。


「……洒落しやら臭くさい女や」


　と面おも白しろそうにつぶやき、


「まあ、そうやな。謎に包まれた執行細胞フアースト・セルについては、バールと会ってから評ひよう価かを決めてくれ。俺おれは三人の中やと一番毛け色いろが違ちがうんや。俺を基き準じゆんに無む慈じ悲ひな女王を語られたんでは、ベルゼブブも浮かばれへんわ」


　──浮かばれ？


　憤いきどおりで血が上っていた茜だったが、その一言には思わず眉まゆを動かした。


　何気ない台詞せりふでも、その意味は大きい。そういえば『クリスタル』は『バジリスク』に引き立てられたのだ。これはつまり、『Ｂ』に欠員ができているということではないのか。


　──『ベルゼブブ』はすでに他た界かいしている？


　一方、ベリアルは茜のひっかかりなど気にも留とめず、控ひかえていたバジリスクに声をかけた。


「とりあえず、大人おとなしくさせとけ。怪け我がさせんなよ」


「ま、待って。私をどうする気？　私なんかに、なんの用があるのよ」


「何。俺らはいま人材不足やから、使える奴やつが欲ほしいねん。お前はバジリスクの推すい薦せんや。この際、貧ひん困こん女学生みたいなナリは大目に見たる。陛へい下かのために、お役に立てえ」


「ば、馬ば鹿かにしないでっ。私が協力すると本気で思ってるの？」


「そこら辺はバールに任してある。ついでに言えば、そこら辺でバールが手こずることは絶対ない。お前もすぐに、そんなこと気にならんようになるわ」


　ベリアルは狡こう猾かつな、そして冷れい酷こくな目で言った。


　──まさか……洗せん脳のう？


　茜が青ざめた。次の瞬しゆん間かん、再ふたたび身体からだが軋きしむ感覚が走り、手足の自由が失われた。


「くっ……」


「さ、参りましょう、デルタ。いえ。これからあなたは第二世代細胞セカンド・セルの一人です。あとで私が相応ふさわしい名前を授さずけてあげますよ」


「ふ、ふざけないでっ。離はなしなさいよ！」


「あらあら。抵てい抗こうは無む駄だだと教えたでしょう？　あなたはもっとお利口なはずですよ」


　バジリスクはベリアルに一礼すると、そのまま後ろを向いてドアに近づいた。茜の足もまた、彼女のあとを追った。


　茜は歯を食いしばって抵抗した。しかし足は言うことを聞かなかった。


　見た者を石にする伝説の蛇へびバジリスク。彼女がその名を、コードネームに選んだ理由がわかる。首から下は石せつ化かしたように感かん触しよくがなかった。


「いい子だから、言うことをお聞きなさい。私、頭のいい子は嫌きらいじゃないわ」


　バジリスクはドアの前で立ち止まると、涼すずしげな視し線せんで後ろの茜を見下ろした。お下さげ髪がみに手を伸のばして指先で弾はじく。新しいペットに触ふれるような手つきだ。茜はかろうじて動く首を動かし、バジリスクの伸ばした腕うでに唾つばをかけた。


「触さわらないでよ、気き色しよくの悪いっ」


　そのような反はん撃げきを受けるとは思わなかったらしい。バジリスクは一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんと唾を吐はきかけられた袖そで口ぐちを見つめ、ついで怒いかりに美び貌ぼうを歪ゆがめた。


「……『おいた』が過ぎますね。もう少し賢かしこい子だと思っていましたのに……失望ですわ」


「そのお上品ぶった口の利きき方やめてくれない？　エセ令れい嬢じようみたいなのさ」


　バジリスクの柳りゆう眉びがつり上がった。パーン、と高い音を立ててバジリスクの手が茜の頰ほおを打つ。


　茜は避よけることもかなわず一打を受けた。しかし、一瞬も目を閉じなかった。


「お仕置きが必要みたいね。いいでしょう。しっかりと躾しつけてあげます」


　バジリスクの妖よう艶えんな相貌が、どぎつい憎ぞう悪おで醜みにくく歪ゆがむ。


　一部始終を見ていたベリアルが、苦く笑しようとため息をもらして「おい」と声をかけた。


「怪け我がさすな言うたやろ」


「『機能』に障しよう害がいを残すような真ま似ねはいたしません。バール様には私から説明しますから、ここは私にお任せください」


　バジリスクは自分より背の低い茜の前に真まっ直すぐに立った。人差し指を伸のばし、紫むらさき色いろのつけ爪づめを茜の喉のどに突つきつける。


「鏡のある所に行きましょうね、お馬ば鹿かさん。自分の手が自分の鼻を削そぎ落とすところを見せてあげますよ」


　バジリスクは、ぞっとする冷笑を見せた。


　そしてドアを開ける。


　その瞬しゆん間かん、廊ろう下かから彼女の顔面目がけて伸ばされた腕が、手にした催さい涙るいスプレーを近きん距きよ離りから吹ふき付けた。バジリスクは噴ふん射しやを浴び、もんどり打って床ゆかに倒たおれた。


「ぎゃああああっ！」


「……な、何？」


　何が起こったのかわからず、茜は棒ぼう立だちになって転げ回るバジリスクを見下ろした。と、立ち尽つくす茜の腕うでを、廊下にいた何者かがつかんだ。


「逃にげるぞ！」


「み、水みず原はら勇ゆう司じ！　それに……」


　廊下にいたのは二人。催涙スプレーの一いち撃げきを食らわせたもう一人は、のたうつバジリスクを後しり目めに職員室内に飛び込むと、デジタルカメラのフラッシュを光らせてから直ただちに廊下へ舞まい戻もどった。


「これでとりあえず不ふ法ほう侵しん入にゆうの証しよう拠こは撮とったわっ。退たい散さんするわよ」


「あなた──海うみ野の千ち絵え！　どうしてここに」


「久しぶりね、皆みな見みさん。デルタと呼んだ方がいいかしら？」


「話はあとだ。走れ！」


　水原に腕を引かれて、茜は身体からだの自由が戻もどっていることに気がついた。二人に促うながされるように職員室の前から走り去る。背後からバジリスクの怨えん嗟さの怒ど声せいが聞こえたころには、廊下の角を回って階段を駆かけ上がっていた。


「ま、待って。上に逃げる気？」


「もともと上に用があったんだよっ」


「それが、思わぬ人を見かけたもんで、段取りを狂くるわせちゃったのっ」


　千絵と水原は茜を挟はさむようにして階段を走り上がった。


　水原は普ふ段だん通どおりの、ちょっとこれからナンパにでも出かけようかという軽けい装そうだった。しかし千絵はといえば、黒い防ぼう刃じんジャンパーに黒いスリムパンツとブーツ。黒いキャップを被かぶってケブラー製グローブをはめた完全装そう備びだ。


　茜は悪い予感に顔を引きつらせた。


「まさか、あなたたち──あいつらに喧けん嘩か売りに来たんじゃないでしょうね！」


「もちろん、その可能性も考こう慮りよに入れていたわ。でも心配無用よ。あらゆる事態に対たい処しよできるよう、臨りん機き応おう変へんな構えで事に臨のぞんでるから」


　と千絵は自信を持って答えた。


「そういや、今回ぐらい出たとこ勝負ってのは珍めずらしいな。おかげで悩なやみが少ない」


　と水原は達観した意見を述べた。


　茜は走りながら頭を抱かかえたくなった。


「あなたたち、あのウィザードの仲間なんでしょ!?　見習うところはないの？」


「そうか？　あいつも結けつ構こう行き当たりばったりだぜ」


　とぼけた口く調ちようで水原が言う。


　茜は一つ首を振ふると、腹はらをくくって逃とう走そうに集中した。


　彼女は気づかなかったが、そのときにはもう、先への不安はなくなっていた。





　　　　２





　人ひと気けのない校こう舎しやの中を、梓あずさは一人歩いていた。


　自分の立てる足音以外は、物音一つ聞こえない。無む機き的てきな内ない装そうは青い月光を受けて表ひよう情じようを変えていた。見慣れたはずの光景が、神しん殿でんのような厳げん粛しゆくな空気を帯びている。


　梓は階段を上って四階に上がった。突き当たりにあるドアを、小さく軋きしませて左右に開ける。


　そこが図書室だった。


　教室二つ分の広さがあった。両側の壁かべは端はしから端まで窓。見み晴はらしがよく、いまは月明かりをたっぷりと部へ屋やに入れていた。リノリウムの床ゆかが月光を反はん射しやし、部屋中がぼんやりと発光して浮うかび上がっているように見えた。


　室内には背の低い書しよ架かとテーブルが設せつ置ちされていた。もちろん誰だれもいない。梓は部屋を見回すと、一度ゆっくりと深しん呼こ吸きゆうした。室内の冷めた気体が、肺はいの奥おくをチリチリ刺し激げきする。肺を循じゆん環かんさせた息を吐はき出し、梓は部屋の奥へ続くドアを目指した。


　扉とびらにはプレートが貼はられ、『書庫』とある。


　ドアを開けた。


　書庫の中は明かりが点ついていた。一いつ瞬しゆんくらんだ瞳ひとみが、じわじわと視し力りよくを取り戻もどしていく。狭せまい書庫内の様子が見えた。


　天てん井じように届とどく書架が並び、侵しん入にゆう者しやを無言の威い圧あつで出で迎むかえている。埃ほこりとかび。古い時間のにおいがした。


　梓は奥に進み、足を止めた。


　書架に挟はさまれた狭せまい通路。以前ここで会ったときと同じ位置に、目当ての人物は座すわっていた。


　深海のような沈しずんだ書庫内の空気。粉こな雪ゆきのように降り積もる蛍けい光こう灯とうの明かり。密ひそやかな空気に溶とけ込こむ、暗い影かげを引きずった少年。


「景ちゃん」


「いいえ、違ちがいます──と、昨晩も言ったはずです」


　女王は腰こし掛かけていた踏ふみ台から立ち上がり、ブルーのウィンドブレーカーをふわりと翻ひるがえした。フードや肩かたに降り積もっていた蛍光灯の光が、サラサラと払はらわれて空気に溶とけた。


　梓は気持ちを引き締しめ、一歩ずつ女王に近づいて行った。


　すぐ側そばまで近寄っても、彼女は身動きしなかった。梓は女王のウィンドブレーカーに手を触ふれると、ヴェールを脱ぬがすような手つきでフードを上げた。


　隠かくれていた小こ振ぶりな顔が現れた。


　蛍光灯の明かりの下、漂ひよう白はくされたように白く浮かんでいる。秀しゆう麗れいな顔立ちは、なんの感情も浮かべずに間ま近ぢかの梓を見つめていた。相手に対する正せい負ふの思念を持たない純じゆん粋すいな視し線せんは、幼よう児じや動物に通じる無む垢くな色を持っていた。


　ふと、思う。


　彼女は実は景の別人格なのではないだろうか。悪あく魔まとか、そういうものではなく、景の持っていたもう一つの人格なのではないだろうか。


　人は誰だれでも成長する過程で幼おさない自分を置き去りにしていく。景もまた、かつての優やさしく泣き虫だった少年から、冷れい徹てつで確かつ乎こたる青年へ成長した。その過程で、自分の一部を捨てていったはずだ。現在の景がどこかに消えたいま、その見捨てられていたもう一人の景が目を覚ましたのではないだろうか。そんな感かん慨がいが、一いつ瞬しゆんだけ陽炎かげろうのように揺ゆれた。


　ひょっとして景は、まだあの王国に捕とらわれ続けていたのだろうか。自分が「思い出」として懐なつかしく回かい想そうしていたよりも、もっとずっと強く。


　──『あなたは「強い」方です』


「確たしかに……そうなのかもね」


「なんのことですか？」


「あなたの言ってたことよ。女王陛へい下か」


　梓は両手を腰に当て、落ち着いた実じつ直ちよくな声で答えた。


「会ってくれて、ありがとう。あなたにしてみれば、わたしにはもう用はないものね」


「…………」


　女王は答えなかった。その無む表ひよう情じような顔からは、彼女が何を考えているのか計ることはできない。だから梓は、なんと答えて良いかわからないでいるのだと、勝手に解かい釈しやくすることにした。


「わたしの用件はわかってるよね。景ちゃんを返してもらいたいの」


「それはできません。わたくしどもは彼を必要としています。彼もまた、わたくしを必要としています」


「わたしも、景ちゃんが必要なんだけどな」


　逃にげない口く調ちようで梓が言う。


　女王はまた何も答えなかった。だが梓には、表情のない顔の奥で、彼女の心が戸と惑まどっているのを見たように思えた。もちろん、錯さつ覚かくかもしれないが。


「昨日きのうは聞きそびれちゃったけど。あなたは、悪魔なのよね？」


「はい。便べん宜ぎ的てきな名めい称しようですが、そう呼ばれている存在です」


「でも、わたしが知ってる悪魔とあなたじゃ、全然違ちがうように見えるわ。言葉を喋しやべるし、意思がある。それに誰かの身体からだに乗り移って操あやつるなんて、そんな悪魔は聞いたことないもの」


「それは、わたくしが召しよう喚かん者しやから独どく立りつした存在だからでしょう」


「独立……ってつまり、人格があるってことでしょ？」


「わたくしがいま言った独立の概がい念ねんに、人格の有う無むは関係ありません。わたくしが独立と言ったのは性質の面からです。ほとんどの悪魔は存在を召喚者の魂たましいに依い存ぞんします。わたくしは違います」


「どう違うの？　いえ、そもそもあなたは、誰に召喚されたの？」


「その質問にも、すでにお答えしたはずです」


「ごめん。よくわからなかったんだ。もう一度教えてくれない？」


　梓が頼たのむと、女王は意外にもすんなりと承しよう諾だくした。


「わたくしを召喚したのは三人の男です。彼らは自みずからのことを、ベルゼブブ、バール、ベリアルと名乗っていました」


「……それって、執行細胞フアースト・セルの？」


「はい。そのようにも名乗っています」


「待って。悪魔って召喚者の頭の中とか魂みたいなものの中から出てくるんでしょ？　あなたは三人の人間の魂から生まれたの？」


「わかりません」


「わ、わからないって──」


「あなたは存在の瞬しゆん間かんの記き憶おくを持っていますか？」


「生まれたときのってこと？　持ってないけど……」


「わたくしも同様です。わたくしはこの世界で自らを知覚したとき、すでに在ありました」


　女王は淡たん々たんと語った。


　梓はこれまで、景の操っていた〝影かげ〟を始め、悪オ魔ー持ナちーの使し役えきする悪魔に人格があると思ったことはなかった。しかしひょっとするとそれは間違いで、彼らは皆みな、言葉を持たないだけで彼女と同じような意い識しきを持っているのだろうか？


「わかったわ。とにかくあなたは、セルネットの三人に呼び出されたわけなのね？　そして彼らから独立してる……離はなれていても平気ってことかしら？」


「はい」


「それがどうして景ちゃんに乗り移ったの？　あなた、景ちゃんのことを知ってるような口くち振ぶりだったけど」


「もちろん知っています。この方は──」


　と女王は自分の胸に手を当てた。


「いわば、わたくしの育ての親です」


「親？」


　思わず梓は聞き返した。女王はその無感情な面おもてに、初めて笑えみを作った。


「召喚されたわたくしは、指し向こう性せいを持たないまま、ただ在ありました。人間の魂から独立して在るということは、悪魔にとって不ふ自し然ぜんなことのようです。もしそのまま時を経へていれば、わたくしの存在は拡かく散さんし、世界はわたくしを含ふくまない自然な姿すがたに修しゆう復ふくされていたでしょう。ですがわたくしは、この方の魂に触ふれました」


　女王の瞳ひとみが軽く伏ふせられる。まつげの下の双そう眸ぼうから、金色の光がもれていた。


「この方はわたくしを求めてくださいました。わたくしはこの方の求めに応じることによって世界に在る意味を得え、同時に人間の魂という安定した場を得ました。あなたが気になさる、わたくしの意思や人格は、わたくしの存在の表層に過ぎません。しかし、その意思や人格が形作られたのは、この方のためです。この方との交流手段として、わたくしは意思と人格を獲かく得とくしました。この方の望むままに」


「…………」


　梓は言うべき言葉を失って、女王の──景の顔をまじまじと見つめた。


　彼女の話はどれもにわかには理解できない内容だった。やはり、梓の知るカプセルで召喚された悪魔とはあまりに違っている。そして執行細胞フアースト・セルだ。彼らと景の間に、このような因いん縁ねんがあったなどと、明かされたところで、すぐには信じることもできない。


　──景ちゃんの望み？


　梓は乾かわいた口を、不ぶ器き用ように動かした。


「……あなた、景ちゃんをどうするつもりなの？」


「『王国』へお連れします」


「王国？」


「はい」


　今度の受け答えは淀よどみがなかった。梓は眉まゆ根ねを寄せた。


　──王国……って、まさか？


　と、そこで梓の脳のう裏りに、稲いな妻ずまのような閃ひらめきが走った。


　──女王？


　梓は初めて彼女の名を聞いたとき、とっさにセルネットの別べつ称しよう『無む慈じ悲ひな女王』を連れん想そうした。本人も肯こう定ていしたものだから、特に疑問は持たなかった。だが、彼女は景のことを知っていたという。そしていま、彼女は『王国』と言った。


『女王』と名乗る悪魔。王国。景。それに、セルネットの『無慈悲な女王』。


　七年前の秘ひ密みつの遊びと、葛根市に君くん臨りんするカプセル売ばい買ばいの最さい大だい組そ織しきが、なぜこんなにも符ふ合ごうするのか。梓の背にゾクゾクと冷たい電流が流れた。


　──まさか……まさか、それじゃあ……


　セルネットの別称ともなった彼女の名『無慈悲な女王』とは、自分たちがかつて遊んでいた、あの王国の、あの女王を指しているのではないだろうか？


　──『わたくしはあなたの影かげ』


　──『あなたはわたくしの雛ひな形がたです』


　もしそうなら、昨日きのうの彼女の台詞せりふはすべて筋すじが通る。七年前、景との遊びで女王を演えんじたのは、この自分だ。


「……あなたが景と会ったのはいつ？」


「あなたが日本を去った一か月あとです」


「そのあと、あなたと執行細胞フアースト・セルはセルネットを作った？」


「はい」


　──なんてこと。


　梓は床ゆかが崩くずれるような平へい衡こう感かん覚かくの消失を味わった。景だけではなかった。自分の過去もまた、セルネットの設せつ立りつに関かかわっていたのだ。彼らの始まりが、景と自分との空想を模もしていたなどと、誰だれが想像できただろう。


「セルネットっていったいなんなの？」


　と梓は喘あえぐように聞いた。


「何が目的なの？　あなたたちはいったい……王国へ連れて行くって、どういうことなのよっ」


「それが、この方の望みでした」


　女王は粛しゆく然ぜんとして答えた。


　梓は奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。


「景ちゃんに会わせて」


「お断りします」


「どうしてっ？　彼と話させて。景ちゃんの口から直接聞くわ。彼に会わせなさい」


「いやです」


　金色の瞳ひとみが一ひと際きわ強い光を放はなった。女王は雪花石膏アラバスターの仮か面めんのような表ひよう情じようで梓を峻しゆん拒きよした。


　二人の間の空気が緊きん迫ぱく感かんを増ました。


　だが、肌はだを刺さす時間は、階下から突とつ如じよ上がった、禍まが々まがしい女性の悲鳴に打ち破られた。


　梓は鋭するどく反はん応のうした。


「いまの、何？」


「──あなたの仲間が来たようです」


　──千絵たちが!?


「まさか、いまの悲鳴！」


「違います。いま悲鳴を上げたのはバジリスクです」


「誰？　この校こう舎しやに、わたしたち以外の人間がいるの」


「もちろんいます。バールとベリアルの二人は、落らく雷らい事じ故こを報道に来た人間に情じよう報ほう操そう作さを行っていました。わたくしの帰き還かん後、わたくしどもはこの校舎を拠きよ点てんとしていたのです」


「なんですって？　じゃあ、あの二人がここにっ？」


「バールは不在です。ベリアルはいます」


「くっ……」


　ベリアルといえば予よ備び校こうで悪あく魔まを使し役えきしようとした奴やつだ。景がいないいま、千絵と水原の二人だけで悪オ魔ー持ナちーと戦えるとは思えない。


「お行きください」


　女王は冷めた目で梓に告つげた。


「あなたにはあなたの、わたくしにはわたくしの場所があります」


「……で、景ちゃんは、そっちにいるってわけ？」


「はい」


　階下の悲鳴が怒ど声せいに変わった。怒いかりと憎にくしみに満ちた敵てき意いは、千絵たちに向けられたものだろう。


　放ほうってはおけない。だが、それは景も同じだ。


　梓は素す早ばやく、荒あら々あらしく考えた。


　脳のう裏りを巡めぐる衝しよう撃げきの事じ実じつ。手にした情報は、正直にいって梓の手に余あまった。何が正しいことなのか、判断を付けられなかった。


　しかしいま、梓の求めるものは過去にではなく未来にある。悪魔や幻げん想そうにではなく、温あたたかいスープやコーヒーの側にあるのだ。


　梓は腹はらを決めた。


「ねえ。あなたはわたしをどうしたい？」


「わたくしはあなたとは関かかわりたくありません」


　女王はまさに無む慈じ悲ひな口くち振ぶりで言った。梓は思わず苦く笑しようしたが、躊ちゆう躇ちよはしなかった。


「じゃあ、先に謝あやまっとくよ。ごめんね」


　告げると、梓は女王の手をつかみ、そのまま手を引いて走り出した。


　書庫から図書室に出る。手を引いたまま出口に走る。


　無む理り矢や理り引っ張られるまま、女王は無表情な眼まな差ざしをつないだ手に向けていた。


「どういうつもりです？」


「どういうも何も。わたしは景ちゃんを返してもらいに来たんだから、そうするのよ！」


　女王は返事をしなかった。気分を害しているのかもしれないが、少なくとも抵てい抗こうする素そ振ぶりはない。梓はそれ以上余計なことを考えるのはやめて、夢む中ちゆうで手を引き、階段を駆かけ下りた。


　走りながら、景に売ばい人にん疑ぎ惑わくが向けられたときのことを思い出した。


　あのとき梓は書庫まで景を問い詰つめに赴おもむき、手て厳きびしい拒きよ絶ぜつにあって悄しよう然ぜんと引き返した。うつむき、逃にげるようにこの階段を下りたのを覚えている。


　もしあのとき、いまのように景の手を取って彼をあそこから連れ出していれば、どうなっていただろうか。そのとき景は、どんな顔を見せてくれただろうか。


　景の手を引いて走る。それは昔の、二人が動き出すときのスタイルだ。梓は強く、景の手を引いた。


　その直後だった。


　三階に下りたすぐ。廊ろう下かと階段の交わるスペースで、二階から駆け上がってきた三人にぶつかった。


　千絵と、水原と、茜だった。


　その瞬しゆん間かん、その場に居合わせた女王以外の四人は、入り乱れる火花のように、それぞれの感情を爆ばく発はつさせた。


　千絵は梓を見て棒ぼう立だちになった。「梓さん」とつぶやき、目め尻じりに涙なみだを一いつ滴てき浮うかべた。


　茜は梓を見て、千絵と水原がここに来た訳を悟さとった。それから梓が手を引く人物に気づき、「ウィザード」と絶句した。


　水原は梓の無事に安あん堵どするやいなや、彼女の後ろにいる景の姿すがたに釘くぎ付づけになった。「景」とつぶやき、そうでないことを知ると全身に殺気を漲みなぎらせた。


　梓は千絵と水原の姿を見て熱い思いを胸に込こみ上げさせた。しかし茜がいることを見て驚おどろきと疑問を抱いだき、結果、他ほかの誰だれよりも早く我われに返った。


　全員がぴたりと制止した瞬しゆん間かんが流れた。


　最初に動いたのは覚かく悟ごを決めた水原だった。


　水原は女王一人に目を据すえ、前にいた千絵を脇わきに押おしのけて「射しや線せん」を確かく保ほした。


　茜は反はん射しや的てきに水原を避よけた。


　避けながら動きを追い、彼が腰こしの後ろへ手を伸のばすのを目にした。


　千絵は梓に気を取られるあまり、女王に気づくのが一番遅おくれた。


　気づいたときには乱らん暴ぼうに突つき飛ばされ、次の瞬しゆん間かん、床ゆかに手をついていた。


　被かぶっていた黒いキャップが、目の前に投げ出された。


　その、放ほう物ぶつ線せんを描えがくキャップの向こう側。


　すでに水原はシューティング・ポジションを確保していた。


　両手で銃じゆうを突つき出し、


　目の高さに構かまえて、


　照しよう準じゆんを合わせる。


　一瞬苦く渋じゆうが過よぎり、


　それが消え、


　指先が、


　引き金を──


「やめなさいっ！」


　ビンッ


　と腹はらに響ひびく一いつ喝かつ。


　梓は手足を突き出し、両りよう肩かたをそばだてて大声を張り上げた。水原が打たれたように動きを止める。その表ひよう情じようから、憑つき物が落ちたように鬼き気きが消えた。


　再ふたたび、静止のときが訪おとずれた。


　茜は壁かべに背中をつけたまま、腰こしが抜ぬけたようにずるずると座すわり込こんだ。


　千絵は目を限界まで見開いて強こわ張ばっていた。が、やがてガチガチに固まった口で、震ふるえながら嗚お咽えつをもらした。いまさっき何が起ころうとしたのか、ようやくにして理解した。


　水原が、景を殺そうとした。


「み、み、水原……あんた……あんた……」


　そして床ゆかから飛び上がり、水原に殴なぐりかかった。


「馬ば鹿か！　馬鹿！　馬鹿！　あんた……何考えてんのよう！　この馬鹿あ！」


　涙を流し、鼻水を出し、全身に残る凄すさまじい恐きよう怖ふの残ざん滓しに震えながら、千絵は水原を幾いく度ども殴りつけた。


　どうして水原があんなことをしようとしたのか、千絵は直感的に察していた。彼はすべてに決着を付けようとしたのだ。それもたぶん、景と二人で、最初からそう決めていたのだ。それは安あん易いで愚おろかだが、確かく実じつな方法だった。


　本心を明かさない景と、軽けい薄はくを装よそおう水原。そんな二人が内に隠かくしていた覚かく悟ごが──自分たちの命に換かえてもすべてを終わらせるという「本気」が恐おそろしかった。そんな風ふうに決めてしまえる二人が、哀かなしかった。


　梓は千絵の手をそっと取ると、泣きじゃくる彼女の頭を肩かたに抱だいた。千絵は梓の胸をつかんで、全身でしゃくり上げた。


「皆みな見みさん」


「……え、はい」


「いまどうなってるの。状じよう況きようを教えて」


　梓の冷静な声を聞き、茜も直ただちに平へい常じよう心しんを取り戻もどした。


「バジリスク──元IXＣナイン・シーの一人が追ってきてるわ。彼女は悪オ魔ー持ナちーで人の身体からだを操あやつることができるの。他ほかにもベリアルという執行細胞フアースト・セルの一人がいる。すぐ逃にげるべきよ」


「……そのようね」


　梓は頷うなずくと千絵の肩に手のひらを置いた。


「千絵？」


「……ありがとう。梓さん。……もう、平気よ」


　千絵はまだひくついていたが、涙なみだでぐしゃぐしゃになった顔にいつもの笑え顔がおを戻してみせた。梓も微び笑しようで応こたえる。それから梓は、自失した様子の水原に向かって手を出した。


　水原は、彼もまた全身に残る死の実感に支配されていた。彼がここまでリアルに死を感じているのは、彼の兄の自殺に触ふれたとき以来のことだった。


「水原くん。銃じゆうを渡わたして」


「……すまねえ。俺おれは……」


「もういいよ。それより銃を」


　水原は伏ふせていた顔を上げた。その顔に子供がぐずるような表ひよう情じようを浮うかべて女王を見た。


「でもよ。梓ちゃん。そいつは……」


「わかってる。でもお願いだから、ここはわたしに任せて。ね？」


「……しかし」


「水原くん。お願い」


　梓の嘆たん願がんを耳にしながら、水原は女王を凝ぎよう視しした。その眼まな差ざしは、憎にくしみと友情、激げき情じようとやるせなさ、怒いかりと悲しみ、渇かつ望ぼうと迷まよいが同どう居きよした、矛む盾じゆん極きわまる、しかし噓うそのない眼差しだった。


　女王は人間の放はなつ感情のマグマを、ただ無む慈じ悲ひな黄おう金ごんの目で受け流した。


「──ハ」


　と水原が息をはく。そして、彼らしい軽い仕し草ぐさで肩かたを竦すくめると、ガバメントを梓の手のひらに乗せた。梓は銃を受け取ると、セフティーをかけ直してベルトに挟はさんだ。


「さ、逃にげようっ」


「……どこへです？」


　弾はじかれたように四人が振ふり返る。下に下りる階段の手すりの間から、狂きよう気きに歪んだ赤い光点が二つ、こちらをにらんでいた。


「本当に。あなたたちは低てい脳のうねえ。悪オ魔ー持ナちー相手に、凡ぼん愚ぐが何人集まったところで、どうにもなるわけがないでしょう。そんなこともわからないの？」


　嘲あざける波動。次の瞬間には、四人の身体からだは動かなくなっていた。


　──なっ。


　梓は突とつ然ぜん石と化した手足に驚きよう愕がくした。いまさっき茜が説明した、人の身体を操る能力だ。ではこいつがバジリスクか。


　──しまった。油断したっ。


　身動きとれない四人の獲え物ものに、バジリスクは舌したなめずりしながら階段を一段ずつ上った。ところが、獲物の中に一人、自由に動く者がいる。その一人を見て、彼女はぎょっと足を止めた。


「陛へい下か!?　なぜここに？」


　そのとたん、拘こう束そくが解とけた。「目を閉とじて！」と小さく千絵が叫さけび、腰こしのポーチから小こ型がたライトを取り出すと、バジリスクの顔に向けて照しよう射しやした。


　尋じん常じようでない光が薄うす暗ぐらい闇やみを燃もえ上がらせた。


　千絵が使用したライトは「シュアーファイアー」と呼ばれる特とく殊しゆなフラッシュライトで、目め潰つぶし用に使用される物だ。千絵の警けい告こくを聞いたバジリスクは、まともにのぞき込むことこそ避さけられたが、それでもあまりの閃せん光こうに目め眩まいを起こして足をふらつかせた。


「があっ！　お、おのれっ、このクズどもっ！」


「いまよ！」


　千絵のかけ声に従い、四人ともう一人は脱だつ出しゆつを開始した。





　　　　◆◆◆◆◆





　上に逃げても追い詰つめられる。梓たちは廊ろう下かを全速力で駆かけ抜ぬけ、突つき当たりの渡わたり廊ろう下かから隣となりの校こう舎しやに移った。そして階段を一階まで駆け下りる。


「こっちだ！」


「待って。そっちはあいつが下りてきたら鉢はち合あわせするわ。廊下を渡って、反対側に抜ぬけましょっ」


　梓の言った廊下は、一階の、中庭に面した廊下だった。


　片側は教室、反対側は窓。ガラス窓の向こうには、静かな月明かりを浴びた芝しば生ふが夜気に濡ぬれて光っている。霜しもが降りているのだ。


　微び細さいな氷の結けつ晶しようが幾いく千せんも濡ぬれ輝かがやく様さまは、夜空の星々を水面に映したように見える。真冬の夜だが、ついついそぞろ歩きたくなる神しん秘ぴ的てきな光景だった。


　だが、必死で逃にげまどう梓たちに、外の景け色しきを気にする余よ裕ゆうはなかった。


　廊下を半分ほど走ったとき、その先に立つ人ひと影かげに気づき、一同は足を止めた。


　長身の影は、気負いのない姿すがたで行く手を立ち塞ふさいでいた。ベリアルだ。


「陛下」


　とベリアルはため息混じりにぼやいた。


「どないなおつもりですか？　あなたなら、そんな連中どうとでもできるでしょうに。どうせ、そいつらここに呼んだんも、あなたでしょ。やっぱりご自分のモデルは気になりますか？　なんならいっそ、ここで陛下の憂うれいを絶たって差し上げてもよろしいですよ」


　苦言を呈ていすベリアルの両目が、ぼんやりと赤い光をもらした。「くそっ」と水原が舌した打うちする。


「梓ちゃん！　さっきの銃じゆうを貸してくれ」


「駄だ目めよ」


「ぐずぐずしてたら全ぜん滅めつするぞ！」


「駄目よっ。銃なんか絶対に駄目！」


　どうしても梓が渡しそうにないと知ると、水原は毒どくづきながらカプセルをのんだ。せめて悪あく魔まを視し認にんできるようにしたのだ。


　それを見て、梓もポケットに手を入れた。


　──……これをのんで、耐たえられる？


　梓は振ふり返って、手をつなぐ女王を見た。感情のない視し線せんが梓を見返す。だが、その顔は紛まぎれもない景のものであり、つかんだ手も景の手だ。


　──うんっ。


　守らなければならない。梓は景の手を固く握にぎりしめ、カプセルを口に放ほうり込こんだ。


　かみ砕くだいて、のみ込む。


　カプセルが体内に消えると、ほとんど間まをおかず効果が現れた。いままでで経験した中で一番大きな波が梓の芯しんを揺ゆさぶった。


　恐きよう慌こうと紙かみ一ひと重えの快かい感かんにのみ込まれ、上下左右の感覚が消え失うせる。愛する者の口の中で、唾だ液えきに溶とかされていくような、異い常じような悦えつ楽らく。声を嗄からして笑い出したくなるような、狂きよう気きの解かい放ほう感かん。自分の殻からを突つき破り、どこまでも飛ひ翔しようしていく、圧あつ倒とう的てきな万ばん能のう感。


　沸ふつ騰とうする五感の中で、梓はただ一心に手のひらを握にぎりしめた。その手がつかむ感かん触しよくを胸に抱き、その確たしかさにしがみついた。終わってみれば泡うた沫かたの幻げん想そうだ。両目を開けたとき、梓は仲間たちと共に、自分の足で廊下に立っていた。


　頭を一つ振ふって幻げん惑わくの残ざん骸がいを振り払はらうと、梓は前方に立つベリアルの姿すがたを見つめた。


　──……ん？


　悪魔の姿は見えなかった。まだ召しよう喚かんしてはいないようだ。ただ、ベリアルの姿が妙みように霞かすんで見えた。あれだけ目立つ外見をしていながら、その存在感がない。まるで形が良いだけのマネキンが立っているようだ。


　──あれ？　あれが、ベリアル？


「お待ちください、ベリアル様」


　背後から声が飛んだ。


　振り返ろうとした梓は、その動きの途と中ちゆうで金かな縛しばりにかかった。


　──くそっ。また！


　カツカツと廊下を踏ふむ足音が聞こえた。近づいている。梓はまだしも動かせる首を精せい一いつ杯ぱい捻ひねり、横目で後ろを見た。


　視し界かいの端はしに、自分たちが走ってきた廊下が映った。


　月明かりが差し込み、闇やみをそっと押おしのけている。その月光の下に、バジリスクがゆっくり入ってきた。


　顔に被かぶった催さい涙るいガスを洗い流したのか、スーツの肩かたから上が水に濡ぬれて黒く湿しめっていた。髪かみ先さきから水すい滴てきが滴したたっている。髪は張り付き、化け粧しようも落ちていたが、それでもなお、あだな美び貌ぼうを誇ほこっていた。その顔に浮うかぶ異い様ような半はん笑わらいを別にすれば。


「ベリアル様のお手を煩わずらわすことはありません。この者どもの始し末まつは私が付けます」


　バジリスクの声は復ふく讐しゆうの甘かん美びさにうっとりしていた。梓は彼女が両手で胸に何かを抱いているのを見た。


　赤あかん坊ぼうほどの大きさの人形だ。


　一見するとアンティーク・ドールに見える。古びているが華はなやかなレースの衣い装しようをまとい、ロールした髪かみは真しん鍮ちゆうに似にた金色をしていた。だが、豊ゆたかな巻き髪の下にあるのは、フランス人形のような青い目の少女ではない。子供の大きさの髑しやれ髏こうべだ。服から伸のびる手も成長しきらない骨でできていて、指に人ひと型がたをした土つち塊くれを握にぎっていた。


　土塊は四体。梓はとっさに、あれが自分たちを象かたどった形かた代しろだと見み抜ぬいた。


「飛んだり跳はねたりご苦労ね。少しもじっとしていられないのなら、私がそうさせてあげますよ」


　ククク、と喉のどを震ふるわせバジリスクは床ゆかに人形を置いた。


　人形が、立った。


　ぎこちない動きで右足と左足を交こう互ごに前に出す。一歩、二歩と前進するにつれ、人形の身体からだが大きくなった。両目にぽっかりと空あいた眼がん孔こうがしだいに大きく膨ふくらんでいった。


「私の悪魔は戦せん闘とう用ようではないけれど、ゴミの始末ぐらいはできますわ。そうね。お互たがいがお互いを死ぬまで殴なぐり合うというのはいかがかしら？　それとも、ナイフを渡わたしますから自分で自分を解体してみます？　どちらも得え難がたい体験だと思いましてよ」


「ち、ちくしょう……」


　水原が呻うめいた。彼にも見えているのだ。


　拳けん銃じゆうを渡すべきだっただろうか？　いや、仮かりにバジリスクを撃うったとしても、残るベリアルに銃が通じるとは思えない。第一、この距きよ離りでは素人しろうとの自分や水原で弾たまが当たる可能性は低い。


　梓は絶望に押おしつぶされそうになる自分を支え、一心不乱に打だ開かい策さくを考え続けた。人形は梓の必死さなど斟しん酌しやくすることもなく、距離を詰つめ、体積を増ましていく。とうとう廊ろう下かを天てん井じようまで塞ふさぐほどの巨きよ体たいになった。


「陛へい下か。お見苦しいことになるかもしれません。どうか後ろにお下がりくださいませ」


　──！


　梓の身体が緊きん張ちように震ふるえた。と──握にぎりしめていた景の手が、するっと抜ぬけた。


　──景ちゃん!?


　梓の手を離はなした女王は、動けない彼女の目の前を通ってベリアルの方に歩き始めた。


「景……」


　梓が呻き声をもらすが、女王は見向きもしない。


　無む慈じ悲ひな横顔を見せたまま、立ち止まることなく梓の視し界かいから消えた。首がそれ以上動かないため、目で追うこともできない。


「……景……景っ……」


　梓は全身の力を振ふり絞しぼった。神経がむき出しになったような、ひりつく痛みに耐たえ、せめて振り返ろうとした。だが身体はどうしても言うことを聞かなかった。


　──行かないで……景ちゃん！


　女王の足音が無む情じように遠ざかっていく。梓の意志が挫くじけ、目の前がまっくらになった。


　だが、次の瞬しゆん間かん、その足音が止まった。


「──！」


　梓は全神経を傾かたむけて景の向かった方向の物音を探さぐった。すると、急に何かに引っ張られるように、ぐいっと向きを変えられた。


　──え？


　視界が回転する。


　ベリアルが塞ふさいでいる方向に向いた。五歩離はなれた場所に女王がいた。肩かたを落とした立ち姿で、梓ではなく、自分の足あし下もとに視し線せんを落としている。


　梓の視線も、女王の足下に伸のびた。そして梓は見た。女王の足下に、窓から入る月光が影を作っていた。その影かげから、細い、いまにも途と切ぎれそうな一本の黒いラインが梓に向かって走っていた。


　影でできた一条の糸は、梓の足に触ふれると巻き付きながら上へ這はい登り、彼女の着るコートに絡からんでいた。まるでしがみついているように。


　それは景が使う、影でできたワイヤーだった。


「……景ちゃん」


　梓は呆ぼう然ぜんと自分に巻き付くワイヤーを見つめた。


　そして次に、女王が自分のことを、食い入るように正視しているのに気がついた。


「妬ましい方」


　例によって無む表ひよう情じようなまま、女王は小さくつぶやいた。


　聞こえるか聞こえないかという小声だったにもかかわらず、その一言はドライアイスの棘とげのように梓の胸に刺ささった。


「いいでしょう。この方をお返しします」


　と女王は冷れい淡たんな言葉を口にした。


「しかし覚えていてください。この方は必ずわたくしの下もとに戻もどります。この方が口先で何を言おうと、この方の魂たましいは『あそこ』を求めているのですから」


「……あなた」


　一方的に言い放はなつと、女王はそれ以上梓に構かまうことなくベリアルの方に向き直った。


「ベリアル。移ります」


「え、おいっ」


　言げん下かに、糸が切れたように景の身体からだが崩くずれ伏ふした。そしてベリアルが頭を抱かかえて膝ひざをついた。


「が、フッ！　この……わがまま女がっ……」


　強度の頭痛をこらえるように、ベリアルは跪ひざまずく格かつ好こうで頭を押おさえた。


　顔にくっきりと血管の筋すじが浮うかんでいる。体内の血が逆ぎやく流りゆうしているかのようだ。その血けつ脈みやくに合わせて、ベリアルの両目の光が明めい滅めつした。赤い光の中に、ときおり黄おう金ごんがかった色が混じっている。


「……くそっ。たまらんわ。なんちゅうことしてくれよんねんっ」


　ベリアルはガクガク震ふるえながらカプセルを取り出して貪むさぼった。それでも苦痛は引かないようで、全身に脂あぶら汗あせを滲にじませていた。


「陛へい下か！　ベリアル様!?」


　バジリスクが驚おどろいて声を上げた。その瞬しゆん間かんだけ、わずかに拘こう束そくがゆるんだ。梓は飛び跳はねて、床ゆかに倒たおれた景の側そばに手をついた。


「景ちゃん!?　景ちゃん、しっかりしてっ」


　景は死体のようにぐったりとしていた。顔は蒼そう白はくで生せい気きがない。だが、脈はあった。顔を寄せると、微かすかに呼こ吸きゆう音おんが聞こえた。


　──生きてる！


　梓は意識のない景の腕うでを持ち上げると自分の肩かたに回した。そして立ち上がるべく中ちゆう腰ごしになったところで、動きを止められた。


「つ──くそっ！」


　バジリスクが血相を変えて走り寄ってきた。自みずからの悪魔の傍らに立つと、梓に憎ぞう悪おの塊かたまりのような視線をぶつけた。


「何をしたのですっ。お二人に何をしました！」


「……わたしじゃないわよ。あんたたちの陛下が乱心したんじゃない？」


「無ぶ礼れい者もの！」


　人形の悪魔が土つち塊くれの一つを床ゆかに押おしつけた。すぐさま、梓の全身に重圧がかかった。人形の巨きよ体たいが、本当にのしかかっているかのようだ。


「梓さん！」と千絵が叫さけぶのが聞こえた。が、そのときには重圧に視し覚かくまで圧おされたようで、目が霞かすみだした。


「やめなさいっ。彼女を放はなして！」


「ハッ。身動きとれない分ぶん際ざいで生なま意い気きな口を叩たたかないで。あなたがしてくれたことは忘れてませんよ、海野千絵。特に念入りにいたぶって処しよ刑けいします。楽しみにしていなさい」


　バジリスクは嚙かみつく千絵をいなし、もう一度梓に言った。


「さあ、言いなさい。陛下の玉ぎよく体たいに何をしました！」


「…………」


　尊そん大だいに立ち、見み下くだす視し線せんと、中腰のまま強くにらみ返す視線が衝しよう突とつした。


　視線と視線、憎ぞう悪おと意地が物理的な力を有するがごとくに斬きり結んだ。


　バジリスクの意志は荒あれ狂くるう獣けものに似にて、小こ癪しやくな小こ娘むすめを八つ裂ざきにしようと襲おそいかかった。


　対して、梓の意志は巌いわおに似ていた。凶きよう暴ぼうな牙きばと爪つめとをはじき返し、微び動どうだにしなかった。


　どれぐらいの時間が流れたのか、梓の主しゆ観かんではまるでわからなかった。力負けしたのは、バジリスクの方だった。


「ほんとに……なんて気にくわない女かしらね」


　バジリスクはスーツの内側に手を入れて、中から折り畳たたみナイフを取り出した。つけ爪で飾られた細い指先で、丁てい寧ねいに刃やいばを剝むく。千絵と茜が息をのんだ。


「そこまでだ」


　と水原が言った。


　バジリスクは苛いら立だたしそうに虜とりこの一人を横目でにらんだ。


「なんです。あなたから先にやれとでも言うつもり？」


　鼻で笑うバジリスクに、水原は真しん剣けんな口く調ちようで告つげた。


「なるほど、あんたは確たしかに戦せん闘とうには向いてないな」


「……何が言いたいの」


「俺は悪オ魔ー持ナちーじゃないが、それでも気づくぜ。こんだけ強きよう烈れつならな」


　水原が不ふ敵てきに笑った。バジリスクは、一瞬怪訝な顔をし、ハッとして中庭に面する窓を見た。


　そのときにはすでに、窓ガラスいっぱいに黒い弾だん丸がんと白い牙が迫せまっていた。


　鮫さめだ。


　ルージュに彩いろどられたバジリスクの口が、驚きよう愕がくのあまり大きく開いた。開いた口から声にならない悲鳴がもれた。


　耳をつんざく破は砕さい音おんが轟とどろいた。


　ガラスを突つき破った黒鮫は、鈍どん重じゆうな人形の巨きよ体たいを、一ひと嚙かみで嚙み砕くだいた。粉々になった人形の破片が、ガラスの欠片かけらや壁かべの瓦が礫れきと混じって壁に叩きつけられた。


　まるで大型車両が突っ込んできたような乱らん暴ぼうさだった。現れた黒鮫は、獰どう猛もう極きわまりない咆ほう吼こうを放はなった。廊下中の窓ガラスが共きよう振しんして震ふるえ、ひび割れた。


　一いち陣じんの突とつ風ぷうがやんだあと、壁に空あいた穴あなから一人の男が入ってきた。


　鉄条を束たばねて作ったような、長身瘦そう軀くの男だった。


　表面を銀の鎖くさりや鋲びようで輝かがやかせた、黒い革かわジャンをまとっている。癖くせの強い黒くろ髪かみの下で、飢うえた虎とらのように両りよう眼がんがぎらついていた。


「おらおらっ。甲か斐い氷ひよう太たさまのお出ましだ。木で偶くの坊ぼうが出しゃばってねえで、道を空けやがれ」


　現れたのは甲斐だった。全身に暴ぼう威いを従え、頭の中に無む茶ちやと伊だ達ての二文字を刻きざんだ、狂きよう犬けんたちの若き王だ。


　彼の姿すがたを見た茜は、縛いましめの解とかれた手を口元に当てた。ぽろぽろと涙なみだがあふれた。


「ディンゴ」


「よお、デルタ──って、おいおい。泣いてんじゃねーよ。ガキか、テメエは」


　やや焦あせったように甲斐がまごつく。甲斐は茜の側そばによると、頭に手を置き、乱らん暴ぼうな仕し草ぐさで髪をかき回した。


　甲斐に言わせると、茜の頭は手を置くのにちょうどいい位置にあるらしい。無ぶ骨こつな手の感かん触しよくに茜は眦まなじりを決した。しかしいつものように振ふり払はらおうとはしなかった。


「いままでどこに消えてたのよっ。ＤＤがどうなってるか、わかってんのっ！」


「さっそく説教かよ。こいつの調ちよう整せいに手て間ま取どったんだ。何しろ、だいぶ減へっちまったからな」


　甲斐の台詞せりふに応こたえて、頭上の黒鮫がのたうった。冷静に見ると、確たしかに小さくなっている。あのとき真っ二つにされた、その片側ぐらいの大きさだ。


　だが、身軽になった鮫は、以前よりさらに凶きよう暴ぼうに──というより、やんちゃになったようで、片かた時ときもじっとしていなかった。剝むき出しの戦意を廊ろう下かの先──ベリアルに向けている。


　甲斐は茜の頭から手をのけると、ようやく立ち上がった梓と、その肩かたに寄りかかった意い識しきのない景の前に立った。
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　赤い両目が二人を射いる。梓は臆おくすることなく、視し線せんを受けた。


「どうやら、『抜ぬけた』あとらしいな」


「……！」


　女王のことを察しているらしい。甲斐はしばらく二人、特に景を見つめていたが、やがてその背後へと顔を移した。


　廊下の先では、青あお息いき吐と息いきといった様子のベリアルが、床ゆかにへたり込み、壁かべにもたれてこちらを眺ながめていた。


「……ふう。お前が甲斐か……なんや。やっぱり強いやんか……」


「当たり前だ。お前、何者だ」


「……ベリアル」


「ほう。執行細胞フアースト・セルかよ。確か『始し末まつ屋や』とかいわれてた奴やつじゃねえか？」


「うむ。そのような奴や……」


　ベリアルが、ニッと笑った。まだ息が荒あらく、重病人のように見える。だが甲斐は気を抜くことのない、真しん剣けんな構かまえで距きよ離りを開けたまま対たい峙じしていた。


「どうする？　戦やるか？」


　と甲斐が尋たずねる。


「どっちでもええけど」


　とベリアルが答える。


「ほんまなら、そのガキ──物もの部のべいうたか。そいつの身体からだは置いてってもらいたいとこなんやけどな。どうも……あかんわ。いま俺、ちょっととんでもないことになってるから、無む理りしたら、そいつまで殺しかねん」


　ベリアルは力なく笑った。いまの状態を見れば、ブラフと取られて当然の台詞だ。


　──でも……


　梓はそうは思わなかった。甲斐もまた、梓と同じ判断だったらしい。ただ彼の場合は、怖おそれを抱いだく前に、強い興きよう味みを示していた。


　甲斐の舌した先さきが唇くちびるを舐なめた。黒鮫と甲斐がシンクロし、両者の顔に「やる気」が浮うかんだ。


　が、「ディンゴっ」と茜が叱しつ責せきすると、ばつが悪そうに口を尖とがらせた。


「仕方ねえ。ここは散るとしようぜ。どうせまたお目にかかるだろ」


「……近い内にな」


「ああ」


　そして甲斐は油断なく後こう退たいし、梓と千絵と茜と水原とに告つげた。


「退散するぜ」


　反対する者はいなかった。


　五人は景を連れ、夜の校こう舎しやを出た。廊下には、動けないベリアルの呻うめきだけが残ざん響きようしていた。





　　　　３





「……とまあ、そういうわけや。堪かん忍にんやで」


　ベリアルは両手を合わせて頭を下げた。


　バールはため息を吐ついた。


　二人はいま、葛くず根ね東ひがし高こうの屋上にいた。


　夜は去り、東の空が白しらみ始めている。群ぐん青じよう色いろをした深い天空は、遥はるか高みまで冷たく透すき通っている。屋上に吹ふく風は、わずかな熱もなく冷えきっていた。


「で？　バジリスクはどうした」


「昇しよう天てんや。けど、陛へい下かがなんとかしてくれる──て、俺に憑ついとったときは仰おつしやってたけど」


　機き嫌げんを伺うかがうように、ベリアルはバールに尋ねた。


　バールは内省するように黙だまっていたが、やがて肩かたを竦すくめた。


「拗すねてる」


「あちゃー」


　ベリアルが額ひたいを叩たたいた。


　女王はいま、彼からバールに移っていた。もともと、梓に取り憑くまでの間、彼女はバールの魂たましいに巣すくっていたのだ。


　先ほどバールは、女王が拗ねていると言ったが、これも半ば彼の創そう作さくである。女王に感情があるのかどうか、いまでもバールには量はかり切れていない。ただ、彼女が示す反はん応のうをもとに、彼が勝手な解かい釈しやくをつけているに過ぎなかった。


　──俺にしろ、ベリアルこいつにしろ、《夢む魔ま》の真意など興きよう味みはないからな。


　彼女の意志に興味を示したのは、ベルゼブブだけだった。


　バールが欲ほしいものは、真実ではない。


「計画は続行するぞ。帰き還かんは短かったが無む駄だではなかった。いまの陛下は、かつてと同じ強さを回かい復ふくなさっている」


　ベルゼブブが死んで女王がバールに乗り移ったとき、女王の力はほとんど凍とう結けつせざるを得えなかった。そうでもしなければ、バールが耐たえられなかったからだ。結果的に女王は力と人格を喪そう失しつしてしまった。


　だが、自分のモデルである梓に取り憑つくことで、女王はかつての人格を取り戻もどした。そして、景に取り憑くことによって、力を取り戻した。


　もっとも、女王の復活は彼女を抱かかえるバールにとり、巨きよ大だいな負ふ荷かとなる。


　時間は、限られているのだ。


　バールは東の空を眺ながめた。


　いかなる叛はん意いも許さない、強大な神が王座に戻もどろうとしてる。この支配から逃のがれるために、彼はこれまで動いてきた。亡ぼう命めいの手て筈はずは整ととのいつつある。あと、もう少しだ。


　──待ってろ、信しん司じ。


　朝日が最初の輝かがやきを放はなった。バールは光に背を向けた。


「戻るぞ」


「ん」


　そして、夜に生きる二人は、目覚め始めた世界をあとをした。





　　　　◆◆◆◆◆





「かーっ。狭せまいな、おい。他ほかにねえのかよ」


「文句ばかり言わない。これでも一番広い部へ屋やに変えてもらったわけなんだから」


「そうそう。こっちには冷蔵庫もあることだし」


「って、さっそくのようにビールなんか入れないでよ、水原。ここにいるのは未み成せい年ねんばかりよ──と、甲斐さん。あなたもそうよね？」


「いいじゃねえか。酒ぐらい。つーか、ジャンキー相手に呆とぼけたこと言うなよ」


「駄だ目めです。皆見さん、あなたからも言ってあげてよ」


「……お酒は駄目？」


「あ、あなたまで何を言ってるのっ。未成年の飲酒は法律で禁止されてるでしょ！」


　うるさく吠ほえる千絵を後しり目めに、甲斐は真ん中の一番いいソファにどっかと腰こしを下ろした。茜はその隣となりに座すわり、甲斐がテーブルに乗せた足をつかんで下に下ろさせた。


　水原は千絵の注意が逸それた間に持参したビールを移し終えてしまい、ソファに座ると煙草たばこで一服を始めた。それを見た甲斐も、思い出したように革かわジャンから煙草を取り出す。


　千絵が今度は喫きつ煙えんをとがめようとしたとき、


「千絵。ちょっと手伝って」


「ああ、そうね。ごめんなさい」


　千絵は慌あわてて梓に駆かけ寄り、一いつ緒しよに景を部屋に入れた。


　二人でソファに横たえさせる。景は一いつ瞬しゆん顔を歪めたが、それきりだった。


「まだ目は覚まさねえな」


　と甲斐。


　梓は頷うなずいた。


「景ちゃんはもともとカプセルで身体からだを壊こわしてたから。いまもどうなってるのか、わからないの」


「大だい丈じよう夫ぶよ、梓さん。きっと良くなるわ」


「けっ。気休め言ってんじゃねーよ」


　と甲斐が憎にくまれ口を叩たたく。千絵は無神経な男をにらみつけ、茜は床ゆかに下ろした甲斐のつま先を無言で踏ふみにじった。


　女じよ性せい陣じんの反はん撃げきに、甲斐は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした。


「お前ら、命の恩人に対する感かん謝しやの念てもんを持ってねえのかよっ？　テメエもだ、コウモリっ。男としてなんとか言ってみろ」


「いやあー。俺は一応女性の味方ってことになってるんで」


「くそっ。どいつもこいつも」


　甲斐はふて腐くされて舌した打うちすると、テーブルの上にあったスナック菓が子しの袋ふくろを乱らん暴ぼうに破いて食べ散らかし始めた。


　一方、


　そのスナック菓子の本来の持ち主である三人の少女たちは、部屋の隅すみで縮ちぢこまっていた。


　一同がいるのは、久美子たちが家出中の住すみ処かとしていたカラオケボックスだった。


　葛根東高を脱だつ出しゆつした梓たちだったが、千絵はまだ警けい察さつから逃にげている最さい中ちゆうだし、梓も戻れば事じ情じよう聴ちよう取しゆを受ける立場だ。甲斐と景に至っては重要参考人扱あつかいである。真まっ直すぐ自宅に戻るわけにはいかなかった。


　そこで、千絵がそうする予定だったように、全員で久く美み子こたちのカラオケボックスへ押おし掛かけたのだった。


　久美子は「キャンプみたい」とはしゃいで上じよう機き嫌げんだった。問題はあとの二人だ。


　由ゆ紀きは、


「甲斐……ＤＤの甲斐氷太……それに、それに、悪あく魔ま狩がりの……悪魔狩りの……」


　と顔面を蒼そう白はくにして固まっていた。香か苗なえに至いたっては失神寸前だった。


「ごめんね、みんな。こんなに大勢で押し掛けちゃって」


　梓がすまなそうに謝あやまると、由紀は首が千ち切ぎれそうな勢いで、左右に振ふった。


「いいえ、梓さんっ。私たち、ぜ、全然気にしてません！」


「そうだよ、梓ちん。水みず臭くさいこと言わないの。ダチじゃん。あたしら」


　久美子がにんやりと笑う。梓もつられて微笑ほほえんだ。


　この少女のおかげで、自分はどれほど助けられただろう。甲斐の言いぐさではないが、感謝の念は言葉にならなかった。


　由紀は久美子の言葉を聞いて、「ダチ……甲斐氷太の……ウィザードのダチ。私たちが？　ああ」と目め眩まいに襲おそわれたようにふらついた。慌あわてて香苗が由紀を支えたが、動どう揺ようの程度は彼女も由紀も変わらなかった。


　ともかく、一同が部へ屋やに落ち着いたのを見計らって、千絵は大きく咳せき払ばらいをした。そして全員の注目が集まるのを待って、背せ筋すじを伸のばし、甲斐と茜の二人に言った。


「私たちはこれまで敵てき対たいしてきたし、いまもまだそれぞれの立場を抱かかえているわ。でもいま、私たちは共通の敵を──それも強力な敵を迎むかえなければならない。ここにいる者は全員、一時休戦して共に執行細胞フアースト・セルに立ち向かう。それでいいわね？」


　甲斐は菓子を食べる手を止めて、「なんだ、それ？」とつぶやいた。代わりに、茜が素す早ばやく甲斐を肘ひじで突つき、


「いいわ」


　と返事をした。


　千絵は腰こしに手を当てると満足そうに頷うなずいた。鼻び孔こうがぷっくり膨ふくれているのは、彼女がいつになく興こう奮ふんしている証しよう拠こである。


「会長！」


　と水原が挙きよ手しゆをする。


「立ち向かうとは具ぐ体たい的てきにいってどういうことでありますかっ？」


「彼らの野望を挫くじくのよ」


「彼らの野望ってなんですかっ？」


「それはこれから調べるわ」


　面おも白しろ半分の水原に、千絵は一々生き真ま面じ目めな返答を返す。甲斐はうさんくさそうに二人のやりとりを眺ながめ、茜はやや引いた目で千絵の言った言葉を検けん討とうしていた。


　そのとき、


「──奴やつらの狙ねらいは、『建けん国こく』だ」


　掠かすれ声がした。微かすかな声だったが、その声は音のない落らく雷らいに等ひとしかった。


　座すわっていた者は残らず腰こしを浮うかし、立っていた者は鋭するどく振ふり返った。


　集中する視し線せんの先で、青いウィンドブレーカーがうごめいた。


　一度持ち上がり、裾すそが滑すべって床ゆかに流れる。伸のびた腕うでがふらつきながらソファの背をつかみ、弱った身体からだを引き上げるようにして上半身を立たせた。


　フードが外はずれ、衰すい弱じやくした顔があらわになる。


　青ざめた表ひよう情じようには生せい気きがない。しかし目は。二つの瞳ひとみは金色ではない光を放はなち、しっかりと息づいていた。


「景ちゃん！」


　梓が景の首くび筋すじに抱だきついた。


　腕うでを回し、身体を押おしつけ、全身で相手を感じ取ろうと、力の限り抱きしめた。


　景は力を抜ぬいて梓の抱ほう擁ように身を任せた。一度だけ、背中に回した手が、ぽん、と梓を叩たたいた。


　千絵が感かん極きわまって目を潤うるませた。


　水原が一度鼻をすすり上げた。


　甲斐が歯を見せて喉のどを鳴らした。


　茜が息をついて力を抜ぬいた。


　久美子と由紀と香苗は、ぽかんとしてその光景を見守っていた。


「建国、ね」


　甲斐が面白そうに口にした。


「それがなんだか知らねえが、奴やつらやるぜ？　見ろ。テメエは半病人。俺は戦力半減。他ほかに悪魔の一匹ぴきもいねえときた。ＤうＤちの連中は手を貸すまい。ネットの残ざん党とうも俺たちを付け狙ねらうはずだ。こんな様ざまで太た刀ち打うちできるのか？　自分で言うのもなんだが、えらくショボイ陣じん容ようだぜ」




[image: ]


「……だが、いまの葛根市で望みうる、最高の戦力だ」


　甲斐の目をのぞき込むようにして、景は静かに断言した。


　火花が飛んだ。


　その火は、甲斐に、千絵に、水原に、茜に灯ともり、たちまち燃もえ上がって炎ほのおとなった。


　まるで室内の温度が上がったようだった。熱は互たがいに放ほう射しやし合い、力強い渦うずとなった。


　梓はその中心にいて、心ここ地ちよく、景の身体を抱きしめた。


　景の身体には、まだ力が戻もどっていない。それでも景は宣せん言げんした。


　ただ一言、


「反はん撃げきするぞ」


　と。






　　あとがき[image: ]




　前巻の「動」に対して、今巻は「静」。物語のクライマックスを前に、それぞれの抱いだく「決けつ意い」を描えがいた第[image: ]巻となります。


　この頃になると各キャラクターの抱える事情、秘ひ密みつといったものが、次々と明あかされていきます。そして、その分彼ら彼女らの内ない面めんの心しん情じように、深く立ち入って描えがいています。だからでしょうか。キャラクター一人一人に奥行きのようなものが出てきた感じです。


　まあ、例外もいますけどね。それが、乗のっ取とられ中の主人公というのがなんとも（笑）。


　ともあれ、劣れつ勢せいの中各おの々おのの力で立ち上がり、結けつ集しゆうしたキャラクターたち。次は、彼らの「反はん撃げき」が始まります。戦いの行方ゆくえを見み届とどけて下さるよう、よろしくお願い致します。


　以上、ページ数の都つ合ごうにより、あざの史上最短なあとがきでした～（笑）




（続く）







※本書は富士見ミステリー文庫『Ｄクラッカーズ４』を修正したものです。
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